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Ⅰ　施設の概要
1　設置の目的
北海道には貴重な埋蔵文化財が数多く発見され

ており、これらの埋蔵文化財の保護、保存・活用
を図るため、調査研究を行なうとともに、出土文
化財等の収蔵保管、展示公開並びに文化財保護思
想の普及啓発を図る総合的な機能を有する道立の
埋蔵文化財センターを設置する。

2　沿　革
平成7年
3月　北海道立埋蔵文化財センター（仮称）
　　　基本構想策定

平成8年
9月　本館基本設計完了

平成9年
3月　本館実施設計完了
10月　本館建設工事着手
12月　別館（整理作業所）基本設計完了

平成10年
3月　別館（整理作業所）実施設計完了
9月　別館（整理作業所）建設工事着工

平成11年
3月　本館建設工事竣工
4月　北海道立埋蔵文化財センター開設
8月　別館（整理作業所）建設工事竣工
11月　一般公開

3　施設の概要
⑴　工　期
［本館工事］　平成9年10月31日着工
　　　　　　　平成11年3月18日竣工
［別館工事］　平成10年9月10日着工
　　　　　　　平成11年8月18日竣工
［外構工事］　平成11年7月28日着工
　　　　　　　平成11年12月10日竣工

⑵　面　積
［敷地面積］　18,599.50㎡
［延床面積］
本　館：5,063.02㎡（�鉄筋コンクリート造・

2階建）
別　館：2,081.80㎡（�鉄筋造・3階建；整理

作業所）（渡り廊下含む）

［部屋別面積］
本館1階
　調査研究室（253㎡）
　保存処理室（167㎡）
　観測・計測室・修復室（47㎡）
　金属製品処理室（31㎡）
　分析室（48㎡）
　実験室（53㎡）
　撮影室・暗室（105㎡）
　図書室（177㎡）
　一般収蔵庫（399㎡）
　展示収蔵庫（321㎡）
　展示室（310㎡）
本館2階
　所長室（47㎡）
　事務室（241㎡）
　特別収蔵庫（227㎡）
　研修室（196㎡）
　一般収蔵庫（319㎡）
別館1階：整理作業室（520㎡）
別館2階：整理作業室（540㎡）
別館3階：整理作業室（220㎡）
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Ⅱ　調査研究事業
1　重要遺跡確認調査
⑴　�浜頓別町クッチャロ湖畔遺跡の調査
令和4年8月19日北海道教育委員会(以下道

教委)文化財・博物館課長より令和4～8年度の
重要遺跡確認調査実施要領が示された。
令和7年度は浜頓別町のクッチャロ湖畔遺跡

（道指定史跡「クッチャロ湖畔竪穴群」）を確認
調査の対象とした。史跡指定範囲及び竪穴の分布
域を測量したものに座標値を取得し、指定範囲と
の齟齬を確認できる成果を示すことを目的とし
た。

令和7年4月23日に道教委文化財・博物館課
との協議を経て、測量調査と関連資料調査を計画
した。広大な史跡範囲の測量方法を検討し、UAV
レーザー測量を実施することとした。
測量は令和7年10月5日～10月31日で実施し
た。測量に先立ち、大部分が樹木に覆われる当該
地で竪穴住居跡の形状を出すための草刈りを行
い、木の葉が散る10月29日に測量を行った。
測量の結果擦文文化期とみられる竪穴住居の窪
みを89か所、不明瞭な窪みを6か所、クロップ
マーク16か所を確認した。
本遺跡は昭和33・34年に北海道大学の大場利
夫らが調査を行い、擦文文化期とみられる竪穴の

⑶　組織図

⑷　職員名簿

所長⑴ 副所長⑴

総務部長⑴

第１調査部長⑴

総務課⑶

会計課⑴

普及活用課⑷

第 1調査課⑵

職　名 氏　名 職　名 氏　名 職　名 氏　名
所　　長 長沼　　孝 総務部長 松田　俊也 第1調査部長 鈴木　　信
副 所 長 松田　俊也 総務課長 小杉　　充 普及活用課長 倉橋　直孝

令和7年6月17日から 総務課嘱託 多地真奈美 普及活用課主査 坂本　尚史
馬橋　　功 総務課参与 葛西　宏昭 普及活用課主任 村田　　大
令和7年6月16日まで 会計課長 中村　貴志 普及活用課主任 土肥　研晶

第1調査課長 中山　昭大
第1調査課主査 立田　　理

▲草刈りの状況 ▲UAVレーザー測量の様子
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窪み173か所を測量、そのうちの4軒を発掘し、
縄文時代の貝塚をトレンチ調査した。
昭和41年7月7日道指定史跡に登録される。
平成23～25年には名古屋大学の新美倫子ら

は、縄文時代の貝塚の詳細なデータを得るため、
大場のトレンチを再発掘し、その際、貝塚トレン
チ周囲の竪穴の窪みを平板測量した。このとき名
古屋大学の門脇誠二は史跡範囲内に残る竪穴の窪
みの座標をハンディGPSで記録した。その座標
データはこの調査で竪穴を探す大きな手掛かりと
なった。
今年度の成果図と過去の調査成果図との比較を

行い、現在残る竪穴に昭和33・34年調査時の番
号をあてはめることはできた。
関連資料調査では、昭和の調査で発掘した4軒

の竪穴住居から出土した、土器・土製品の再整理
を行い、新たに甕2点、小型甕１点、高坏3点を
復元し実測を行った。

2　埋蔵文化財に関する調査研究
⑴　保管出土品を活用した研究
【保管出土品を対象とした研究】
　ア、保管遺物を対象とした科学的分析
滑石製遺物の産地同定を目標として、道内松前

町　江良、芦別市新城、岩手県盛岡市、一関市等
各産地の岩石試料に対し、鉱物ごとの化学組成値
の測定を３過年度にかけて継続して行っている。
今年度は、各産地の化学組成値を基にし、松前

町から出土した滑石製品の産地推定を行った。結
果2点について松前滑石を使用した製品であるこ
とを確認した。今年度刊行の『松前町郷土資料館
研究紀要』 第3号にその成果を掲載している。使
用機器は、電子顕微鏡（JSM-IT200）、偏光顕微
鏡（Nikon　ECLIPSE E600pol）及び岩石カッ
ター、卓上研磨機等である。

　イ、保管遺物を活用した企画展示
錨石を考える
【はじめに】
錨石は、石狩川水系付近に限られて分布する石

製品であるが、10年ほど前、木古内町札苅の私
設資料館「澤谷民俗資料室」に展示されている石
製品に目がとまった。
それは木古内町札苅遺跡の畑から出土したもの

で、赤みを帯びた安山岩を長径30cmほどの楕円
形に加工し、中央に入組三叉文、頂部に縦の溝を
刻んだ石製品で、錨石の祖形かもしれないと感
じ、気にとめていたものだった。
今回、北海道遺跡百選17展の企画にあたり、

この資料の紹介と比較研究には収蔵資料の千歳市
キウス５遺跡と梅川4遺跡の錨石を活用した。

【札苅遺跡の石製品】
図Ⅱ-2-1は、札苅遺跡出土の石製品の実測図

である。楕円形に加工した礫の表面はまるく、背
面と側面は平坦に調整し、表面中央から側面にか
けて入組三叉文、頂部には約2cmの幅の溝を刻
む。調整はすべて敲打によるもので、石製品の大
きさは、長径30.6cm、短径22.2cm、厚さ13cm、
重量は12.5kgある。
この石製品は、縄文時代晩期初期に馬淵川流域

で生じた「岩板」という石製品の影響を受け、地
元の石材を加工したものともみられ、文様も岩板
に刻まれるS字状入組文を切り取った様にみえ
る。北海道南部の縄文時代晩期中葉の石刀の柄頭
には入組三叉文が残り続け、札苅型石刀と呼ばれ

▲図Ⅱ-1-1　クッチャロ湖畔遺跡測量図
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ている(後藤信祐1986・1987)。
札苅の石製品が晩期中葉のものともなれば、錨

石の祖形となりえると考えた。

【錨石研究略史】
錨石については、これまで杉浦重信（杉浦

1988）や伊藤千里（伊藤2003）の研究があるが、
伊藤の研究からでもすでに23年が経過してお
り、その間にも新たな錨石の出土例が千歳市、恵
庭市、旭川市などの発掘調査で増えている。
杉浦は、当時26点確認されていた錨石をA～D

型に分けた。A型は加工した楕円形の礫の一端に
敲打により逆T字形の刻みを施すもの。Ｂ型は加
工した楕円形の礫の一端に敲打により瘤状の突起
をつけたもの。C型は楕円形の礫の長軸や短軸の
縁に抉りを施すもの。D型は楕円形の礫の長軸に
溝を刻むものとした。杉浦は錨石を実用的な石器
と考え、A～C型は、縄文時代晩期後葉のタンネ
トウL式に伴い、Ｄ型はアイヌ文化期の可能性が
あると考えた。

▲図Ⅱ-2-2　錨石の分類　A型からD型

杉浦の研究から15年後に伊藤千里は、旭川市
永山8遺跡で5点の錨石が出土したことから錨石
の再検討を行った。この時、錨石には新たに江別
市7丁目沢６遺跡、千歳市キウス5遺跡、余市町
栄町５遺跡などの資料が増え41点だった。
杉浦と異なる点は、その分類をA、B、C型の3

分類としたことで、杉浦がD型とした礫の長軸に
溝を刻む形にはオホーツク文化期の「有溝式石
錘」が含まれ、時期と分布が異なるため錨石の範
疇から外したことである。また、楕円礫の端部に
横に溝を巡らせただけの鷹栖町嵐山2遺跡や上富
良野町東中2遺跡の石製品も3分類の形状から外
れるために除外した。
今回の集成では、新たに札幌市T71遺跡、恵庭

市西島松2遺跡、千歳市梅川４遺跡、千歳市チプ
ニー２遺跡、整理中の千歳市美々4遺跡、富良野
市中五区３遺跡などの資料を加えた60点を確認
し、これに札苅遺跡の石製品を加えた分布図（図

Ⅱ-2-3）と一覧表（表Ⅱ-2-1）を作成した。
なお、この集成では、錨石は実用的な道具では
なく、呪術的色彩の濃い遺物との考えから、杉浦、
伊藤の分類でC形とした、楕円礫の長軸に抉りを
施す富良野市無頭川遺跡・中五区３遺跡、江別市
対雁遺跡、千歳市キウス５遺跡、江別市西野幌
14遺跡出土の大型石錘とみられる石製品を除外
したが、楕円礫の頂部のみに刻みを施す資料は残
した。また、河野広道が紹介した小樽市塩谷の虎
吉澤付近で表採された石製品も、時期不明なこと
と形状が異なるため除外した。その一方で、伊藤
が外した鷹栖町嵐山2遺跡と上富良野町東中2遺
跡の横の溝を巡らせた石製品は対象とした。それ
は、新たな資料中に同様な形状のものが含まれる
からである。
また、杉浦が紹介した旭川市の神居古潭から出
土した瘤が6か所付された錨石の別スケッチが
『国立アイヌ民族博物館研究紀要第1号』に紹介
されていることを確認した（是澤・細樅2022）。
それは人類学者石田収蔵の野帳を画像紹介した
もので、「カモイコタンノ畑ヨリ43年6月写」の
メモが記されている。旭川アイヌ酋長宅見取りの
右ページに記されていることや、野帳に記された
サイズが近いことから同じ錨石と考えられる。
このスケッチは、永山8遺跡P16出土の錨石と
形状が似ていることから、塩田弓吉が1944年頃
に残した著作を河野常吉が毛筆で模写したとされ
る図ではなく、石田のスケッチを使用した。

【分布図からみえること】
錨石の分布をみると、出土範囲は石狩川水系の
内陸部に集中するのだが、特に石狩管内と上川管
内に分かれて分布する状況がみえる。それには、
開発に伴う緊急発掘件数が空知管内で少ないこと
に起因するのかもしれないが、過去に表採された
資料も無い。
なお、この分布図と錨石一覧表では、グリッド
番号と遺構番号の混同を防ぐため各遺跡の遺構番
号からハイフン記号を省略している。一覧表では
同遺跡の資料は分布図の左から順に掲載する。
近年、石狩管内では縄文時代晩期後葉の大規模
な墓域の発掘調査が重なり、錨石の資料が増え
た。それらを観察すると、杉浦、伊藤がA型と分
類した、逆T字の刻みの左右に丸い窪みを付す例
が江別市、恵庭市、札幌市の資料に目立つことと、
溝は必ずしも逆T字形に付されるわけではない例
や、横の溝が不完全な例が7丁目沢６遺跡の
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P260や西島松２遺跡P623-2にある。
西島松5遺跡のものは台石として報告している

ため図が不正確だが、写真確認では逆T字を刻み
左右に丸い窪みのある錨石である。
杉浦、伊藤のA型は石狩管内を中心に分布する

が、上川管内や余市町などやや広い分布を示す
が、B型は「上川型」ともいえるほど上川管内に
まとまる分布が特徴である。
永山８遺跡の出土資料にはA型が２点含まれ、

P16からはA型・B型の２点が検出されている。
ただこの遺跡のA型は、楕円礫頂部の左右の刻み
がやや強く、上端を尖らせており、外形が楕円礫
の形状を保つA型と同じ分類とは言えないかもし
れない。

【錨石の時期】
ここで錨石の時期差について考えてみる。
杉浦の見立てのとおり、錨石が縄文時代晩期後

葉のタンネトウL式に伴うものだが、さらに細か
く分けてみる。
千歳市キウス５遺跡では第二黒色土層(ⅡB)

から３点の錨石が検出されている。左端のものは
楕円礫頂部から２条の溝を刻み特徴がある。２番
目のものは、頂部中央から「人」字状の溝を付し、
その左右に窪みを施している。３番目は上部全体
の調整で溝を付けたのち頂部3か所を深く刻み頂
部に凹凸をつける調整がされる。いずれも層位的
に古い遺物なので、縄文時代晩期中葉後半ほどの
錨石と考えられる。頂部から2条の溝が刻まれる
などやや複雑な調整が施される形状が古手となれ
ば、西島松２遺跡P1261と右端の破片や7丁目
沢6遺跡のP2の錨石古手と考えられる。
晩期末葉に近い遺物が出土している遺跡には千

歳市梅川4遺跡、千歳市チプニー2遺跡、旭川市
永山４遺跡、東神楽町沢田の沢遺跡があり、そこ
から出土した錨石は逆T字状の構造で、錨石は複
雑な刻みから逆T字の刻みに変化しているとみら
れる。西島松２遺跡や7丁目沢6遺跡にみられる
左右に付される窪みは、古手の錨石頂部左右の窪
みの名残とみられ、中間期の形と考えられる。

「上川型」は表採品も多いが、旭川市永山８遺
跡や富良野市中五区３遺跡では調査区全般に千歳
市のⅡ黒層相当の土器が出土しており、錨石も縄
文時代晩期中葉後半のものとみられる。

【札苅の石製品】
札苅遺跡から出土した石製品ははたして錨石と
いえるものなのか、まず時期的なことから考え
る。札苅の石製品の加工は敲打により付される
が、文様の重なり部分などに緻密な調整が施され
る。縄文時代晩期中葉の札苅型石刀の柄頭に残る
入組三叉文は線刻が多くなることから、札苅の三
叉文は原型に近いとみられ、石製品の時期も縄文
時代晩期前葉とみられる。
このような石製品の類例はなく、分布も離れて
いることと時期差から、今のところ錨石の範疇に
は入れがたい状況である。

【引用文献】
後藤　信祐
　1986　�「縄文後晩期の刀剣形石製品の研究（上）」�

『考古学研究』　33-3　考古学研究会
　1987　�「縄文後晩期の刀剣形石製品の研究（下）」�

『考古学研究』　33-4　考古学研究会
杉浦重信
　1988　�「北海道の錨石について」『無頭川遺跡』�

富良野市教育委員会
伊藤千里
　2003　�「北海道の錨石における一考察」�

『永山８遺跡』旭川市教育委員会
是澤櫻子・細樅雄貴
　2022　�「石田収蔵の野帳等資料の紹介－20世紀前半の

樺太先住民族の暮らしの風景－」�
『国立アイヌ民族博物館研究紀要』第1号

⑵　研修・情報収集
　ア、令和７年度全国公立埋蔵文化財センター
　　　連絡協議会総会
期　日：令和7年5月29・30日（木・金）
会　場：鳥取市永楽温泉町403
　　　　ホテル モナーク鳥取
参加者：長沼所長、松田総務部長
内　容：令和7年5月29日（木）総会・講演会
　　　　5月30日（金）視察見学
詳　細：5月29日（木）
　　　　13：30～16：35　総会・講演
　　　　※同日午前中開催の役員会にも参加
総　会
〇開会挨拶
　会　長：�河西健二富山県埋蔵文化財センター所

長▲図Ⅱ-2-4　錨石の分類　A型からD型
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　開催地：�中森祥鳥取県地域社会振興部文化財局
長

　来　賓：近江俊秀文化庁主任文化財調査官
議　事
１　会員の入退会について
・入会申請なし
・退会申請はところ埋蔵文化財センター

【了承】
（令和7年５月現在：30道府県70機関）
２　令和６年度事業報告について
・�事務局から総会・研修会・役員会の開催、機
関誌の発行、文化庁への要望活動、「発掘さ
れた日本列島2024展」への協力等について
の説明・報告

【了承】
３　令和６年度収支決算について
・事務局から説明・報告

４　監査報告
・幹事による監査結果の報告

【決算・監査報告合わせて了承】
５　新規加盟組織の勧誘について
・�未加盟機関及び都道府県教育委員会（文化財
主管課）に対し、加入への案内文書を送付。
各機関においても、加入機関の増加に向け
て、協力願いたい。

６　「発掘された日本列島2025展」について
・全埋協との協同パネルの作成（６枚）など

７　役員改選について
・�令和７・８年度の役員機関候補について、各
ブロックからの報告（推薦）があった。

・�会長機関については、東海・北陸ブロックの
事情により、１期２年で交代

【了承】
８　令和７年度事業計画（案）について
・�事務局から総会・研修会・役員会の開催、機
関誌の発行、文化庁への要望活動についての
説明・報告

【了承】
９　令和７年度収支予算（案）について
・事務局から説明

【了承】
10　令和８年度総会及び研修会開催について
・総会、第１回役員会：神奈川県
・研修会：三重県
・第２回役員会：会長機関（福井県）

【了承】
11　�令和９年度以降の総会・研修会等の幹事機

関について
・ローテーションに基づき調整

12　�全国埋蔵文化財法人連絡協議会との連携に
ついて

・協議して進める。
13　その他
・�「四国地区埋蔵文化財センター発掘へんろ展」
について
・�「埋蔵文化財発掘調査等技術検討委員会」に
ついて

記念講演
演題：「埋蔵文化財保護制度と今日的な課題」
講師：文化庁文化財第二課埋蔵文化財部門
　　　主任文化財調査官　近江俊秀
要旨：

〇埋蔵文化財とは何か-埋蔵文化財と遺跡
〇埋蔵文化財保護の構成
〇周知の埋蔵文化財包蔵地と埋蔵文化財包蔵地
〇法第93条による指示の内容と限界
〇いわゆる原因者負担の仕組み
〇「遺跡地図」の役割
〇制度と運用
〇今後、取り組むべきこと
・周知の埋蔵文化財包蔵地の把握の推進
・発掘調査の効率化・費用の低廉化

〇�埋蔵文化財保護制度を正しく理解するというこ
と
・�現行制度の点検、問題点の整理、必要に応じ
た制度の見直し

特別講演
演題：「妻木晩田遺跡と青谷上寺地遺跡の25年」
講師：鳥取大学地域学部教授　髙田健一
要旨：

〇妻木晩田遺跡の25年

▲公立埋文協総会視察　国史跡鳥取城跡附太閤ヶ平
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〇青谷上寺地遺跡の25年
〇大山山麓における調査の進展と成果
・集落規模・動態の捉え直し
・土器編年研究の進展
・良好な遺存状況の竪穴住居跡
・墳丘墓の変遷
・豊富な鉄器、外来系遺物
・弥生Ⅴ・Ⅳ期における丘陵地開拓の意味
・DNA分析を用いた弥生人研究

〇課題と展望
・調査・研究の継続と継承
・調査・整備・活用の相互作用を意識
・PDCAからRSVPへ
・調査・研究テーマの「ユニバーサル化」

５月30日(金)
8：45～12：00　視察見学
・国史跡鳥取城跡附太閤ヶ平
・国史跡青谷上寺地遺跡
　（青谷かみじち史跡公園）

　イ、�北海道古代集落遺跡保存活用協議会第４回
臨時代表者会議

日　時：令和7年8月27日（水）
　　　　10：00～11：30
場　所：オンライン会議
出席者： 第１調査部長 鈴木　信（代表者）
　　　　普及活用課主査 坂本尚史（同席者）
内　容：
1開会挨拶、出席者確認の後に、2議事「北海

道教育委員会による竪穴現況調査について」の報
告が行われた。2議事は事務局（道教委文博課赤
井主査）から下記（ア）～（エ）についての報告
があった。

（ア）�北海道東部の竪穴住居群調査第3次調査実
施計画

第3次調査の実施計画について、調査対象は宗
谷・オホーツク・根室・釧路・十勝に所在する竪
穴群であること、調査期間は令和4～9年度まで
の6か年であること、調査項目は「竪穴群現況調
査」と「測量・発掘調査」があり、前者を道教委・
市町村自治体、後者を道立埋蔵文化財センターの
指定管理者が実施することが説明された。

（イ）竪穴群現況調査の概要
道教委が主体となり実施を進めている竪穴群現

況調査について、「調査の目的」、「調査の方法」、
「調査対象」、「調査者」、「調査内容」に関する説
明が行われた。
調査の目的は、竪穴群の適切な保護に必要な基
礎情報の整備で、具体的には竪穴の分布範囲と現
況の情報を体系的に把握することと説明された。
調査の方法は、竪穴の所在が確認されている市
町村から幾つかを選定し→各年度1市町村を対象
に基礎情報を収集→収集情報をGISで統合して分
析を行う、との内容であった。また基礎情報とは、
①現地踏査でGPSを用いた竪穴分布測量、②包蔵
地の土地利用計画と所有者の情報、③包蔵地と周
辺の環境情報（植物生育状況など）などが該当す
ると説明された。
調査対象は、浜頓別町オホーツク海沿岸（令和
4年度）、大樹町ホロカヤントー周辺（令和5年
度）、別海町根室海峡沿岸（令和6年度）の各地
域竪穴群で、調査者は道教委と市町村教育委員会
であった。
調査内容は、周知の竪穴群や可能性地の踏査
で、ハンドヘルドGPSによる竪穴測量を実施し、
併せて竪穴群範囲の土地利用状況と植生状況を把
握し、取得情報をGIS上で統合して図化・分析を
行ったものであった。

（ウ）過年度の竪穴群現況調査報告
令和4～6年度に道教委が主体となり実施した
竪穴群現況調査の成果と課題について報告が行わ
れた。
①令和4年度　宗谷管内 浜頓別町
【調査対象】
豊牛遺跡、豊寒別段丘遺跡、斜内1遺跡（この
内、豊牛遺跡と豊寒別段丘遺跡は町の過年度の調
査で竪穴分布図が作成されており、GPS測量の精
度の検証ができることから調査対象に選定）
【調査事前課題】
周知の埋蔵文化財包蔵地範囲と竪穴分布の整合
の確認をどのように行うべきか。
【主な成果】
本調査方法（竪穴のGPS測量とGISを用いたデー
タ処理）は竪穴分布範囲の把握に有効。
埋蔵文化財包蔵地範囲と竪穴分布範囲の部分的
な不整合など、周知資料修正の必要性を把握。
調査時期（積雪）により道教委で確認できなかっ
た竪穴について、今後の地元教育委員会を中心と
した継続的な現地踏査と竪穴詳細分布の把握の必
要性を認識。
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　②令和5年度　十勝管内 大樹町
【調査対象】
ホロカヤントー周辺に所在する竪穴群

【調査事前課題】
竪穴群保護の基礎情報を整備するためにはどの

ような地理空間情報をGISに統合するのが有効
か。未周知の竪穴群の位置を正確に登載する方法
の検証。
【調査の方法】
小地形単位で踏査を実施する。
複数の地理空間情報を取得してGIS上で重層的

なレイヤー構築を試行。
【主な成果】
簡易GPS測量の精度は、個別竪穴の座標値レベ

ルでは誤差の考慮が必要であるが、竪穴群範囲の
把握は可能と判断できる。
GIS上で埋蔵文化財情報以外の様々な地理空間

情報を統合することにより、竪穴群の保護に資す
る基礎情報を整備できる。
GIS（フリーソフト）を介して関係機関とのデー

タ共有が可能となる。
ホロカヤントー周辺の竪穴群範囲を一定の精度

で確認したことで、新規登載など周知資料の整備
の必要性が把握された。
森林施業区域内に竪穴が分布する状況が確認で

きたことで、今後の森林施業の動向に注意を払う
必要性が把握された。
③令和6年度　根室管内 別海町

【調査対象】
根室海峡沿岸の本別海地区、床丹・尾岱沼地区、

野付崎地区に所在する竪穴群
【調査事前課題】
林野に所在することが多い竪穴群について、保

護と森林施業との調整を図ることを目的に、埋蔵
文化財部局として事前に整備すべき基礎情報とは
なにかを検証。
【調査の方法】
GIS上に、竪穴分布、埋蔵文化財包蔵地範囲、

地番図、森林管理に係る地図情報を統合し、属性
間の関係を視覚的に把握する。
【主な成果】
埋蔵文化財（包蔵地範囲・竪穴分布）及び森林

資源（林班図等）の情報をGIS上で統合・整備し
た情報は、林野における竪穴群保護のための基礎
資料として有用である。
文化財保護部局と森林管理部局との事前調整

は、上記基礎資料を共有することで支障なく開始

できるものと期待される。

（エ）�令和7年度の北海道東部の竪穴群調査につ
いて

下記の2つの調査について計画内容の説明が
あった。
①竪穴群現況調査
枝幸町の竪穴群を対象に過去の航空写真を利用
した竪穴群の探索など（道教委が実施）
②測量・発掘調査
浜頓別町道指定史跡「浜頓別クッチャロ湖畔竪
穴群」を対象とした竪穴の詳細測量調査（北海道
立埋蔵文化財センター指定管理者が実施）

　ウ、�令和７年度全国公立埋蔵文化財センター連
絡協議会北海道・東北ブロック会議

期　日：令和７年10月30日（木）～31日（金）
場　所：札幌市埋蔵文化財センター
　　　　（札幌市中央区南22条西13丁目1-1）
出　席：副所長　松田　俊也
　　　　第１調査部長　鈴木　信
令和7年度全国公立埋蔵文化財センター連絡協

議会北海道・東北ブロック会議は、札幌市埋蔵文
化財センターが幹事機関となり令和7年10月30
日･31日に行われ6機関8名が出席した。
令和7年度の内容は、以下のとおりである。

１日目　～議事～
協議事項2件、照会事項18件について、意見

が取り交わされた。

１　協議事項
⑴　文化庁への要望書
要望書について7月10日に文化庁へ提出した

旨の報告、来年度の要望事項について追加要望等
の確認を行ったが、なかった。
⑵　令和8年ブロック会議開催
開催機関は青森県埋蔵文化財調査センターで了

承された。
⑶　令和9・10年度ブロック幹事機関について
北海道地区から北海道立埋蔵文化財センター、

東北地区から多賀城市埋蔵文化財調査センターを
候補機関とし、令和9年に決定する。

２　照会事項
⑴　�文化財保護法第92～94・96･97条につい
ての事務処理における権限移譲について
権限移譲を受けた機関は少なく、受けた機関に
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おいて問題は生じていない。
⑵　�埋蔵文化財の協議における土地所有者の確認
方法について

協議者提出書類で確認している。特に土地所有
者と申請者が異なる場合は土地売買契約書・登記
簿謄本などの提出を求めている。
⑶　�埋蔵文化財の協議における事業主と土地所有
者が異なる場合の対応について

承諾書・土地売買契約書の提出を求める、申請
者に調整を依頼する、が挙げられた。
⑷　発掘調査に伴う都道府県基準について
都道府県基準を運用している機関、それに独自

の基準を加えて運用している機関がある。
⑸　�発掘調査における民間調査事業者の活用につ
いて

委託をしていない機関が多く、一部委託・委託
を考えている機関もある。なお、県財団への委託
を行った事例がある。
⑹　�発掘調査等における調査員及び作業員の発掘
調査技術の育成・後継について

調査・整理を通じて個々が育成している状況が
ほとんどである。
⑺　�労働安全基準法に基づく有資格者の配置・講
習会の実施等について

配置・講習会は実施していない機関が多く、一
部に有資格者がいる機関がある。今後配置・講習
会を考えている機関も多い。
⑻　�熱中症に関する労働安全衛生法の改正への対
応について

厚生労働省の指針をもとにフローチャートの整
備、WBGT計測機に拠る作業判断、など行ってい
る機関が多い。空調服については検討課題として
いる機関がある。
⑼　�遺物のデジタルトレースについて
完全にデジタル化している機関が多い。デジタ

ルと墨入れを併用している機関もあるが、将来完
全デジタルに移行することを図っている。
⑽　�史跡等の修復における実績・情報等の有無に
ついて

再整備について、新たな計画の策定を行う機関
とそうでない機関がある。
⑾　�各機関の条例における業務内容に「研究」の
記載があるか、またその予算を確保している
か、紀要等の刊行があるか

記載がある機関とそうでない機関がある。記載
がある機関においてはほとんど予算が設けられて
いない。ただし、一機関は企画展示につなげる形

で研究費を設けている。
⑿　�展示施設を持つ機関において、調査部門と学
芸部門の別置は為されているか
別置されている機関と兼務する機関が半々であ

る。
⒀　�各機関において実施している公開活用事業は
どのようなものがあるか
常設展示のほか、企画展・講演会・現地見学会・

速報展・体験学習などが行われている。
⒁　�報告会など普及事業について、いつ・どのよ
うな内容を実施しているのか
事業の内容により通年・季節毎などがあり、内

容は照会事項⒀で挙げられたものがある。
⒂　�調査成果・文化財資料の保管・管理状況につ
いて
空気環境・カビの調査を行っている機関がほと

んどであるが、IPMに関しては少ない。調温調湿
の環境下で保管している場合とそうでない場合が
ある。
⒃　�フィルム使用についての今後の方向について
完全にデジタル化している機関がほとんどで、

フィルム使用している機関はデジタルに移行する
ことを図っている場合と長期保管の優位性・低費
用の利点から可能な限り使用を考える機関もあ
る。
⒄　�モノクロネガフィルムの保管・管理について
保管方法はほとんどが透明スリーブに入れてア

ルバム保管。保管環境は調温調湿の環境下がほと
んどであるが空調のない環境下の状況もある。デ
ジタル化が完全に完了している機関は１機関で、
部分的に実施している機関が多い。
⒅　�写真フィルムの劣化および対策・保管につい
て
保管環境の整備・デジタル化を行っている。劣

化が起こったフィルムについての抑制措置は１機
関において、酢酸吸着シート設置(ビネガーシン
ドローム対策)・1％塩化ベンザルコニウム清拭
(カビ対策)を行っている。

２日目　～視察～
丘珠縄文遺跡の体験学習館・展示室、移動して

北海道博物館の展示室・収蔵庫の見学を行った。

　エ、令和７年度全国公立埋蔵文化財センター
　　　連絡協議会第37回研修会
期　日：令和７年10月23日（木）～24日（金）
場　所：平和市民公園能楽堂
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　　　　（大分県大分市牧緑町1-30）
出　席：総務部会計課長　中村　貴志
テーマ：キリシタン考古学最前線
１日目：令和７年10月23日（木）研修会
〇会長挨拶
　福井県埋蔵文化財調査センター所長
〇開催法人挨拶
　大分県立埋蔵文化財センター所長

＜基調講演＞
「キリシタン墓研究の到達点と展望」
� 田中　裕介氏（別府大学教授）
キリスト教考古学は世界的には大きな分野であ

るが、日本においては大正６年に新村出らによる
キリシタン墓碑の発見から始まり、その後21世
紀になって大石和久らがキリシタン墓碑の全国調
査と実測図の作成を行い、墓碑の再分類を系統化
し年代の定点となる紀年銘資料を整備した。
キリシタン墓地の特徴として、棺関係では長方

形木棺や伸展葬、副葬品はごく一部（偶像崇拝の
禁止）、墓地構造としては等間隔列状に配置、男
女成人混在、墓地の中心に十字架を建てることが
挙げられる。墓碑はポルトガル起源の半円柱形状
伏碑が多いが、関西では立碑型の墓碑が出現す
る。これは仏教式に葬られ供養され続けた先祖の
墓地のなかにキリシタンを葬るために、仏教形式
の墓碑を選択したのではないかと考えられる。ま
た改宗することにより先祖との縁が切れることを
嫌った日本人に対応するため宣教師も認めたので
はないだろうか（当時のイエズス会の指導者は
ヴァリニャーノで、適応主義という布教方針を
とっていた）。これにより関西の立碑型の墓地で
は先祖の仏教墓を加工して墓碑を製作、埋葬する
ため、仏教的家墓と共存するキリシタン墓地が形
成されていくことになる。
しかし17世紀に入り九州では半円柱形状伏碑

が日本人キリシタンの墓碑として採用され、島原
半島や長崎へと伝播する。これは指導者の交代に
伴い適合主義からの後退を意味することではない
かと考えられる。
＜事例報告⑴＞
「キリシタン信心具の考古学的研究」
�後藤　晃一氏（大分県立埋蔵文化財センター）
キリシタン信心具にはメダル（日本ではメダイ

と呼称されている）、十字架、レリカリオ、聖碑
などがあるが、主にメダイについて解説があっ
た。府内で独自に制作されたものは「府内型メダ
イ」と呼ばれているが、特徴的なのは純鉛製が圧

倒的に多いこと、同一の鉛インゴットで作られた
ものであることが挙げられる。鉛が多いのは、メ
ダイの材料ではなく鉄砲玉としてキリスト宣教師
が供給する見返りにキリスト教布教許可を得てい
たのではないかと考えられる。
＜事例報告⑵＞
�「国史跡下藤キリシタン墓地のこれまでの保存
活用とこれから」
� 鎌谷　涼平氏（臼杵市教育委員会）
国史跡下藤キリシタン墓地は16世紀末期から
17世紀初頭にかけて形成された墓地であり、現
在日本において唯一完全な形で確認された戦国期
に遡るキリシタン墓地であること、墓地造成に関
わる外国人宣教師の記録と日本側の史料の内容が
一致する全国的にも例のないもの、近世の禁教令
前のキリスト教布教期のキリシタン墓地の状態を
知ることができる貴重な史跡として、平成30年、
国史跡に指定された。
史跡整備計画としては令和６年度に整備基本計
画を策定し、土地取得や駐車場、アプローチ路な
どの整備を令和11年度までに進めていく計画で
ある。また、整備については現在も墓参りが行わ
れている墓もあることから、信仰の場としての機
能に配慮し、周辺の歴史的景観と一体的な活用が
できるよう整備を行っていく。
＜施設見学＞
大分県立埋蔵文化財センター
事例報告後、研修会場と隣接している県立埋蔵
文化財センター展示室を見学した。展示室は
「BVNGO大友資料館」と「豊の国考古館」に分
かれており、前者は大友家に特化した展示を、後
者は大分県の歴史について展示が行われている。

２日目　令和７年10月24日（金）視察見学
＜国史跡下藤キリシタン墓地＞
大型バスでは進入困難なため、ジャンボタク
シーに乗換えて移動。進入路は大変狭く、駐車場
入り口は木に挟まれており乗用車でも困難な状
況。アプローチ路などの整備が急務であることを
認識させられた。史跡内には視覚的に理解しやす
くするため、VR復元アプリを設置していたが、
ランニングコストが財政に理解を得られず、現在
は休止している。また、史跡及び周辺の草刈りに
は市の会計年度職員が対応しているとのこと。
＜寺小路磨崖（まがい）クルス＞
磨崖（大石の表面を磨いて、文字・画像などを
陰刻または浮き彫りにしたもの）十字架。臼杵市
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指定有形文化財に指定されている。全体的に極め
て精巧な作りをしており「日本で最も美しい石造
十字架」と評価されている。なお、民地にあるた
め整備は進んでいない。

　オ、北海道古代集落遺跡保存活用協議会
　　　第５回定例代表者会議
日　時：令和8年3月24日（火）
　　　　14：30～16：00
会　場：オンライン会議
出席者：第１調査部長　　鈴木　信（代表者）
　　　　普及活用課主査　坂本　尚史（同席者）
内　容：
開会挨拶、出席者確認、議長選出の後に、議事

では根室町教育委員会と厚岸町教育委員会から情
報提供が行われた。

（ア）�情報提供1「史跡西月ヶ岡遺跡の追加指定
について」

報告者：根室市教育委員会歴史と自然の資料館
　　　　学芸主査　猪熊　樹人
①西月ヶ岡遺跡の概要、②西月ヶ岡遺跡の調査

史、③追加指定の経緯と経過、④今後の保存活用
について、⑤根室市における今後の古代集落遺跡
群の保存活用等について、の5つのテーマに関す
る報告であった。
①の遺跡概要では遺跡の立地、周辺の地形と遺

跡、さらに調査の概要として確認竪穴の数、微地
形における竪穴立地について触れられた。また指
定の概要として指定面積と追加面積などのほか、
今回の指定範囲が地番ではなく地形を基準に決定
されたことが説明された。
②の調査史では戦前および昭和12年以降の調

査から始まり、特に戦後の昭和20～30年代に行
われた札幌西高校郷土研究部や東京教育大学の成
果が、史跡指定の裏付けとなったことが説明され
た。また隣接地の緊急発掘に関する成果の紹介も
された。
③の追加指定に関しては、文化庁への意見具申

に至る協議などの経緯と、追加に向けての補助事
業の内容（アイヌ政策推進交付金を活用したUAV
レーザー測量による詳細分布図作成、既存資料の
再図化など）が紹介され、測量成果図や指定範囲
の竪穴の確認数（283か所）が示された。また過
年度調査の再図化の成果から竪穴住居の構造の特
徴（カマド位置）にも言及があった。このほか測
量成果から竪穴の立地の傾向について、根室やオ

ホーツク沿岸の擦文期竪穴との比較が行われ、丘
陵先端部の高い標高に大型竪穴が位置し、周辺に
小型竪穴が分布する状況について指摘があった。
④の今後の保存活用については、令和8～12

年の間で遺跡の公有地化から保存活用計画策定、
整備事業までの予定が示された。
⑤の古代集落遺跡群の保存活用については、周

辺遺跡を含めたUAVレーザー測量や国土地理院が
公開する数値標高データ（1ｍメッシュDEM）
を活用した竪穴測量図の作成や、測量図を元にし
た竪穴の現地踏査による確認調査、北構保男氏資
料の調査などが提案された。
上記①～⑤の情報提供に対する質問では、浦幌

町から追加指定範囲が地形を基準とし地番を割っ
て行われたことに対し、現地での境界の明確化（境
界杭打設）や地権者への説明に関する事項への情
報提供が求められた。また事務局からは追加指定
の公有地化に関する財政部局との折衝に困難など
がなかったかなどが質問された（補助金の活用で
スムーズに理解を得られた）。

（イ）�情報提供2「厚岸における古代集落遺跡群
の保存と活用について」

報告者：厚岸町海事記念館文化財係
　　　　学芸員　小田島　賢
①厚岸町の概要、②厚岸町の指定・登録文化財

と保護・活用に係る予算、③文化財の保全につい
て、④文化財の整備について、⑤古代集落遺跡群
の調査・活用について、⑥町内竪穴群の状況と調
査史、⑦近年の測量調査と成果活用、⑧課題と展
望の8つの事項に関する報告であった。
②の指定・登録文化財の保護・活用に係る予算

については指定・登録文化財の保存状況は文化財
パトロールの実施で把握していると説明があっ
た。また予算についてはアイヌ政策推進交付金（以
下、アイヌ交付金）などの活用が紹介されたほか、
現在のところ埋蔵文化財に関する直接的な予算が
ないことが説明された。
③の文化財の保全については、指定・登録文化

財の多くが津波災害警戒区域に所在するため、そ
の対策が喫緊の課題となっており、他市町村での
対策について情報を共有したい旨の説明があっ
た。
④の文化財の整備については、竪穴群の立地が

主に山林であり、ヒグマ出没の危険性から立入り
自体が容易でない状況が説明された。ただしヒグ
マの懸念が少ない一部の物件は解説板や標柱表示
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の設置、随時（年2回程度）の草刈りの実施を行っ
ているとのことであった。
⑤の集落遺跡群の調査・活用については、令和

4年度から国立アイヌ民族博物館との共同発掘調
査を、筑紫恋第一チャシ跡、筑紫恋第二チャシ跡
を対象に実施し、現地説明会による地域への公開
も行っていると説明された。また、先史時代に関
する普及啓発として、小学校、高等学校での授業
を、学校からの依頼を受けて行っているとのこと
であった。
⑥の町内竪穴群については、4つの指定史跡（道

指定1件、町指定3件）と5か所の埋蔵文化財包
蔵地があり、道指定の「厚岸神岩砦跡及び竪穴群」
（神岩竪穴群）について概要や調査史（主に下田
ノ沢遺跡発掘調査と史跡範囲内に所在する5つの
チャシ跡調査）に関する解説があった。
⑦の近年の測量調査についてはアイヌ交付金を

活用したUAVレーザー測量の紹介があり、地形測
量、チャシ跡の確認、窪みで残る竪穴総数の確認
が成果としてあげられた。またこうした測量成果
の活用事業として模型製作があげられ、測量と同
じくアイヌ交付金を活用して4つの模型（史跡全
体模型1個、個別のチャシ跡・竪穴群模型3個）
が紹介された。模型の効果は、容易に立ち入るこ
とができず、また現地で遺跡全体の把握が難しい
竪穴群の、視覚的な理解を助けることがあげられ
る。
⑧の課題と展望では、竪穴群遺跡の周知と理解

を助けるジオラマ模型の製作と活用、ヒグマの危
険性が低い遺跡での木道などの整備、津波対策へ
の課題が提示された。
上記①～⑧に対する質問では、浦幌町からアイ

ヌ交付金の竪穴群調査との整合性について議論な
どはなかったかなどが聞かれたが、史跡内に所在
するチャシ跡と組み合わせて計画を作成した事な
どが回答された。また津波対策についても話題と
なり、事務局からは今後北海道教育委員会として
も情報を収集し共有していきたいとのコメントが
あった。
このほか、全体の情報共有・話題提供として浜

中町から今後の埋蔵文化財の調査や普及活用に関
する有効な支援事業について情報提供を求める旨
の発言があり、普及活用に関して北海道立埋蔵文
化財センターが実施する考古学教室出前講座に関
する情報提供を行った。

３　分析・鑑定・保存処理等
⑴　分析・鑑定
蛍光X線分析装置、電子顕微鏡、光学顕微鏡な
どの分析・鑑定に関わる機器の設置環境整備と維
持管理を行っている。

⑵　保存処理
木質遺物・金属製品の温湿度等の維持管理、保
存処理に関わる機器類の設置環境整備と維持管理
を継続して行っている。

⑶　施設保管環境
　ア、温湿度管理
収蔵品は北海道教育委員会の定める「北海道

美々8遺跡出土品」取り扱い指針（平成18年3
月31日教育長決定）を遵守し保管管理を行って
いる。収蔵品のうち特別収蔵庫、展示室、展示収
蔵庫に保管・展示されるものは、温湿度点検を日
に３度行い、良好な収蔵環境の保持に努めている。
特別収蔵庫には重要文化財指定品を含む収蔵品

があり、温湿度環境はデジタル式温湿度計2台、
温湿度データロガー1台、毛髪自動記録温湿度計
2台により記録を行っている。
展示室では、重要文化財指定品は常設ガラス

ケースと稼働式ガラス免振台に展示される。温湿
度環境は展示室全体でデジタル式温湿度計9台、
毛髪自動記録温湿度計１台で記録を行っている。
展示収蔵庫はデジタル式１台、毛髪式１台であ

る。これに加え、データロガーによる記録も２か
所で行っている。
全て温度20℃、湿度40％を基準としている。

測定値が5℃もしくは10％以上の変化があった
場合に調整を行っている。
　イ、保管状況点検
観測室、木器処理室内にあった未処理遺物の現

状把握作業を行い、現在も継続作業中である。
　ウ、重要文化財について
アに記した温湿度管理を行っている。

4　市町村教育委員会支援
⑴　指導・協力等
　ア、�恵庭市西島松5遺跡出土土玉の保存処理指

導
恵庭市教育委員会が保管する、西島松5遺跡の
土坑墓P439から出土した土玉は、2008年度に調
査報告書を刊行して現在移管されているが、経年
劣化によりひび割れや剥落が顕著となり保存処理
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が必要な状態となっていた。令和7年7月9日に
恵庭市教育委員会教育長よりこのことについて保
存処理指導・助言の依頼があり、実施したもので
ある。作業は剥落対策として、エチレン酢ビ系樹
脂塗料、ナチュラルコートを使用して補強を行っ
た。外観上の風合いを保ちつつ破損を防ぐ効果が
ある。接着、重量変化の記録、含侵処理、処理後
の乾燥の一連の工程について、助言、指導を行っ
た。

⑵　�令和７年度市町村埋蔵文化財担当職
員出前研修会

　　�「文化財デジタルデータの利活用に
ついて（Ⅱ）」

目　的：文化財保護行政に携わっている市町村職
員を対象に、地域の埋蔵文化財についての見識を
深めるとともに、文化財デジタルデータの利活用
などについて、専門的な研修を行う。
講　師：奈良文化財研究所企画調整部文化財情報
　　　　研究主任研究員　高田　祐一
日　程：令和７年９月11日（木）10：00-17：40
会　場：湧別町文化センターさざ波
　　　　シブノツナイ竪穴住居群
内　容：
研修１：「廉価型機材を用いた文化財の記録と
データ利活用―調査迅速化と高次化のために―」
講師が文化財調査における記録の迅速化と、デ

ジタルデータの利活用について解説した。モバイ
ルスキャン（LiDAR）・SfM/MVS・RTK-GNSS・
ドローン・QGIS・３Dデータ公開基盤等について、
わかりやすく紹介した。
１　自己紹介
２　個人的に思っていること
３　AI時代
４　文化財３Dモデルのプラットフォーム構築
５　石垣３Dモデルから自動図面化
６　�膨大な報告書テキストをAIが構造化データ
にする

７　考古学ビッグデータ
８　今後の文化財界隈のトレンド
９　データの流れ
10　モバイルスキャン（LiDAR）
11　�モバイルスキャンで３D記録＋位置測定

RTK-GNSS
12　モバイルスキャンのメリット
13　３D拓本：刻印の鮮明化
14　調査事例：兵庫県立舞子公園園銘石

15　UAV-フォトグラメトリ
16　３Dデータ公開基盤
17　データフォーマットの選択
18　既存の図面をGISデータ化する
19　�３D公開基盤：全国文化財情報デジタルツ

インプラットフォーム

研修２：「ワークショップ：現地調査前の事前準
備（既存の紙資料やデータ類をGISデータ化す
る）」
過去に作成された紙図面や地形のデジタルデー

タ等をGISデータ化し、スマホやタブレットで閲
覧できるようにする。研修参加者が講師とともに
操作を行った。

研修3：「ワークショップ：文化財デジタルデー
タを迅速に取得する」
シブノツナイ竪穴住居群内でモバイルスキャン

等を利用して３Dデータ取得する演習を研修参加
者が講師とともに操作を行う予定だった。実施当
日荒天のため、現地での操作は、講師による窪み
で残る竪穴住居跡のRTKドローン手持ちフォトグ
ラメトリを行った。

研修４：「ワークショップ：文化財デジタルデー
タを活用する」
シブノツナイ竪穴住居群内でモバイルスキャン

等を利用して取得した３Dデータを図化・分析す
る演習を研修参加者が講師とともに操作を行う予
定だった。当日現地荒天でデータの準備ができな
かったため、事前に講師、参加者が準備したデー
タを利用して演習を行った。
参加者：�講師１名、市町村職員等３名、運営事務

局２名、計６名

⑶　�令和７年度市町村埋蔵文化財担当職
員研修会

　　�「埋蔵文化財発掘調査の現状と文化
財デジタルデータの利活用について
（Ⅲ）」

目　的：地域の埋蔵文化財についての見識を深め
るとともに、発掘調査に携わっている市町村職員
を対象に、埋蔵文化財発掘調査の現状と文化財デ
ジタルデータの利活用などについて、専門的な研
修を行う。
講　師：文化庁文化財第二課埋蔵文化財部門
　　　　文化財調査官　桑波田　武志
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　　　　�奈良文化財研究所企画調整部文化財情報
研究室主任研究員　高田　祐一

日　程：令和７年12月12日（金）
　　　10：00　受付開始
　　　10：20　オリエンテーション
　　　10：30　研修1
　　　12：00　昼食休憩
　　　13：20　研修2
　　　14：30　休憩
　　　14：50　研修3
　　　16：30　質疑応答
　　　17：00　研修終了

会　場：北海道立埋蔵文化財センター２階研修室
内　容：
研修１：�「講義：埋蔵文化財保護行政の現状と課

題」
講師が全国埋蔵文化財担当職員研修会の際、解

説をしている近年の埋蔵文化財保護行政の現状と
課題について、わかりやすく説明した。
１　埋蔵文化財とは何か　埋蔵文化財と遺跡
２　埋蔵文化財保護の構成
３　�周知の埋蔵文化財包蔵地と埋蔵文化財包蔵
地

４　法第93条による指示の内容と限界
５　いわゆる原因者負担の仕組み
６　「遺跡地図」の役割
７　出土品に係る制度
８　制度と運用
９　今後、取り組むべきこと
10　�おわりに－埋蔵文化財保護制度を正しく

理解するということ

研修２：「講義：文化財デジタルデータの利活用
について（Ⅲ）」
講師が研究、把握している文化財デジタルデー

タの利活用について、近年の状況を実践例に合わ
せて解説した。
１　これまでの道埋文研修
２　自己紹介
３　モバイルスキャン
　　文化財石垣保存技術協議会での実習例
４　望遠フォトグラメトリ
５　RTKドローン手持ちフォトグラメトリ
６　デジタル踏査　Qfieldの利用
７　AIの利用
８　３Dモデルの利用
９　３Dモデルから自動図面化
10　原稿執筆へのAI利用
11　�AIを用いた報告書の検出遺構・出土遺物

の抽出―なぜこのアプローチが必要なの
か？―

12　AIができること
13　３Dデータ保管の注意点
14　ファイルフォーマット
15　�３Dデータ活用　使うためのルール�

知的財産権　公開用ルール
16　PD：パブリックドメイン
17　政府標準利用規則2.0　CCBY4.0互換
18　神戸深江生活文化史料館の事例
19　�３Dデータ活用�

使う・データを武器にする電子公開・デー
タ流通・実践例・史跡メタバース

20　�先端技術による文化財活用ハンドブック
の紹介

21　�デジタルコンテンツを用いた遺跡の活用
の紹介

22　デジタルコンテンツ作成に関連した課題
23　文化財情報の戦略的な保管・活用
24　３Dデータの基本的な流れ（遺構）
25　文化財３Dデータのありか

▲令和７年度市町村埋蔵文化財担当職員
　出前研修会

▲令和７年度市町村埋蔵文化財担当職員
　出前研修会参加者名簿

名　　前 振興局 所　　属

講師 高　田　祐　一 奈良文化財研究所企画調整部主任研究員 

1 池　田　一　登 オホーツク 置戸町教育委員会

2 林　　　勇　介 オホーツク 湧別町教育委員会

3 猪　熊　樹　人 根室 根室市歴史と自然の資料館

事務局 鈴　木　　　信 北海道立埋蔵文化財センター第1調査部長

事務局 倉　橋　直　孝 北海道立埋蔵文化財センター普及活用課長
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26　�文化財３Dモデルをインターネットで公開
する

27　３Dの地図に３Dno文化財情報を掲載する
28　産総研プラットフォームの利用
29　STYLYを利用した３D展示の制作
30　�飛騨市におけるARを利用した多言語展示

解説
31　文化財調査における情報と形式の流れ
32　�統合プラットフォームを活用したワンス

テップサービスへ
33　デジタルデータはデジタルで扱う
34　過去の財産を再度活用する
35　文化財３D展開フローの研究
36　Twinmotion　名古屋城
37　�ネット時代の公開　新たな人と情報の流

れ
38　�『デジタル技術による文化財情報の記録と

利活用』の紹介
39　XR平城京の紹介

研修３：「ワークショップ：文化財デジタルデー
タを公開する」
モバイルスキャン等で取得した３Dデータや報
告書データ等で、ARコンテンツ等を作成する演
習を研修参加者が講師とともに操作を行った。
１　埋蔵文化財業務にかかわるAIの利用方法
２　AIの線画化利用演習
３　AI生成プロンプトについて
４　ワークショップの目的とゴール
５　Sketchfab利用で気をつけること
６　STYLYの作業　全体をイメージ
７　STYLYの作業　チュートリアル体験
８　�STYLYの作業　素材を揃える・オリジナル
作成

９　STYLYの作業　公開の方法
10　STYLYの作業　ARで体験
11　STYLYの作業　作成モデル内容発表
12　受講者作成モデルの視聴
13　事例紹介　韓国の３Dモデル公開
14　質疑応答

参加者：�講師２名、市町村職員12名、運営事務
局１名、計15名

▲令和７年度市町村埋蔵文化財担当職員
　研修会参加者名簿

▲令和７年度市町村埋蔵文化財担当職員研修会

名　　前 振興局 所　　属

講師 桑波田　武　志 文化庁文化財第二課埋蔵文化財部門文化財調査官

講師 高　田　祐　一 奈良文化財研究所企画調整部主任研究員

1 浅　野　　　渓 石狩 千歳市教育委員会埋蔵文化財センター

2 和　田　由希絵 石狩 千歳市教育委員会埋蔵文化財センター

3 佐　藤　希　一 石狩 千歳市教育委員会埋蔵文化財センター

4 佐　藤　貢　平 桧山 上ノ国町教育委員会

5 鷹　尾　　　心 宗谷 天塩川歴史資料館

6 勝　田　一　気 オホーツク 斜里町立知床博物館

7 林　　　勇　介 オホーツク 湧別町教育委員会

8 菅　野　修　広 胆振 登別市教育委員会

9 田　中　康　平 日高 新ひだか町博物館

10 小田島　　　賢 釧路 厚岸町海事記念館

11 片　岡　佑　平 釧路 弟子屈町教育委員会

12 大久保　太　智 根室 根室市歴史と自然の資料館

事務局 倉　橋　直　孝 北海道立埋蔵文化財センター
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シリーズ名称 発 行 年 度 報　　告　　書　　名 所在地 遺　跡　名 掲載遺物
コンテナ数

そ の 他
コンテナ数

復元土器
個 体 数

1 道教委 1 昭和52 1977 美沢川流域の遺跡群Ⅰ 千歳市 美々４ 5 140 1
2 道教委 1 昭和52 1977 美沢川流域の遺跡群Ⅰ 千歳市 美々５ 1 1 0
3 道教委 3 昭和54 1979 美沢川流域の遺跡群Ⅲ 千歳市 美々４ 3 152 15
4 道教委 3 昭和54 1979 美沢川流域の遺跡群Ⅲ 千歳市 美々５ 11 74 0
5 道教委 3 昭和54 1979 美沢川流域の遺跡群Ⅲ 千歳市 美々６ 2 13 0
6 道教委 3 昭和54 1979 美沢川流域の遺跡群Ⅲ 千歳市 美々７ 7 42 0
7 北埋調報 3 昭和55 1980 美沢川流域の遺跡群Ⅳ 千歳市 美々４ 6 365 108
8 北埋調報 3 昭和55 1980 美沢川流域の遺跡群Ⅳ 千歳市 美々５ 3 50 5
9 北埋調報 3 昭和55 1980 美沢川流域の遺跡群Ⅳ 千歳市 美々６ 2 16 3
10 北埋調報 3 昭和55 1980 美沢川流域の遺跡群Ⅳ 千歳市 美々７ 1 4 3
11 北埋調報 7 昭和56 1981 美沢川流域の遺跡群Ⅴ 千歳市 美々８ 1 91 117
12 北埋調報 8 昭和57 1982 美沢川流域の遺跡群Ⅵ 千歳市 美々８ 1 5 9
13 北埋調報 9 昭和57 1982 ママチ遺跡 千歳市 ママチ 9 161 73
14 北埋調報 14 昭和58 1983 美沢川流域の遺跡群Ⅶ 千歳市 美々４ 9 166 143
15 北埋調報 14 昭和58 1983 美沢川流域の遺跡群Ⅶ 千歳市 美々９ 1 2 4
16 北埋調報 17 昭和59 1984 美沢川流域の遺跡群Ⅷ 千歳市 美々４ 3 33 32
17 北埋調報 17 昭和59 1984 美沢川流域の遺跡群Ⅷ 千歳市 美々５ 1 5 0
18 北埋調報 24 昭和60 1985 美沢川流域の遺跡群Ⅸ 千歳市 美々２ 9 53 4
19 北埋調報 24 昭和60 1985 美沢川流域の遺跡群Ⅸ 千歳市 美々４ 5 57 0
20 北埋調報 24 昭和60 1985 美沢川流域の遺跡群Ⅸ 千歳市 美々８ 1 7 5
21 北埋調報 35 昭和61 1986 美沢川流域の遺跡群Ⅹ 千歳市 美々３ 2 13 4
22 北埋調報 36 昭和61 1986 ママチ遺跡Ⅲ 千歳市 ママチ 8 84 75
23 北埋調報 44 昭和62 1987 美沢川流域の遺跡群ⅩⅠ 千歳市 美々８ 2 42 27
24 北埋調報 62 平成1 1989 美沢川流域の遺跡群ⅩⅢ 千歳市 美々３ 2 39 7
25 北埋調報 62 平成1 1989 美沢川流域の遺跡群ⅩⅢ 千歳市 美々８ 1 42 72
26 北埋調報 69 平成2 1990 美沢川流域の遺跡群ⅩⅣ 千歳市 美々３ 14 134 34
27 北埋調報 69 平成2 1990 美沢川流域の遺跡群ⅩⅣ 千歳市 美々８低湿部 0 0 0
28 北埋調報 77 平成3 1991 美沢川流域の遺跡群ⅩⅤ 千歳市 美々３ 4 10 31
29 北埋調報 77 平成3 1991 美沢川流域の遺跡群ⅩⅤ 千歳市 美々７ 3 14 12
30 北埋調報 77 平成3 1991 美沢川流域の遺跡群ⅩⅤ 千歳市 美々８ 3 37 16
31 北埋調報 77 平成3 1991 美沢川流域の遺跡群ⅩⅤ 千歳市 美々８低湿部 1 0 2
32 北埋調報 83 平成4 1992 美沢川流域の遺跡群ⅩⅥ 千歳市 美々７ 3 11 7
33 北埋調報 83 平成4 1992 美沢川流域の遺跡群ⅩⅥ 千歳市 美々８ 2 59 72
34 北埋調報 83 平成4 1992 美沢川流域の遺跡群ⅩⅥ 千歳市 美々８低湿部 1 0 1
35 北埋調報 86 平成5 1993 ユカンボシC2遺跡 千歳市 ユカンボシC2 4 24 14
36 北埋調報 89 平成5 1993 美沢川流域の遺跡群ⅩⅦ 千歳市 美々８ 1 0 84
37 北埋調報 90 平成5 1993 オサツトー１・キウス７遺跡 千歳市 オサツトー1 1 0 0
38 北埋調報 90 平成5 1993 オサツトー１・キウス７遺跡 千歳市 キウス7 4 14 13
39 北埋調報 92 平成6 1994 キウス5･7⑵･ケネフチ8遺跡 千歳市 キウス５ 9 33 12
40 北埋調報 92 平成6 1994 キウス5･7⑵･ケネフチ8遺跡 千歳市 キウス7 1 5 7
41 北埋調報 92 平成6 1994 キウス5･7⑵･ケネフチ8遺跡 千歳市 ケネフチ８ 1 5 0
42 北埋調報 96 平成6 1994 オサツ2･14遺跡 千歳市 オサツ2 4 20 117
43 北埋調報 96 平成6 1994 オサツ2･14遺跡 千歳市 オサツ14 7 31 16
44 北埋調報 100 平成７ 1995 ユカンボシC9遺跡 千歳市 ユカンボシC9 3 25 33
45 北埋調報 102 平成７ 1995 美沢川流域の遺跡群ⅩⅧ 千歳市 美々８ 0 0 14
46 北埋調報 102 平成７ 1995 美沢川流域の遺跡群ⅩⅧ 千歳市 美々８低湿部 2 168 10
47 北埋調報 103 平成７ 1995 オサツ２遺跡⑵ 千歳市 オサツ2 5 0 30
48 北埋調報 104 平成７ 1995 キウス5遺跡⑵ 千歳市 キウス5 9 89 18
49 北埋調報 105 平成７ 1995 キウス７遺跡⑶ 千歳市 キウス７ 15 97 110
50 北埋調報 113 平成８ 1996 美沢川流域の遺跡群ⅩⅨ 千歳市 美々４ 12 343 229
51 北埋調報 114 平成８ 1996 美沢川流域の遺跡群ⅩⅩ 千歳市 美々８低湿部 1 0 0
52 北埋調報 115 平成８ 1996 キウス５遺跡⑶ 千歳市 キウス5 17 113 254
53 北埋調報 116 平成８ 1996 キウス５遺跡⑷B･C地区 千歳市 キウス5 9 24 17
54 北埋調報 117 平成８ 1996 キウス７遺跡⑷ 千歳市 キウス７ 8 29 0
55 北埋調報 119 平成８ 1996 キウス４遺跡 千歳市 キウス４ 4 37 1
56 北埋調報 124 平成9 1997 キウス４遺跡⑵ 千歳市 キウス４ 24 377 121
57 北埋調報 125 平成9 1997 キウス５遺跡⑸A2地区 千歳市 キウス５ 11 151 159
58 北埋調報 126 平成9 1997 キウス５遺跡⑹B･C地区 千歳市 キウス５ 4 46 1
59 北埋調報 127 平成9 1997 キウス７遺跡⑸ 千歳市 キウス７ 6 16 5
60 北埋調報 128 平成9 1997 ユカンボシC15遺跡⑴ 千歳市 ユカンボシC15 3 36 81
61 北埋調報 133 平成10 1998 ユカンボシC15遺跡⑵ 千歳市 ユカンボシC15 14 283 63
62 北埋調報 134 平成10 1998 キウス４遺跡⑶AHKI地区 千歳市 キウス４ 42 302 234
63 北埋調報 135 平成10 1998 キウス４遺跡⑷A2地区 千歳市 キウス４ 5 39 14
64 北埋調報 136 平成10 1998 キウス５⑺　キウス7⑹遺跡 千歳市 キウス５ 1 0 0
65 北埋調報 136 平成10 1998 キウス５⑺　キウス7⑹遺跡 千歳市 キウス７ 1 1 0
66 北埋調報 138 平成11 1999 柏台１遺跡 千歳市 柏台１ 26 22 0
67 北埋調報 144 平成11 1999 キウス４遺跡⑸ 千歳市 キウス４ 11 33 40
68 北埋調報 146 平成11 1999 ユカンボシC15遺跡⑶ 千歳市 ユカンボシC15 1 46 14
69 北埋調報 147 平成11 1999 対雁２遺跡⑴ 江別市 対雁２ 2 42 14
70 北埋調報 148 平成11 1999 キウス４遺跡⑹ 千歳市 キウス４ 7 16 2

Ⅲ　収蔵・保管事業
1　収蔵資料

出土文化財を北海道出土文化財取扱要領（平成13年4月11日付け教育長・出納長通知）等に則して
保管し、いつでも活用できるよう管理を行い、整理作業を進めている。
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シリーズ名称 発 行 年 度 報　　告　　書　　名 所在地 遺　跡　名 掲載遺物
コンテナ数

そ の 他
コンテナ数

復元土器
個 体 数

71 北埋調報 152 平成12 2000 キウス４遺跡⑺ 千歳市 キウス４ 18 109 45
72 北埋調報 157 平成12 2000 キウス４遺跡⑻ 千歳市 キウス４ 49 519 380
73 北埋調報 159 平成12 2000 ユカンボシC15遺跡⑷ 千歳市 ユカンボシC15 1 1 3
74 北埋調報 160 平成12 2000 対雁２遺跡⑵ 江別市 対雁２ 5 32 41
75 北埋調報 173 平成13 2001 チプニー１・チプニー２遺跡 千歳市 チプニー１ 4 14 33
76 北埋調報 173 平成13 2001 チプニー１・チプニー２遺跡 千歳市 チプニー２ 1 5 0
77 北埋調報 174 平成13 2001 ケネフチ９遺跡 千歳市 ケネフチ９ 2 10 1
78 北埋調報 176 平成13 2001 ユカンボシC15遺跡⑸ 千歳市 ユカンボシC15 0 0 0
79 北埋調報 177 平成13 2001 対雁２遺跡⑶ 江別市 対雁２ 1 6 69
80 北埋調報 180 平成14 2002 キウス４遺跡⑼ 千歳市 キウス４ 90 1623 696
81 北埋調報 187 平成14 2002 キウス４遺跡⑽ 千歳市 キウス４ 0 0 0
82 北埋調報 188 平成14 2002 オルイカ1遺跡 千歳市 オルイカ1 2 32 2
83 北埋調報 189 平成14 2002 オルイカ2遺跡 千歳市 オルイカ2 5 17 4
84 北埋調報 192 平成14 2002 ユカンボシC15遺跡⑹ 千歳市 ユカンボシC15 0 59 0
85 北埋調報 193 平成14 2002 対雁２遺跡⑷ 江別市 対雁２ 41 81 36
86 北埋調報 204 平成15 2003 対雁２遺跡⑸ 江別市 対雁２ 3 5 11
87 北埋調報 206 平成15 2003 オルイカ1遺跡⑵ 千歳市 オルイカ1 1 2 2
88 北埋調報 207 平成15 2003 チプニー２遺跡⑵ 千歳市 チプニー２ 2 12 12
89 北埋調報 215 平成16 2004 対雁２遺跡⑹ 江別市 対雁２ 0 1 0
90 北埋調報 221 平成17 2005 オルイカ２遺跡⑵ 千歳市 オルイカ２ 23 34 10
91 北埋調報 225 平成17 2005 チプニー２遺跡⑶ 千歳市 チプニー２ 31 7 27
92 北埋調報 226 平成17 2005 対雁２遺跡⑺ 江別市 対雁２ 16 38 41
93 北埋調報 231 平成18 2006 対雁２遺跡⑻ 江別市 対雁２ 33 49 429
94 北埋調報 238 平成18 2006 祝梅川上田遺跡・梅川２遺跡 千歳市 梅川２ 3 5 6
95 北埋調報 238 平成18 2006 祝梅川上田遺跡・梅川２遺跡 千歳市 祝梅川上田 5 9 4
96 北埋調報 240 平成18 2006 対雁２遺跡⑼ 江別市 対雁２ 13 14 22
97 北埋調報 251 平成19 2007 キウス５遺跡⑻ 千歳市 キウス５ 3 17 10
98 北埋調報 252 平成19 2007 キウス９遺跡 千歳市 キウス９ 13 49 181
99 北埋調報 253 平成20 2008 梅川４遺跡⑴ 千歳市 梅川4 8 20 51

100 北埋調報 255 平成20 2007 対雁２遺跡⑽ 江別市 対雁２ 1 2 4
101 北埋調報 267 平成21 2009 オルイカ2遺跡⑶ 千歳市 オルイカ2 3 6 53
102 北埋調報 268 平成21 2009 アンカリトー７･9遺跡 千歳市 アンカリトー7 3 10 3
103 北埋調報 268 平成21 2009 アンカリトー７･9遺跡 千歳市 アンカリトー9 8 1 0
104 北埋調報 269 平成21 2009 梅川４遺跡⑵ 千歳市 梅川４ 8 57 20
105 北埋調報 284 平成23 2011 キウス５遺跡⑼ 千歳市 キウス５ 5 22 134
106 北埋調報 285 平成23 2011 祝梅川小野遺跡⑴梅川1遺跡⑴ 千歳市 祝梅川小野 31 180 81
107 北埋調報 285 平成23 2011 祝梅川小野遺跡⑴梅川1遺跡⑴ 千歳市 梅川1 2 2
108 北埋調報 296 平成24 2012 対雁2遺跡⑾ 江別市 対雁２ 18 85 101
109 北埋調報 297 平成24 2012 祝梅川小野遺跡⑵梅川1遺跡⑵ 千歳市 祝梅川小野 7 27 54
110 北埋調報 297 平成24 2012 祝梅川小野遺跡⑵梅川1遺跡⑵ 千歳市 梅川1 1 3
111 北埋調報 299 平成24 2012 キウス５遺跡⑽ 千歳市 キウス5 30 112 56
112 北埋調報 300 平成24 2012 祝梅川上田遺跡⑵ 千歳市 祝梅川上田 5 30 13
113 北埋調報 306 平成25 2013 梅川4遺跡⑶ 千歳市 梅川4 55 201 183
114 北埋調報 307 平成25 2013 祝梅川小野遺跡⑶梅川1遺跡⑶ 千歳市 祝梅川小野 2 8 0
115 北埋調報 307 平成25 2013 祝梅川小野遺跡⑶梅川1遺跡⑶ 千歳市 梅川1 35 108 0
116 北埋調報 323 平成27 2015 キウス3遺跡⑴11遺跡⑴ 千歳市 キウス3 2 3 8
117 北埋調報 323 平成27 2015 キウス3遺跡⑴11遺跡⑴ 千歳市 キウス11 13 33 36
118 北埋調報 348 平成29 2017 トプシナイ2遺跡・イカベツ2遺跡 千歳市 トプシナイ2 12 93 29
119 北埋調報 348 平成29 2017 トプシナイ2遺跡・イカベツ2遺跡 千歳市 イカベツ2 7 103 25
120 北埋調報 349 平成29 2017 根志越5遺跡 千歳市 根志越5 16 92 13

（道教委・道埋文センター発掘調査分） 合    計 1037 8334 5543

1 保第 2 平成７ 1995 ポンオサツ・ケネフチ５ 千歳市 ポンオサツ 2 1 18
2 保第 2 平成７ 1995 ポンオサツ・ケネフチ５ 千歳市 ケネフチ５ 5 42 0
3 保第 3 平成７ 1995 オサツ15・16・18 千歳市 オサツ15 1 14 1
4 保第 3 平成７ 1995 オサツ15・16・18 千歳市 オサツ16 4 44 14
5 保第 3 平成７ 1995 オサツ15・16・18 千歳市 オサツ18 1 1 0
6 保第 5 平成８ 1996 ポンオサツ⑵・オサツ18⑵・ケネフチ５⑵ 千歳市 ポンオサツ 1 1 0
7 保第 5 平成８ 1996 ポンオサツ⑵・オサツ18⑵・ケネフチ５⑵ 千歳市 オサツ18 1 1 8
8 保第 5 平成８ 1996 ポンオサツ⑵・オサツ18⑵・ケネフチ５⑵ 千歳市 ケネフチ５ 5 14 2
9 保第 6 平成８ 1996 オサツ15⑵ 千歳市 オサツ15 5 47 7
10 保第 7 平成８ 1996 オサツ16⑵ 千歳市 オサツ16 13 28 8
11 保第 8 平成９ 1997 オサツ15⑶ 千歳市 オサツ15 6 26 4
12 保第 9 平成９ 1997 オサツ16⑶ 千歳市 オサツ16 2 14 0
13 保第 10 平成９ 1997 ケネフチ５⑶ 千歳市 ケネフチ５ 11 68 23

（保護協会発掘調査分） 合    計 57 301 85

総       合       計 1094 8635 5628
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書　　　　　名 編　著　者 出版社

1 世界文化遺産でたどる日本の歴史 熊倉浩靖 雄山閣

2 空から見た洞窟遺跡 福井洞窟ミュージアム/岡山理科大学 雄山閣

3 博物館の収蔵庫問題と新たなコレクション管理 金山喜昭 雄山閣

4 〈ロシア〉が変えた江戸時代 岩崎奈緒子 吉川弘文館

5 列島縦断　日本の墓 関根達人 吉川弘文館

6 古代の酒に酔う 庄田慎矢 吉川弘文館

7 石器づくりで何がわかるか 長井謙治 吉川弘文館

8 パレオアジア新人文化の形成 西秋良宏・野林厚志 新泉社

9 魏志倭人伝の海上王都　原の辻遺跡 松見裕二 新泉社

10 写真が語るアイヌの近代 大坂　拓 新泉社

11 縄文の山岳農耕民　井戸尻遺跡群 樋口誠司 新泉社

12 ホモ・サピエンス再発見 ポール・ペティット 創元社

13 律令国家の辺境と交通 川尻秋生・十川陽一・藤本　誠 八木書店

14 描かれた蝦夷地・北海道イメージの500年 濱口祐介 山川出版社

15 亀ヶ岡石器時代遺跡 羽石智治 同成社

16 旧石器文化から縄文文化へ　福井洞窟 栁田裕三 新泉社

17 入門　遺跡のマネジメント 中井將胤 同成社

18 古地図から見た古代日本 金田章裕 吉川弘文館

19 雑穀の社会史 増田昭子 吉川弘文館

20 消えた山人　昭和の伝統マタギ 千葉克介・塩野米松 農山漁村
文化協会

21 民衆史の遺産第1巻　山の漂泊民 谷川健一・大和岩雄 大和書房

22 完本 マタギ 田中康弘 ヤマケイ文庫

23 ムシの考古学図鑑 森　勇一 雄山閣

24 縄文の衣―日本最古の布を復原 尾関清子 雄山閣

25 人骨から復元する古墳時代の支配者 辻　秀人 雄山閣

26 人文系博物館資料保存論 青木　豊 雄山閣

２　図書資料
⑴　購入図書一覧
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［北海道］
北海道教育庁生涯学習推進局文化財・博物館課

1 アイヌ民俗文化財　ユーカㇻシリーズ76　金成マツ筆録　アイヌ叙事詩　故郷の海／サワキ　アトゥイ（1） Sawaki  atui(1)
2 アイヌ民俗文化財　ユーカㇻシリーズ77　金成マツ筆録　アイヌ叙事詩　黒い山刀　Kunne　Tashiro
3 令和6年度アイヌ民俗文化財調査報告書　アイヌ民俗技術調査16　〈生活習慣(食)に関する民俗技術3〉

北海道環境生活部アイヌ政策課
4 アイヌの魅力に出会う旅　多様な文化と歴史を学ぶ　教育旅行ガイドブック

札幌市教育委員会
5 丘珠縄文遺跡年報6　丘珠縄文遺跡　-2023年度活動報告-
6 市内遺跡発掘調査報告書17　令和6年度調査報告書

公益財団法人北海道文学館
7 北海道立文学館　令和5年度　年報
8 特別展　虚子・年尾と北海道
9 木原直彦と北海道の文学
10 特別展　絵本作家　降矢なな原画展　展示ガイド

札幌市豊平館（一般財団法人北海道歴史文化財団）
11 ウルトラマリンブルー　豊平館　VOL.9
12 ウルトラマリンブルー　豊平館　VOL.10

公益財団法人北海道新聞野生生物基金
13 モーリー通信　No.4

北海道大学総合博物館
14 北海道大学総合博物館ニュース　第50号
15 北海道大学総合博物館ニュース　第51号

北海道大学社会共創部広報課
16 LITTERAE POPULI　北海道大学の今を伝える広報誌、リテラポプリ Vol.74
17 LITTERAE POPULI　北海道大学の今を伝える広報誌、リテラポプリ Vol.75

札幌国際大学縄文世界遺産研究室
18 縄文　札幌国際大学縄文世界遺産研究室　年報9　令和6（2024）年度

札幌国際大学紀要編集委員会
19 札幌国際大学紀要　-第56号・2025年3月-

株式会社リクルート
20 子どもとお出かけ！北海道じゃらん
21 北海道じゃらん　2026年2月号　No.394

江別市郷土資料館
22 江別市文化財調査報告書　128　高砂遺跡（25）
23 江別市文化財調査報告書　132　町村農場4遺跡（2）
24 令和6年度　江別市蒼樹大学文集　蒼樹　第44号

三笠市立博物館
25 三笠市博物館紀要　第28号
26 三笠市博物館年報　第42号

今金町教育委員会
27 今金町文化財調査報告書　8　美利河2砂金採掘跡
28 今金町文化財研究紀要　今金地域研究　第6号

美幌博物館
29 美幌町埋蔵文化財各種開発確認調査報告書　2025.3
30 美幌町埋蔵文化財各種開発確認調査報告書　2026.3

湧別町
31 北海道指定史跡　シブノツナイ竪穴住居跡　発掘調査概要報告書(2024年度）

史跡内容確認のための調査
国立アイヌ民族博物館

32 令和7年度プンカラ協働展示Punkar×TOKYO 2025「アイヌモシリ　アイヌの世界と多様な文化」図録
平取町立二風谷アイヌ文化博物館

33 重要有形民俗文化財　北海道二風谷及び周辺地域のアイヌ生活用具コレクション　写真撮影業務報告書
上士幌町ひがし大雪博物資料館

34 上士幌町生物多様性データブック2024(節足動物など)
35 ひがし大雪自然館研究報告　第12号

浦幌町立博物館
36 浦幌町立博物館　第25号

［青森］
弘前大学人文社会科学部北日本考古学研究センター

37 国史跡山王囲遺跡の研究VI　自然遺物・自然科学的分析・考察と総括編
38 地域からの考古学　弘前大学の挑戦

［岩手］
盛岡市遺跡の学び館

39 下永林遺跡II　第8～9次発掘調査・盛岡広域都市計画事業　都南中央第三地区土地区画整理事業に伴う
令和元～2年度発掘調査報告書

⑵　受領刊行物一覧（令和7年3月1日から令和8年3月31日受領分）
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［秋田］
秋田県立博物館

40 秋田県立博物館研究報告　第50号
41 秋田県立博物館　年報　令和7年度
42 秋田県立博物館ニュース　MUSEUM NEWS　No.180
43 秋田県立博物館ニュース　MUSEUM NEWS　No.181

［福島］
会津若松市教育委員会

44 会津若松市文化財調査報告書第178号　若松城郭内武家屋敷跡　田中源之進・大竹主計邸跡　
-城前団地建替事業に伴う発掘調査-

45 会津若松市文化財調査報告書第179号　平沢地区試掘調査報告書2　横道A遺跡　平沢遺跡　藤室B遺跡
46 会津若松市文化財調査報告書第180号　若松城郭内武家屋敷跡　本一ノ丁跡IV
47 会津若松市文化財調査報告書第181号　若松城郭内武家屋敷跡　向山仙吾邸跡

［埼玉］
桶川市教育委員会

48 令和6年度　桶川市内遺跡範囲確認調査報告書
49 坂田弁天池遺跡　第1・2次発掘調査報告書

［東京］
明治大学文学部共同研究室

50 駿台史學　第184号
51 駿台史學　第185号
52 駿台史學　第186号

株式会社世界文化社家庭画報編集部　関根麻実子
53 増補　改訂版　はじめての土偶

株式会社　世界文化社家庭画報編集部
54 増補　改訂版　はじめての土偶

株式会社　山川出版社
55 日・英　くらべて読める山川日本史　1.原始・古代

港区教育委員会事務局教育推進部図書文化財課文化財係（港区立郷土歴史館）
56 港区立郷土歴史館　研究紀要3
57 港区立郷土歴史館　館報　-4-
58 港区立郷土歴史館　館報　-5-

株式会社技術評論社
59 推しアンモナイト図鑑

株式会社キャデック
60 ずかん　縄文土器

東京大学総合研究博物館
61 東京大学総合研究博物館ニュース　Ouroboros　第82号
62 東京大学総合研究博物館ニュース　Ouroboros　第83号
63 東京大学総合研究博物館ニュース　Ouroboros　第84号

國學院大學博物館
64 國學院大學博物館　研究報告　2025　第41輯
65 國學院大學博物館　研究報告　2026　第42輯

株式会社四門文化財
66 港区内近世都市江戸関連遺跡発掘調査報告106［TM62-4］　品川台場(第五）遺跡発掘調査報告書　

-（仮称）港南5丁目PJ新築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査-
株式会社四門文化財　習志野市鷺沼土地区画整理組合

67 千葉県習志野市　向原南遺跡第1地点　埋蔵文化財発掘調査報告書
［神奈川］

神奈川県教育委員会
68 神奈川県埋蔵文化財調査報告70　
69 神奈川県埋蔵文化財調査報告71　令和6年度　神奈川県埋蔵文化財発掘調査一覧
70 神奈川県埋蔵文化財センター年報36　2023(令和5)年度
71 神奈川県埋蔵文化財センター年報37　2024（令和6）年度
72 令和六年度　かながわの遺跡展　縄文ムラの繁栄　-かながわ縄文中期の輝き-
73 あつまれ！！かながわのはにわ　令和7年度　かながわの遺跡展

公益財団法人かながわ考古学財団
74 かながわ考古学財団調査報告　345　東富岡・太窪遺跡　東富岡・中島遺跡　粟窪・林窪遺跡　

新東名高速道路（伊勢原市粟窪地区）建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査　第1分冊
75 かながわ考古学財団調査報告　345　東富岡・太窪遺跡　東富岡・中島遺跡　粟窪・林窪遺跡　

新東名高速道路（伊勢原市粟窪地区）建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査　第2分冊
76 かながわ考古学財団調査報告　345　東富岡・太窪遺跡　東富岡・中島遺跡　粟窪・林窪遺跡　

新東名高速道路（伊勢原市粟窪地区）建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査　第3分冊
77 かながわ考古学財団調査報告　346　上粕屋・秋山遺跡Ⅰ新東名高速道路（伊勢原市秋山地区）

建設事業に伴う発掘調査
78 かながわ考古学財団調査報告　347　上粕屋・辻遺跡　新東名高速道路（伊勢原市秋山地区）

建設事業に伴う発掘調査
79 かながわ考古学財団調査報告　348　上原・長久保遺跡　厚木米軍雨水排水施設整備に伴う

埋蔵文化財発掘調査　第1分冊
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80 かながわ考古学財団調査報告　348　上原・長久保遺跡　厚木米軍雨水排水施設整備に伴う
埋蔵文化財発掘調査　第2分冊

81 かながわの考古学　研究紀要31
玉川文化財研究所

82 神奈川県埋蔵文化財発掘調査報告書104　新道遺跡第3次調査　都市計画道路　丸子中山芽ヶ崎線
街路整備事業に伴う発掘調査

83 神奈川県埋蔵文化財発掘調査報告書106　三田林根遺跡第6地点　県道42号（藤沢座間厚木）
道路改良工事に伴う発掘調査

84 神奈川県埋蔵文化財発掘調査報告書107　諏訪前A遺跡第20地点　都市計画道路3・3・6号湘南新道街路
整備事業に伴う発掘調査

陸奥文化財株式会社
85 神奈川県埋蔵文化財発掘調査報告書105　子易・中川原遺跡第2次調査　県道611号（大山板戸）

道路改良工事に伴う発掘調査
株式会社島田組

86 港区近世都市江戸関連遺跡発掘調査報告104［TM152］　筑前秋月藩黒田家屋敷跡遺跡発掘調査報告書III
株式会社イビソク

87 鎌倉市　葛原岡遺跡　-山ノ内字東瓜ヶ谷1157番1地点-
88 港区内近世都市江戸関連遺跡発掘調査報告105［TM95］　筑前福岡藩黒田家屋敷跡遺跡発掘調査報告書II　

鎌倉市教育委員会
89 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書40　令和5年度発掘調査報告
90 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書41　令和6年度発掘調査報告　武蔵大路周辺遺跡　円覚寺門前遺跡
91 鎌倉の埋蔵文化財27　令和4年度発掘調査の概要
92 鎌倉の埋蔵文化財28　令和5年度発掘調査の概要
93 鎌倉市文化財年報　令和4年（2022年）度
94 鎌倉市文化財年報　令和5年（2023年）度

株式会社パスコ環境文化コンサルタント事業部
95 神奈川県海老名市　相模国分寺跡・国分宿遺跡発掘調査報告書　-第28次調査-

［新潟］
新潟市教育委員会

96 土居内遺跡第3次調査　－市道亀田252号線整備事業に伴う土居内遺跡第3次発掘調査報告書-
新潟市文化スポーツ部歴史文化課（文化財センター）

97 新潟市文化財センター年報　第12号　-令和5（2023）年度版-
98 古津八幡山遺跡発掘調査報告書　-第20・21・22・23・24・25次調査-
99 馬堀上組遺跡　第3次調査　―経営体育成基盤整備事業（馬堀地区）に伴う馬堀上組遺跡第3次発掘調査報告書―

［富山］
小矢部市教育委員会

100 小矢部市埋蔵文化財調査報告書第94冊　富山県小矢部市　令和6年度小矢部市埋蔵文化財発掘調査概報
［山梨］

山梨県立考古博物館
101 山梨県立考古博物館だより　No.99
102 山梨県立考古博物館だより　No.100
103 山梨県立考古博物館だより　No.101
104 第42回特別展　PAPUA×JOMON　縄文文化の謎を考える　-パプアニューギニアの民族誌-

山梨県山梨市教育委員会
105 山梨市文化財調査報告書　第49集　山梨市市内遺跡発掘調査報告書2024
106 山梨県山梨市赤芝伝統的建造物群保存対策調査報告書

南アルプス市教育委員会
107 南アルプス市埋蔵文化財調査報告書　第75集　山梨県南アルプス市　令和5年度埋蔵文化財

試掘調査報告書　各種開発工事に伴う埋蔵文化財試掘調査報告書
［愛知］

深町蒼介
108 歴史の小径　歴史・音・時の匂いに誘われて・・・・・・・

一宮市博物館
109 一宮の文化財ガイドマップ(改訂版)
110 2024年度　企画展「くらしの道具」展示解説書　たんけんブック
111 一宮市博物館だより　No.68　2025.3

安城市教育委員会
112 安城市埋蔵文化財発掘調査報告書　第53集　令和3年度市内遺跡調査報告　

安西遺跡　道城貝塚II　御用地遺跡III　小川志茂北遺跡
113 安城市埋蔵文化財発掘調査報告書　第54集　安城市西鹿乗地区の遺跡IV　万五郎遺跡　屋下遺跡　

-県営担い手育成基盤整備事業に伴う発掘調査報告書-
114 安城市埋蔵文化財発掘調査報告書　第55集　令和4年度市内遺跡調査報告　高畑遺跡II　木戸屋敷遺跡

［三重］
三重県東員町教育委員会

115 東員町里埋蔵文化財調査報告書　5　員弁郡東員町山田　山田廃寺・西畑遺跡発掘調査報告　
-東員第一中学校建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書-

三重県埋蔵文化財センター
116 三重県埋蔵文化財調査報告186-13　東海環状自動車道建設事業に伴う　田辺城跡発掘調査報告　

-いなべ市北勢町-
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117 三重県埋蔵文化財調査報告186-14　国道475号東海環状自動車道建設事業　下平大野B遺跡（第1～5次）
発掘調査報告　～三重県いなべ市北勢町下平～

118 三重県埋蔵文化財調査報告423　一般国道42号新宮紀宝道路建設事業　
鵜殿西遺跡(第1～5・7～10次)発掘調査報告　～三重県南牟婁郡紀宝町～

119 三重県埋蔵文化財調査報告424　中館遺跡発掘調査報告　～伊勢市本町・一志町・八日市場町～
120 三重県埋蔵文化財調査報告426　小方野新田遺跡（第3次）山際遺跡（第1次）発掘調査報告　―松阪市小片野町―
121 三重県埋蔵文化財調査報告427　大北東城跡・脇田氏城跡発掘調査報告　～三重県伊賀市蓮池～
122 三重県埋蔵文化財調査報告428　松山遺跡（第4次）発掘調査報告　―津市芸濃町萩野―
123 三重県埋蔵文化財調査報告429　山ノ腰A遺跡・水深遺跡・水深古墳・戸関遺跡（第2・3次）・初田遺跡発掘調査報告　

～鈴鹿市徳田町所在～
124 三重県埋蔵文化財調査報告430　六呂木城跡・寺カイト遺跡発掘調査報告　～松阪市六呂木町～
125 三重県埋蔵文化財調査報告431　桑名城跡・桑名城下町遺跡発掘調査報告　～三重県桑名市川口町・住吉町～
126 三重県埋蔵文化財センター　研究紀要　30号
127 研究紀要　第31号　三重県埋蔵文化財調査報告422-2　北野遺跡II　(資料偏2　古墳時代後期以降の遺物)
128 研究紀要　第32号
129 令和6年度　三重県埋蔵文化財年報

［滋賀県］
滋賀県文化スポーツ部文化財保護課

130 滋賀県内遺跡発掘調査報告書　令和6年度埋蔵文化財緊急調査費国庫補助事業（県内遺跡発掘調査等）
大津市市民部文化財保護課埋蔵文化財調査センター

131 大津市埋蔵文化財調査報告書（131）　近江国府跡・地蔵山遺跡発掘調査報告書
132 大津市埋蔵文化財調査報告書（132）　市ノ辺遺跡発掘調査報告書
133 大津市埋蔵文化財調査報告書（133）　上坂本遺跡発掘調査報告書
134 大津市埋蔵文化財調査報告書（134）　坂本城跡発掘調査報告書
135 大津市埋蔵文化財調査報告書（136）　滋賀里遺跡（流地区）発掘調査報告書
136 大津市埋蔵文化財調査報告書（139）　滋賀里遺跡（小嶋田地区）発掘調査報告書
137 大津市埋蔵文化財調査報告書（140）　野畑遺跡発掘調査報告書
138 大津市埋蔵文化財調査報告書（141）　南滋賀遺跡（河越地区）発掘調査報告書
139 大津市埋蔵文化財調査報告書（142）　関津城跡発掘調査報告書
140 大津市埋蔵文化財調査報告書（143）　坂本城跡発掘調査報告書
141 大津市埋蔵文化財調査報告書（147）　南滋賀遺跡（河越・祇園田地区）発掘調査報告書
142 大津市埋蔵文化財調査報告書（148）　南滋賀遺跡（下浮田地区）発掘調査報告書
143 大津市埋蔵文化財調査報告書（152）　錦織尾遺跡（細田古墳）発掘調査報告書
144 大津市埋蔵文化財調査報告書（156）　上高砂遺跡・太鼓塚遺跡（南山田地区）発掘調査報告書
145 大津市埋蔵文化財調査報告書（157）　衣川遺跡（平田地区）発掘調査報告書
146 大津市埋蔵文化財調査報告書（158）　近江国府跡・菅地遺跡発掘調査報告書
147 大津市埋蔵文化財調査報告書（168）　坂本遺跡（廊ノ坊地区）発掘調査報告書
148 大津市埋蔵文化財調査報告書（169）　南滋賀遺跡（出口地区）発掘調査報告書
149 大津市埋蔵文化財調査報告書（170）　坂本遺跡（色子川・高畑地区）発掘調査報告書
150 大津市埋蔵文化財調査報告書（171）　錦織遺跡・北大津遺跡発掘調査報告書
151 大津市埋蔵文化財調査報告書（174）　穴太遺跡（北山田地区）発掘調査報告書
152 大津市埋蔵文化財調査報告書（177）　南滋賀遺跡（上浮田地区）発掘調査報告書
153 大津市埋蔵文化財調査報告書（180）　大津城跡発掘調査報告書

公益財団法人滋賀県文化財保護協会
154 滋賀県文化財保護協会調査報告　第4集　大津市　惣山・京ヶ山遺跡
155 滋賀県文化財保護協会調査報告　第5集　犬上郡多賀町　大門池南遺跡
156 滋賀県文化財保護協会調査報告　第6集　大津市　里西遺跡

公益財団法人栗東スポーツ協会
157 はっくつ2024　栗東市話題の発掘調査
158 栗東市埋蔵文化財調査報告　2023（令和5）年度　年報

［京都］
京都市文化市民局

159 京都市内遺跡発掘調査報告　令和6年度
160 京都市内遺跡詳細分布調査報告　令和6年度
161 京都市内遺跡試掘調査報告　令和6年度

京都府教育委員会
162 恭仁宮　恭仁宮跡発掘調査報告書III　-宮内主要区画施設・山城国分寺跡の調査-　第1分冊（本文編）
163 京都府埋蔵文化財調査報告書
164 寺浦遺跡・薬師遺跡　発掘調査報告書　令和6年度
165 京都府歴史の道調査報告書第四冊　山陰道・篠山街道

立命館大学考古学・文化遺産専攻
166 立命館大学考古学研究報告2　Digging Up　矢野健一先生退職記念論文集i
167 立命館大学文学部考古学実習研究報告　第5冊　久津川車塚古墳　2023・2024年度発掘調査概報
168 近世日本の沿岸警備と海防政策　-海防遺跡の考古学的研究-

［大阪］
公益財団法人　大阪府文化財センター

169 大阪市中央区　大坂城跡　XXII　大阪市中央区龍造寺町における建設工事に伴う
170 難波宮跡・大坂城跡発掘調査報告書
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171 公益財団法人　大阪府文化財センター調査報告書　第339集　摂津市　東正雀遺跡　北部大阪都市計画
都市高速鉄道阪急電鉄京都線(摂津市駅付近)連続立体交差事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

172 松原市文化財報告　第20冊　公益財団法人大阪府文化財センター調査報告書　第340集　松原市　三宅西遺跡2　
松原市三宅西土地区画整理事業地内物流倉庫建設に伴う三宅西遺跡（D2-1-4）発掘調査報告書

173 公益財団法人　大阪府文化財センター調査報告書　第341集　長原遺跡31　
（仮称）平野区長吉長原東（長原駅前）計画に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

174 公益財団法人　大阪府文化財センター調査報告書　第342集　難波宮址の研究24
175 公益財団法人　大阪府文化財センター調査報告書　第343集　枚方市　伊加賀遺跡3・伊加賀古墳群3　

京阪本線（寝屋川市・枚方市）連続立体交差事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書
176 松原市文化財報告　第23冊　公益財団法人大阪府文化財センター調査報告書　第344冊　松原市　

三宅西遺跡3　南部大阪都市計画事業松原市三宅西土地区画整理事業内3街区2画地（仮換地）での
工場建設工事に伴う三宅西遺跡（D2-2-19）埋蔵文化財発掘調査報告書

177 公益財団法人　大阪府文化財センター調査報告書　第346集　東大阪市　西岩田遺跡2　
大阪モノレール延伸事業に伴う西岩田遺跡発掘調査報告書

178 公益財団法人　大阪府文化財センター調査報告書第349集　大阪市北区　豊崎遺跡2　
淀川左岸線延伸部建設工事に伴う豊崎遺跡発掘調査報告書

179 大阪文化財研究　第58号
180 公益財団法人　大阪府文化財センター　年報　令和5年度

堺市文化観光局歴史遺産活用部文化財課
181 堺市文化財調査報告　第59冊　堺環濠都市遺跡第1378地点発掘調査報告
182 堺市文化財調査報告　第60冊　堺環濠都市遺跡第1370地点発掘調査報告
183 堺市文化財調査報告　第61冊　四ツ池遺跡133地区発掘調査報告
184 堺市文化財調査報告　第62冊　堺環濠都市遺跡第1375地点発掘調査報告
185 堺市指定有形文化財　井上関右衛門家住宅(鉄砲鍛冶屋敷)保存修理工事報告書
186 大阪府堺市　令和5年度　国庫補助事業発掘調査報告書

門真市市民文化部生涯学習課歴史資料館
187 門真市埋蔵文化財発掘調査報告書　第14集　普賢寺遺跡II

［兵庫］
姫路市観光経済局姫路城総合管理室

188 特別史跡　国宝・重要文化財　世界遺産　姫路城保存活用計画
［奈良］

公益財団法人元興寺文化財研究所
189 令和6年度秋季特別展 内部を視る(なかをみる)  ～文化財とX線～

木簡学会
190 木簡研究　第47号

［和歌山］
公益財団法人和歌山県文化財センター

191 前田遺跡　-県営中山間総合整備事業再地区ほ場整備事業に伴う発掘調査報告書-
192 和田岩坪遺跡　-和歌山平野農地防災事業　名草排水機場建設工事に伴う第2次発掘調査報告書-
193 地宝のひびき　-和歌山県内文化財調査報告会　2024-報告資料集
194 地宝のひびき　-和歌山県内文化財調査報告会　2025-報告資料集
195 公益財団法人　和歌山県文化財センター年報　埋蔵文化財発掘調査と文化財建造物保存修理の記録

新宮市教育委員会文化振興課
196 史跡新宮下本町遺跡保存活用計画

［鳥取］
鳥取県埋蔵文化財センター

197 鳥取県埋蔵文化財センター調査報告書72　因幡地域の木製品調査研究報告書I　
～自然環境の変遷と木材利用との関係について～

198 鳥取県埋蔵文化財センター調査報告書73　市場城跡　-鳥取県中世城館再調査事業報告書II－　　
199 鳥取県埋蔵文化財センター調査報告書74　因幡地域の木製品調査研究報告書Ⅱ　（上）　

－青谷横木遺跡出土木製祭祀具の研究-
200 鳥取県埋蔵文化財センター調査報告書74　因幡地域の木製品調査研究報告書Ⅱ　（下）　

－木製品祭祀具の考古学・民族学的研究-
鳥取県立青谷かみじち史跡公園

201 鳥取県鳥取市青谷町　青谷上寺地遺跡17　第19次発掘調査報告書
鳥取県三朝町教育委員会

202 町内遺跡発掘調査報告書　片柴地区急傾斜対策事業に伴う発掘調査
203 三徳山歴史遺産調査報告書第11集　神倉後ロ山遺跡発掘調査報告書　-三徳山山岳信仰遺跡-

湯梨浜町教育委員会
204 湯梨浜町文化財報告書　第5集　鳥取県東伯郡湯梨浜町　令和2・3年度　町内遺跡発掘調査報告書
205 湯梨浜町文化財報告書　第6集　羽衣石城跡及び付城跡群総合調査報告書

［広島］
公益財団法人広島県教育事業団

206 公益財団法人広島県教育事業団発掘調査報告書第95集　高猿第2号古墳　
一級河川江の川水系高猿川災害関連　緊急砂防事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

207 公益財団法人広島県教育事業団発掘調査報告書第96集　正藤遺跡　下御領新市線道路改良事業に伴う
埋蔵文化財発掘調査報告書

208 公益財団法人広島県教育事業団発掘調査報告書第97集　一般国道185号改築事業に伴う埋蔵文化財
発掘調査報告（2）　沖の城跡
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209 公益財団法人広島県教育事業団発掘調査報告書第99集 横田1号遺跡（第1次・2次調査）・福原南遺跡・
福原2号遺跡（第2次調査）　都市計画道路吉行飯田線街路事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

210 公益財団法人広島県教育事業団発掘調査報告書第101集　灰塚第8～11号古墳・石見銀山街道　
主要地方道甲山甲奴上市線道路改良事業に伴う発掘調査報告書2

211 公益財団法人広島県教育事業団発掘調査報告書第102集　戸手古墳　芳井油木線道路改良事業に伴う
埋蔵文化財発掘調査報告書

［山口］
山口市教育委員会

212 山口市埋蔵文化財調査調査報告書130集　小森遺跡
213 山口市文化財年報18　-令和5（2023）年度-

［福岡］
筑紫野市教育委員会

214 大宰府条坊跡　第310次発掘調査　筑紫野市文化財調査報告書第126集
［鹿児島］

鹿児島県立埋蔵文化財センター
215 鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（227）　特定交通安全等整備事業（深川工区）に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告書　柳迫遺跡（曽於市末吉町深川）
216 鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（228）　主要地方道鹿屋吾平佐多線（吾平道路）改築事業に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告書（5）　立塚遺跡2（鹿屋市吾平町）古墳時代以降編
217 鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（229）　県内遺跡発掘調査等事業に伴う河口コレクション

発掘調査報告書（9）　高橋貝塚2（南さつま市金峰町高橋）
218 鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（230）　伊仙天城線真瀬名工区道路改築事業に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告書　中組遺跡（大島郡天城町）
219 鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（231）　環境保健センター城山庁舎跡地文化財調査事業に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告書　鹿児島城二之丸跡（鹿児島市城山町）
220 鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（232）　主要地方道鹿屋（吾平道路）改築事業に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告書（6）　久保田牧遺跡3（鹿屋市吾平町）　縄文時代前期中葉～古墳時代編
221 鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（233）　一般県道黒石串良線（二子塚工区）

地方特定道路整備に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　二子塚B遺跡（曽於郡大崎町）
222 鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（234）　馬毛島基地（仮称）建設事業に伴う埋蔵文化財

発掘調査報告書　八重石遺跡（西之表市馬毛島）
223 公益財団法人鹿児島県文化振興財団埋蔵文化財調査センター発掘調査報告書（57）　玉利遺跡（指宿市十町）　

一般国道226号北十町地区歩道整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書
224 公益財団法人鹿児島県文化振興財団埋蔵文化財調査センター発掘調査報告書（58）　喜界島農業水利事業

川峰第2ファームボンド建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　山借シ遺跡（大島郡喜界町川峰）
225 公益財団法人鹿児島県文化振興財団埋蔵文化財調査センター発掘調査報告書（59）　

南九州西回り自動車道（阿久根川内道路）建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　新城跡（阿久根市山下）
226 公益財団法人鹿児島県文化振興財団埋蔵文化財調査センター発掘調査報告書（60）

南九州西回り自動車道（阿久根川内道路）建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　諏訪ノ前遺跡（阿久根市波留）
227 公益財団法人鹿児島県文化振興財団埋蔵文化財調査センター発掘調査報告書（61）　

南九州西回り自動車道（阿久根川内道路）建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　北山遺跡2（阿久根市山下）
228 鹿児島県立埋蔵文化財センター　埋文だより　第94号
229 鹿児島県立埋蔵文化財センター　埋文だより　第95号
230 鹿児島県立埋蔵文化財センター　埋文だより　第96号

屋久島町教育委員会
231 屋久島町文化財調査報告書（3）　楠川折山治山事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　

楠川城跡（熊毛郡屋久島町楠川折山）



28

Ⅳ　普及・啓発事業
1　展示公開
⑴　常設展示「掘り出された北の歴史」
遺物を素材別にまとめ、その変遷や特徴が分か

る様にした「石の道具」「木の道具」「金属の道具」
「土の道具」のほか、「遺跡調査と保護活用」「装
いとこころ」「動物とひと」「キウスの縄文ムラ」
の8つのテーマのほか、「世界文化遺産北海道・
北東北の縄文遺跡」をテーマとしたパネル・ジオ
ラマ展示を一昨年度より加え、全体で９つのテー
マで構成している。
展示にあたっては、国（文化庁）・函館市・七

飯町・北斗市・今金町・木古内町・余市町・夕張
市・長沼町・遠軽町・福島町・厚真町・江別市・
根室市・苫前町の各教育委員会に、展示資料貸出
の協力を得た。また、企画展示を常設展示室で実
施する関係から、企画展開催期間中は常設展示ス
ペースを縮小している。

［千歳市ママチ遺跡出土土面展示］
国指定重要文化財の「土面」（国保有、昭和63

年６月６日指定）を常設展示している。「土面」は、
縄文時代晩期終末のもので、昭和61年に千歳市
ママチ遺跡から出土した。土面としては最も北方
から出土したものである。
［遺跡調査と保護活用］
北海道の遺跡分布、発掘調査と法令の関係、発

掘調査の種類、調査の流れと方法について、展示・
解説している。
［石の道具］
石は人類が最も古い時代から利用した素材の一

つである。旧石器時代の石の道具は、石刃技法、
細石刃技法などの一次剥離技術が卓越することが
大きな特徴で、高度な技術で製作されたことが明
らかになっている。人々は氷期の厳しい環境を生
き抜くため、移動・遊動生活の中で石器の効率的
な生産と消費の形態を発達させたが、その具体的
な方法の一つが定型的石器製作である。本テーマ
では遠軽町（旧白滝村）白滝遺跡群、千歳市柏台
１遺跡、今金町ピリカ遺跡（国指定史跡）、木古
内町新道４遺跡出土の石器・接合資料などを展示
しており、具体的な製作技術を観察することがで
きる。
縄文時代の石の道具は、海洋と森林環境の豊富

な資源を利用するため多用途に石器が発達してい
く。刺突・切断の剥片石器類、木材加工の石斧、

▲「石の道具」展示（旧石器・縄文）

製粉や錘（おもり）の礫石器など用途に応じて適
した石材を選び、様々な形の石器が作られた。石
器製作技術では押圧剥離、研磨、敲打整形が石材
特性に応じて選択された。本テーマでは千歳市周
辺で出土した縄文時代の石器を中心に展示し、資
源利用のためどのような石器が使われたのかをパ
ネルと実物でわかりやすく解説している。
また、縄文人がどのような食べ物を、四季折々
を通じて獲得していたかを示す「縄文食べものカ
レンダー」をパネル展示し、シールで縄文の食を
楽しく学べる、ワークシートも提供している。
［木の道具］
木の道具は人間が生活する上で必需品であった
と思われるが、通常の遺跡では殆どの場合埋没過
程で消失し残らない。そのため、腐食しにくい低
湿性遺跡で出土した木の道具は、当時の人々の生
活の様子を考える上で大変貴重な資料である。
本コーナーでは千歳市美々８遺跡低湿部の擦文
文化期・アイヌ文化期の遺物を主体に、千歳市ユ
カンボシＣ15遺跡の板綴舟、千歳市キウス４遺
跡の縄文時代後期の木槌などを展示している。資
料は保存処理を経たうえで展示している。中でも
千歳市美々８遺跡低湿部出土品は、平成17年６
月９日国指定重要文化財に指定されており、資料
を定期的に入れ替えながら常設展示している。
［金属の道具］
金属製品は人工的に抽出された材料によって作
られた、人類史上最も新しい道具の一つである。
北海道においては刀・刀子・鍋等の金属製品は道
外からの移入品で、これら鉄を主とした道具を手
に入れるための交易が、北海道社会を変容させる
一つの要因となった。金属製品は腐食しやすい材
質であり、資料はすべて保存処理を行って展示を
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している。昨年度に引き続きアイヌ文化期の資料
である千歳市キウス5遺跡の鍬先や千歳市祝梅川
上田遺跡の鉞、千歳市美々8遺跡の袋状鉄斧など
を展示している。
［土の道具］
粘土を成形し火で焼き上げた土器は、人類が最

初に化学変化を利用して作り上げた道具である。
水に強く火にかけられる土器は革命的な調理具で
あり、食材の利用範囲が大きく拡大し縄文時代の
生活に安定をもたらしたと考えられている。土器
は人々の生活に深く関わることや、可逆性の粘土
を素材とすることから、集団のアイデンティティ
が富に表徴されたとみられ、時代や地域によって
器形や施文が様々に変化する。中には機能よりも
形態や施文の表現を優先して造形されたものもみ

られ、精神世界の一端も垣間見ることができる。
本コーナーでは縄文時代早期から擦文文化期ま
での土器を深鉢・甕を主体として通時的に展示
し、北海道内の土器の移り変わりが理解できるよ
う努めている。さらに、道指定重要文化財赤彩注
口土器（八雲町野田生1遺跡出土）の複製品や長
沼町12区B遺跡出土赤彩異形環状土器（長沼町教
育委員会所蔵）を展示し、精緻な縄文の工芸技術
を紹介している。また、擦文文化期の紡錘車・土
錘など、土器以外の土製生活用具についても展示
し、土の道具の多様さを紹介している。
本コーナーでは土器の特徴を柔らかく表現した
子供向けの解説パネルや、土器を型式別に擬人化
したキャラクターなどを点在させ、親しみやすい
展示も目指している。
［こころの道具］
「装いとこころ」：身を飾った装身具には、石製
の玉類、垂飾、玦状耳飾、粘土を焼いて作られた
土玉、土製耳飾などがあり、当時の人々のおしゃ
れごころを知ることができるほか、社会的な身分
や役割を示した威信的性格もみることができる。
また、墓の副葬品は当時の人々の死者に向けら
れた「こころ」や「評価」が窺える。前者では子
供の足形を取った足形付き土版（縄文時代早期）、
死者の再生を願って供えられた妊婦の土偶（縄文
時代後期）、重要な儀式に用いられたであろう石
棒（縄文時代後期）などがあげられる。後者は特
定の墓に供えられたヒスイやコハクなどの希少な
玉類である（縄文時代後期・続縄文文化期）。本コー▲「土の道具」展示（晩期・続縄文土器）

常設展示点数一覧
展　示　場　所　・　コ　ー　ナ　ー 遺物点数 パネル・レプリカなど 合計点数

ホール・展示回廊 17 125 142

常設展示室

受付・導入部分 8 23 31

「遺跡調査と保護活用」 遺跡調査 5 118 123
遺物の保存と分析 3 118 121

「石の道具」 旧石器時代の石器 140 19 159
縄文時代の石器 90 11 101

「木の道具」 縄文時代の木製品 8 14 22
擦文・アイヌ文化期の木製品 6 32 38

「金属の道具」 12 2 14
「骨の道具」 2 3 5
「土の道具」 314 65 379

「こころの道具」 装いとこころ 486 5 491
動物とひと 13 9 22

「キウスの縄文ムラ」 60 7 67
「遺跡から見たアイヌ文化」 0 4 4
「世界文化遺産北海道・北東北の縄文遺跡群」 0 45 45
「新しい時代へ」 17 2 19

屋　外 エントランスひろば 0 1 1
中庭 0 1820 1820

合　　　　　　　　　　　計 1181 2423 3604
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ナーでは千歳市美々4遺跡、千歳市キウス4遺跡
の資料を中心に、多数の資料を展示した。
「動物とひと」：動物意匠の装飾が付けられた土
器、動物形土・石製品などは、人と動物とのふれ
あいを感じさせる。表現された動物たちに、何を
感じ、何を求めていたのか、自然と向き合う当時
の人々のこころを考えさせられる。本コーナーで
は江別市対雁2遺跡の動物形土製品（縄文時代晩
期）や北斗市茂別遺跡のクマ意匠付き土器（続縄
文文化期）の実物資料のほか、国指定重要文化財
である千歳市美々4遺跡動物形土製品（縄文時代
後期）、羅臼町松法川北岸遺跡のクマ形木製容器
（オホーツク文化期）などの複製品も展示してい
る。
［キウスの縄文ムラ］
千歳市キウス４遺跡の発掘調査から、周堤墓、

盛土遺構、住居跡などをジオラマで復元した。盛
土遺構については土層断面の剥ぎ取りや、祭祀に
使われたと考えられる赤彩の土器、特殊な形の土

器や土製品、玉類、土偶などの出土資料を展示し
た。
［遺跡から見たアイヌ文化］
小テーマ「コタンについて」では千歳市美々８

遺跡のアイヌ文化期の様子を復元したジオラマ
「美々ムラ」により遺跡が水上交通の要衝であっ
たことを解説した。小テーマ「チャシについて」
では平取町ポロモイチャシとユオイチャシのジオ
ラマによりチャシの立地や景観についての展示を
した。小テーマ「チセについて」では千歳市オル
イカ2遺跡で採取したチセの柱穴や炉跡の土層剥
ぎ取りを活用して住居構造などについて解説し
た。
［世界文化遺産「北海道・北東北の縄文遺跡群」］
「世界遺産とは？」及び「北海道・北東北の縄

文遺跡群」の二つのテーマに分けてパネルを展示
し、前者では世界遺産の種類、世界遺産の意義、
登録の基準について、後者では顕著で普遍的な価
値の内容、シリアル・プロパティの遺産であるこ
と、定住の6つのステージの内容について解説を
行っている。また各ステージの集落の内容と発展
の様子が一目で分かる「定住の6ステージ」のジ
オラマ展示、土地・資源利用と津軽海峡を挟んだ
交流を示した「縄文遺跡群の世界」ジオラマ展示
なども行っている。
本展示は、世界文化遺産「北海道・北東北の縄

文遺跡群」の顕著な普遍的価値を、広い世代へ体
感的に伝える空間としている。こうした発信場所
は道内では他に設置がなく、縄文遺跡群に関する
学習や教育旅行での利用が望まれる。
［体験コーナー］
火起し体験コーナー：ひもぎり式、弓ぎり式、ま
いぎり式による火おこし体験ができる。

▲「こころの道具」展示（動物とひと） ▲�「世界文化遺産北海道・北東北の縄文遺跡群」展示

▲「遺跡から見たアイヌ文化」展示（美々ムラ）
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土の道具コーナー：ミニチュア土器・土製耳飾り・
土偶つくりの他、土器施文体験ができる。
石の道具コーナー：滑石を使った石製品つくりが
できる。
その他：土器のペーパークラフト、砂絵、塗り絵
パタパタ絵本つくりができる。
［ビデオコーナー］
遺跡についてわかりやすく解説した『ビビちゃ

んとフクロウ博士の遺跡ってなーに』『ビビちゃ
んとフクロウ博士の発掘体験』『ビビちゃんとフ
クロウ博士の縄文生活体験』などを常時上映して
いる。

⑵　企画展示
　ア、「北海道・北東北の縄文遺跡群4」
　　　「縄文遺跡群と貝塚」
展示期間：令和7年7月12日（土）～令和7年
　　　　　9月28日（日）
会　場：常設展示室
目　的：世界文化遺産に登録された北海道・北東
北の縄文遺跡群の土地利用や集落の変遷、精神文
化を体感的に展示し、世界遺産や縄文文化への関
心を高め、理解を深めることを目的とする。
展示内容：
展示構成として大きく2つのテーマを設けた。

テーマ1は「世界遺産ってなに？」と「北海道・
北東北の縄文遺跡群の価値」で、世界遺産の定義
や意義、縄文遺跡群の顕著な普遍的価値について
主に解説した。テーマ2は「縄文遺跡群と貝塚」
で、貝塚の定義、貝塚のはじまりと分布変遷、縄
文海進との関係、貝塚から分かること、貝塚と地
形環境、縄文遺跡群の貝塚の様相などについて解
説した。資料は伊達市北黄金貝塚、洞爺湖町入江

貝塚、洞爺湖町高砂貝塚、千歳市美々貝塚・千歳
市美々貝塚北遺跡、苫小牧市静川22遺跡から出
土した、土器、石器、骨角器、装身具類、動物遺
存体を展示し、時期による比較（ステージⅡa縄
文海進期とステージⅢa・ｂ冷涼期）と、地域に
よる比較（噴火湾と古勇払湾）を行い、貝塚から
みえる北海道の特色・地域性が理解できる展示と
した。
対象は主に小学校高学年～中学生として一般

的・平易な表現に努め、併せて高校生以上の来館
者層の興味・関心を高める内容を目指した。また
分かりやすく記憶に残る展示を目指し、イラスト
やジオラマなどビジュアルによる伝達を多く取り
入れた。配布物として展示内容（主に北海道縄文
遺跡群の貝塚の様相）を取りまとめた解説冊子を
作成した。
【展示構成】
1．世界遺産とは？
2．北海道・北東北の縄文遺跡群の価値
3．縄文遺跡群と貝塚　
⑴　貝塚とは？
⑵　貝塚からわかること
⑶　縄文遺跡群と貝塚－北海道の特色－
①縄文海進と貝塚、②北海道ではなにを食べ
た？、③環境変化への適応、④北海道の貝塚の変
遷、⑤生業活動の季節性、⑥貝塚と精神文化）
⑷　地域間で比べる－噴火湾と古勇払湾の貝塚－
4．北海道・北東北の縄文遺跡群の貝塚遺跡紹介
【展示資料】
伊達市北黄金貝塚資料39点（土器・石器・骨

角器・装身具・祭祀具・動物遺存体）
洞爺湖町入江貝塚資料63点（土器・石器・骨

角器・装身具・動物遺存体）
洞爺湖町高砂貝塚8点（土器・土製品・骨角器・

装身具）
苫小牧市静川22遺跡56点（土器・石器・骨角器・

装身具・動物遺存体）
千歳市美々貝塚6点（動物遺存体）
千歳市美々貝塚北遺跡102点（土器・石器）

総展示点数274点
※�動物遺存体は種類（魚類・貝類・哺乳類・糞石）
ごとに1点として算出。

［展示企画］　普及活用課主査　坂本　尚史

　イ、「北海道遺跡百選17」
　　　「札苅遺跡と澤谷コレクション」
展示期間：令和7年12月6日(土)～令和8年▲企画展示　「縄文遺跡群と貝塚」
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　　　　　2月22日(日)
会　場：常設展示室
目　的：10年ほど前に木古内町札苅の私設資料
館「澤谷民俗資料室」で見かけた入組三叉文が刻
まれた石製品が錨石といわれる石製品にみえた。
遺跡百選を企画するにあたり、木古内町札苅遺

跡に焦点を当て、過去の調査成果や代表的な出土
遺物にこの石製品を加え、当センターが理蔵する
錨石との比較展示や錨石の集成を行い、札苅遺跡
出土の石製品の評価を試みた。
内　容：
1　札苅遺跡と澤谷コレクション
・�札苅遺跡の位置と周辺遺跡の調査結果から札
苅遺跡の広がりを考察

・澤谷民俗資料室の紹介
２　札苅遺跡の発掘調査
・�北海道開拓記念館(現 北海道博物館)の開
館当時に津軽海峡周辺の文化交流史の追求な
どの目的で発掘された札苅遺跡の調査成果

３　札苅遺跡の祭祀遺物
・�土偶や石刀の展示と、札苅型石刀と呼ばれる
遺物が津軽海峡を挟んで分布する状況のパネ
ルを展示

４　錨石を考える
・�札苅遺跡出土の石製品の並びのパネルに錨石
と呼ばれる石製品の特長を解説

・�なぜ「錨石」と呼ばれるようになったか学史
的な解説と当センターの遺物の呼称を説明

・�札苅遺跡から出土した石製品は時期的な差と
分布地域の違いから現時点では錨石の範疇に
含むのは難しいとした

５　遺構から出土した錨石
・�近年の発掘調査でみつかった錨石を伴う墓や

土坑の写真を紹介。パネルは恵庭市西島松２
遺跡、千歳市梅川４遺跡、富良野市中五区３
遺跡のものを使用

６　札苅遺跡と特殊な土器
・�札苅遺跡の墓域の南側では完形品の壺や鉢型
土器が出土するのに対し、近年調査した札苅
7遺跡の水源の周囲から膨大な量の深鉢など
が検出され、それぞれの地点で異なる祭祀が
行われたと推測
・�札苅遺跡出土の鉢形土器や壷形土器が、時を
下るとともにどう変化するかを図で解説

展示資料
１　木古内町札苅遺跡資料
　　包含層出土
　　土偶・石刀・壺形土器・鉢形土器
　　　　　　　（木古内町教育委員会所蔵）
　　石製品　　（澤谷鉄矢所蔵）
２　木古内町新道４遺跡
　　包含層　石刀（木古内町教育委員会所蔵）
３　千歳市キウス５遺跡資料
　　包含層出土　錨石　
　　（道立埋蔵文化財センター収蔵）
４　千歳市梅川４遺跡資料
　　墓坑出土錨石　
　　（道立埋蔵文化財センター収蔵）
� 展示点数31点
［展示企画］普及活用課主任　土肥　研晶

　ウ、�公益財団法人北海道埋蔵文化財センター令
和6年度調査成果展

展示期間：令和7年3月22日（土）～5月25日（日）
目　的：公益財団法人北海道埋蔵文化財センター▲企画展示　「札苅遺跡と澤谷コレクション」

▲札苅遺跡出土壺形土器
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が令和6年度に行った発掘調査と整理作業の成果
を紹介する。 
展示場所：常設展示室
展示内容：展示遺物、解説パネル、図パネル、写
真パネル等で発掘調査成果の展示を行う。
【遺物展示とパネル展示で紹介】
千歳市美々4遺跡
（縄文時代後期末から晩期を主体とした土器・

石器・装身具・動物遺存体などの出土遺物を展示）
千歳市アンカリトー15遺跡
（縄文時代晩期後葉を主体とした土器・石器な

どの出土遺物を展示）
千歳市祝梅川山田遺跡（縄文時代後期を主体と

した土器・石器などの出土遺物を展示）
【パネル展示で紹介】
幕別町途別7遺跡
仁木町モンガクＣ遺跡
新ひだか町神森３遺跡
松前町福山城下町遺跡

［展示企画］　普及活用課主査　芝田　直人（令
和6年度普及活用課所属　令和7年4月第2調査
部第2調査課に異動）

　エ、�北の縄文　世界遺産　北海道・北東北の縄
文遺跡群展

会　期：�通年（令和７年4月1日～令和８年3月
31日）

目　的：令和3年7月に世界遺産となった「北東
北・北海道の縄文遺跡群」の内容について、主に
写真を用いて紹介する。
展示場所：ホール

［展示遺跡］
北海道：キウス周堤墓群、北黄金貝塚、入江・高
砂貝塚、鷲ノ木遺跡（関連資産）、大船遺跡、垣
ノ島遺跡
青森県：三内丸山遺跡、小牧野遺跡、是川石器時
代遺跡、亀ヶ岡石器時代遺跡、田小屋野貝塚、二
ツ森貝塚、大平山元遺跡、大森勝山遺跡、長七谷
地貝塚（関連資産）
岩手県：御所野遺跡
秋田県：大湯環状列石、伊勢堂岱遺跡
各地の動向の紹介、イベントの案内も併せて
行っている。
［展示企画］　普及活用課長　倉橋　直孝

▲令和6年度調査成果展 ▲北の縄文　
  世界遺産　北海道・北東北の縄文遺跡群展
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2　資料の特別利用等
⑴　特別利用

番号 利  用  者 利 用 目 的 利用期間 使用方法 利用資料名

1

石狩市教育委員会社会教育部
文 化 財 課　 課 長　 岩 本　 隆
行、学芸員　荒山　千恵、学
芸協力員　石橋　孝夫

いしかり砂丘の丘資料館
の特別展示に伴う資料調
査

令和7年
5月7日 閲覧・撮影

千歳市キウス4遺跡出土　漆塗木製
品（弓ほか）・樹皮製品＜北埋調報
134集　図Ⅳ-142-7～12＞　６点

2

東京都立大学人文社会学部歴
史学・考古学教室准教授　出
穂　雅実、オレゴン州立大学　
人 類 学 部　 教 授　Loren 
Davis、 オ レ ゴ ン 州 立 大 学　
人 類 学 部 客 員 准 教 授　Alex 
Nyer、ネバダ大学　人類学部　
教 授　Geoffry Smith、 ウ ィ
スコンシン大学　人類学部　
助教　飯塚文枝　

科学研究費補助金学術変
革領域研究(A)のB01
班「日本列島域にいたる
先史人類形成過程の解
明」に係る調査

令和7年
5月12日 閲覧・撮影

千歳市柏台1遺跡旧石器資料＜北埋
調報138＞一式。千歳市オルイカ2
遺跡旧石器資料＜北埋調報189・
221＞一式。千歳市ユカンボシC15
遺跡有舌尖頭器＜北埋調報133＞１
点。

3 南山大学人文学部教授　中尾　
央

科学研究費（学術変革領
域（A））「考古・人類学デー
タの多次元表彰とモデリ
ングによる文化動態の解
明」（代表：中尾央）に
係る土偶の三次元計測・
調査

令和7年
5月16日

閲覧・撮影・
複写

（三次元計測）

千歳市美々4遺跡　P-373出土の土
偶 ＜ 北 埋 調 報14　 図168-2 ＞ １
点。千歳市美々4遺跡　重文 動物
形土製品（複製）１点。函館市著保
内野遺跡　国宝 中空土偶（複製）１
点。新道4遺跡　土偶（複製）＜北
埋調報43　図Ⅷ-157-416＞１点。
千歳市キウス4遺跡　土偶＜北埋調
報157　 図165-86、167-113＞ ２
点。千歳市キウス5遺跡　土偶＜北
埋調報115　図Ⅵ-3-1-8＞１点。

4

東京都立大学人文社会学部歴
史学・考古学教室准教授　出
穂　 雅 実、 特 任 助 教　 大 谷　
薫、イギリス・エクスター大
学　教授　Linda Hurcombe、
イギリス・シェフィールド大
学　特別教授　Robin Dennell、
フランス・ボルドー大学　特
任助教　Pei　Qi

科学研究費補助金学術変
革領域研究(A)のB01
班「日本列島域にいたる
先史人類形成過程の解
明」に係る調査

令和7年
6月30日 閲覧・撮影 千歳市柏台1遺跡旧石器資料＜北埋

調報138＞一式。

5 小野寺　聡　 論文作成のため 令和7年
7月25日

閲覧・複写・
撮影

千歳市ユカンボシC15遺跡かんじき
と考えられる木製品　1点＜北埋調
報159『ユカンボシC15遺跡（4）』
図Ⅳ-81-394＞

6 清瀬市郷土博物館　山﨑　詩
乃 論文掲載 令和7年

7月29日 閲覧・撮影
千歳市アンカリトー7遺跡旧石器資
料2053点＜北埋調報268（未掲載
含む）＞

7 清瀬市郷土博物館　山﨑　詩
乃 論文掲載

令和7年
8月21日
から23日

閲覧・撮影
千歳市アンカリトー7遺跡旧石器資
料2053点＜北埋調報268（未掲載
含む）＞

8 鈴木　信 論文作成のため 令和7年
8月27日 閲覧・撮影

千歳市ママチ遺跡AP345出土矢柄研
磨器2点、AP361出土矢柄研磨器2
点、 計 ４ 点 ＜ 北 埋 調 報36　 図 Ⅲ
-122-57・53、図Ⅲ-127-1・2＞

9

幕別町教育委員会社会教育部
生涯学習課副主幹　有田　泰
浩・社会教育係主任　瀧川　
奈々・前北海道博物館学芸員　
小林　孝二・マクンベツアイ
ヌ文化伝承保存会　会長　廣
川　昌嘉・マクンベツアイヌ
文化伝承保存会　小川　史生

幕別町アイヌ施策推進事
業に伴う資料調査

令和7年
9月25日 閲覧・撮影

千歳市美々8遺跡出土建築部材　計
12点＜北埋調報102集　図Ⅳ-163
～168＞
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番号 利  用  者 利 用 目 的 利用期間 使用方法 利用資料名

10 清瀬市郷土博物館　山﨑　詩
乃 論文掲載に伴う資料調査 令和7年

10月16・17日 閲覧・撮影
千歳市アンカリトー7遺跡旧石器資
料＜北埋調報268（未掲載資料を含
む）＞　計2,053点

11 みどり市岩宿博物館　小菅　
将夫

常設展示改修の参考とす
るため

令和7年
10月24日 閲覧・撮影

千歳市柏台1遺跡旧石器資料＜北埋
調報138（掲載資料）＞、千歳市オ
ルイカ2遺跡旧石器資料＜北埋調報
189・221（掲載資料）＞、千歳市
祝梅川上田遺跡旧石器資料＜北埋調
報238・300（掲載資料）＞

12
東京都立大学人文社会学部歴
史学・考古学教室　准教授　
出穂　雅実

科学研究費補助金学術変
革領域研究(A)のB01
班「日本列島域にいたる
先史人類形成過程の解
明」に係る調査

令和7年
11月5日 閲覧・撮影 千歳市ユカンボシC15遺跡有舌尖頭

器　１点＜北埋調報133＞

13

東北大学 東北アジア研究セ
ンター教授　佐野　勝宏、東
京 都 立 大 学 人 文 社 会 学 部　
出穂　雅実、中国科学院古脊
椎動物・古人類学研究所　准
教授　陽　石霞・准教授　岳　
平・大学院生　盧　思斉、東
北大学大学院　文学研究科　
大学院生　吉田　真優・大学
院生　林　乃如

東北アジアにおける旧石
器時代資料の共同研究の
ため

令和7年
11月5日 閲覧・撮影

千歳市柏台1遺跡旧石器資料＜北埋
調報138（掲載資料）＞、千歳市オ
ルイカ2遺跡旧石器資料＜北埋調報
221（掲載資料）＞、千歳市キウス
５遺跡旧石器資料＜北埋調報299
（掲載資料）＞

14

東京都立大学人文社会学部歴
史学・考古学教室　准教授　
出穂　雅実、フランストゥー
ルーズ大学　博士課程後期　
ルーカス・ジキスタ

博士論文作成のため（指
導教員：フランス・トゥー
ルーズ大学教授ニコラ
ス・ テ イ サ ン デ ィ エ ー
ル、東京都立大学准教授
出穂雅実）

令和7年
11月25日から
12月5日まで

閲覧・撮影
千歳市柏台1遺跡旧石器資料＜北埋
調報138＞、千歳市オルイカ2遺跡
旧石器資料＜北埋調報189・221＞

15 北海道大学総合博物館准教授　
中沢　祐一 出土遺物の観察と記録 令和8年

2月5日 閲覧・撮影

千歳市柏台1遺跡旧石器資料（安山
岩製石器、石製品、礫）＜北埋調報
138　図Ⅴ-20～48＞千歳市アンカ
リトー7遺跡旧石器資料（石製品）
＜北埋調報268　図Ⅵ-23-279＞

16

北海道大学総合博物館准教授　
中沢　祐一、東京大学大学院
人文社会系研究科准教授　森
先　一貴、千歳市教育委員会
埋蔵文化財センター　直江　
康雄、北海道教育庁生涯学習
推進局文化財・博物館課　赤
井　文人、越前屋試錐工業株
式会社　松井　昭

出土遺物の観察と記録。
主 と し て ポ ー タ ブ ル
EDXRFによる遺物の元素
組成データの収集と形状
分析のための３Dスキャ
ン

令和8年
2月21・22日 閲覧・撮影

千歳市柏台1遺跡旧石器資料（安山
岩製石器、石製品、礫）＜北埋調報
138　図Ⅴ-20～48＞千歳市アンカ
リトー7遺跡旧石器資料（石製品）
＜北埋調報268　図Ⅵ-23-279＞

17 西脇　対名夫 令和8年
3月26日 閲覧・撮影

千歳市ママチ遺跡出土資料（舟形土
器）＜北埋調報9　図Ⅲ-129-5-
35～38＞４点、＜北埋調報36　図
Ⅲ-222-17～20＞４点、計８点

18 清瀬市郷土博物館　山﨑　詩
乃 論文掲載のため 令和8年

3月27～29日 閲覧・撮影
千歳市アンカリトー7遺跡旧石器資
料＜北埋調報268（未掲載含む）＞
2053点
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⑵　模写品等の刊行等の承認

番号 申  請  者 使 用 目 的 使用
方法 利用資料名・点数 申請書 承認書

1 株式会社 世界文化社カスタム
ビジネス部　関根　麻実子

世界文化社より発行の書
籍『増補改訂版 はじめて
の土偶』第４章「縄文人
の暮らし」掲載に使用

複写
木古内町幸連５遺跡で発見され
た長野県産の黒曜石の鏃の写真　
写真デジタルデータ　１点

令和7年
3月26日

令和7年
4月8日

2 根室市歴史と自然の資料館　
館長　松﨑　誉

根室市の縄文文化（パン
フレット）作成に使用 複写

北 埋 調 報170穂 香 竪 穴 群： カ
ラー図版6「２．動物意匠のあ
る土器」ほか　写真デジタル
データ６点

令和7年
4月1日

令和7年
4月8日

3 北海道大学大学院文学院　考古
学研究室　橋本　佳奈

第71回 考 古 学 研 究 会 総
会・研究集会ポスター発
表内容オンライン掲載に
使用

複写 千歳市美々8遺跡出土土器　写
真撮影　２点　

令和7年
4月8日

令和7年
4月17日

4 幕別町教育委員会
教育長　笹原　敏文

幕別町アイヌ文化拠点空
間施設（建設中）展示レ
プリカ作成に使用

複写
千歳市美々８遺跡出土（遺物番
号14317）の建材　レーザー
計測　１点

令和7年
4月16日

令和7年
5月12日

5 三笠市立博物館
館長　加納　学

特別展「北海道のアンモ
ナイト」における展示解
説パネルに使用

複写
千歳市美々４遺跡より出土した
アンモナイト化石写真　写真デ
ジタルデータ　１点

令和7年
4月17日

令和7年
5月12日

6 実教出版株式会社
代表取締役社長　小田　良次

『日本史探究　新訂版』
（高等学校用検定教科書
およびデジタル教科書）
に使用

複写 知内町湯の里４遺跡土坑墓写真　
写真デジタルデータ　１点

令和7年
4月22日

令和7年
5月12日

7 株式会社 世界文化社家庭画報
編集部　関根　麻実子

書籍『増補改訂版 はじめ
ての土偶』に使用 複写

千歳市美々4遺跡出土土偶写
真、函館市桔梗2遺跡出土シャ
チ形土製品写真　写真デジタル
データ　2点

令和7年
4月23日

令和7年
5月12日

8 千歳市教育委員会
教育長　佐々木　智

史跡キウス周堤墓群ガイ
ダンスセンター多目的ス
ペース掲示パネルに使用

複写
千歳市キウス4遺跡5H-1検
出写真他　写真デジタルデータ　
５点

令和7年
5月7日

令和7年
5月20日

9
北海道環境生活部文化振興課
縄文世界遺産推進室
室長　木内　武雄

教育旅行用冊子『じょも
る ん と じ ょ う も ん へ 』
（PDF）のWeb公開に使
用

複写 八雲町野田生１遺跡赤彩土器写
真　写真デジタルデータ　１点

令和7年
5月30日

令和7年
6月3日

10 株式会社アフロ
代表取締役　青木　紘二

小学生の塾教材内の書中
挿図に使用 複写

千歳市美々4遺跡ヒスイ製玉類
写真　写真デジタルデータ　１
点

令和7年
6月3日

令和7年
6月13日

11 東北放送株式会社　
事業局長　今井　敦

「世界遺産 縄文」宮城
展・京都展・群馬展開催
に伴う広報材（チラシ・
ポスター・テレビCM・
HP・SNS）、 展 示 図 録、
展示パネル等に使用

複写
千歳市美々4遺跡土偶写真、ヒ
スイ製玉類写真　写真デジタル
データ　２点

令和7年
6月3日

令和7年
6月13日

12 国立歴史民俗博物館　
館長　西谷　大

総合展示第５室・第６室
（近代・現代）リニュー
アルに伴い、リニューア
ル後の展示パネルに使用

複写
恵庭市西島松5遺跡P101号土
坑墓出土遺物写真　写真デジタ
ルデータ　１点

令和7年
6月4日

令和7年
6月13日

13 石狩市教育委員会
教育長　佐々木　隆哉

新 市 指 定 文 化 財 特 別 展
「紅葉山33号遺跡出土の
漆塗り弓（文様入り）」
の展示に使用

撮影・
複写

千歳市キウス４遺跡弓写真ほか　
写真撮影２点、写真デジタル
データ　２点

令和7年
6月11日

令和7年
6月19日
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14 恵庭市郷土資料館
館長　高野　隆司

北海道縄文のまち連絡会
主催「考古学カフェ」ポ
スターなどに使用

複写
恵庭市西島松５遺跡P439写真
ほ か　 写 真 デ ジ タ ル デ ー タ　
15点

令和7年
6月12日

令和7年
6月19日

15 株式会社山川出版社
代表取締役　野澤　武史

「日・英　くらべて読め
る　山川日本史」に使用 複写 苫小牧市美沢１遺跡出土石棒写

真　写真デジタルデータ　1点
令和7年
6月12日

令和7年
6月26日

16 北海道教育庁文化財・博物館課　
藤原　秀樹

奥尻町青苗砂丘遺跡現地
説明会資料に使用 複写

『奥尻町青苗砂丘遺跡』　図版
５-２ほか　写真デジタルデー
タ　7点

令和7年
7月8日

令和7年
7月16日

17 恵庭市郷土資料館　
館長　高野　隆司

企画展「特別公開2025　
カリンバ遺跡重要文化財
漆塗り装身具」及び「市
内遺跡ミニ展示　－西島
松５遺跡の連珠－」に使
用

複写
恵庭市西島松５遺跡P439写真
ほ か　 写 真 デ ジ タ ル デ ー タ　
15点

令和7年
8月8日

令和7年
8月19日

18 恵庭市郷土資料館　
館長　高野　隆司

重要文化財指定記念シン
ポ ジ ウ ム「 西 島 松 5 遺
跡」～古代恵庭の実像に
迫る～の『報告』、『展示』
及び『ポスター・チラシ』
に使用

複写
恵庭市西島松5遺跡完掘全景写
真ほか　写真デジタルデータ　
34点

令和7年
9月2日

令和7年
9月16日

19 恵庭市郷土資料館　
館長　高野　隆司

企画展「副葬された金属
製品～西島松5遺跡とユ
カンボシE7遺跡」に使
用

複写
恵庭市ユカンボシE7遺跡口絵
1写真ほか　写真デジタルデー
タ　41点

令和7年
10月3日

令和7年
10月9日

20 福岡市博物館
館長　長家　伸

『新修 福岡市史 ブック
レット・シリーズ④旧石
器・縄文時代 縄文時代の
タネとムシ』小畑弘己著
（発行：福岡市、編集：
福岡市史編集委員会編）
に使用

複写 千歳市美々４遺跡出土玉類写真　
写真デジタルデータ　１点

令和7年
10月6日

令和7年
10月14日

21 深澤　百合子
出 版 物 名：Landscape, 
Power and Ritualの 出 版
に使用

複写
美沢川流域の遺跡群ⅩⅩ　カ
ラー図版８ほか　写真デジタル
データ　４点

令和7年
10月14日

令和7年
10月24日

22 株式会社雄山閣
代表取締役社長　宮田　哲男

『季刊考古学　別冊47号　
特集：日本列島各地の磨
製石斧の変遷と技術』挿
図に使用

複写

函館市中野A遺跡（早期中葉）
出土　蛇紋岩原石・擦切残片・　
石斧など集合写真　写真デジタ
ルデータ　1点

令和7年
10月14日

令和7年
10月24日

23 木簡学会
会長　吉川　真司

『木簡研究』第47号掲載
及び同号のweb公開に使
用

複写
松前町福山城下町遺跡D14-1
木製品集中出土木札　写真デジ
タルデータ　5点

令和7年
10月28日

令和7年
11月6日

24 北海道教育庁文化財・博物館課　
藤原　秀樹

令和８年度恵庭市カリン
バ遺跡講演会での講演に
使用

複写
恵庭市西島松５遺跡P395検出
面遺物出土状況写真ほか　写真
デジタルデータ　75点

令和7年
10月31日

令和7年
11月5日

25 習志野市教育委員会
教育長　小熊　隆

「新版 習志野―その今と
昔（令和版）」（仮題）に
使用

複写
千歳市柏台１遺跡出土石製品
（刻みのある石製品）　写真転
載　１点

令和7年
11月7日

令和7年
11月17日

26 恵庭市郷土資料館
館長　高野　隆司

常設展「重要文化財 西島
松5遺跡出土品」に使用 複写

恵庭市西島松５遺跡P96完掘写
真ほか　写真デジタルデータ　
３点

令和7年
11月21日

令和7年
12月4日

27 恵庭市郷土資料館
館長　高野　隆司

『北海道西島松5遺跡出
土品　重要文化財パンフ
レット』に使用

複写
恵庭市西島松5遺跡口絵1写真
ほ か　 写 真 デ ジ タ ル デ ー タ　
16点

令和7年
12月1日

令和7年
12月9日
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28 東京法令出版株式会社
取締役　長坂　純

『Winning COM.-PASS
資料読解 日本史＜前近代
編＞』に使用

複写
遠軽町上白滝8遺跡出土細石刃
石器群写真　写真デジタルデー
タ　1点

令和7年
12月10日

令和7年
12月15日

29 北海道新聞社 報道センター　
田辺　優月

北海道新聞朝刊12月23
日記事に使用 複写

令和5年度千歳市美々4遺跡調
査状況写真　写真デジタルデー
タ　1点

令和7年
12月12日

令和7年
12月19日

30 山﨑　詩乃 『御堂島正先生古希記念
論集』（仮）に使用 撮影

千歳市アンカリトー7遺跡出土
石 器 写 真（ 報 告 書 掲 載 番 号
110,121,122　遺物番号1541, 
1060-376）　写真撮影　24点

令和7年
12月15日

令和7年
12月19日

31 相原　秀起
北海道新聞出版センター
刊行『新千歳空港100年
物語』に使用

複写
千歳市美々４遺跡周堤墓群写真
ほか　写真デジタルデータ　３
点

令和7年
12月19日

令和7年
12月25日

32 いしかり砂丘の風資料館
学芸員　荒山　千恵

連続講座「石狩大学博物
学部」のパワーポイント
画像に使用

複写
千歳市キウス４遺跡弓写真ほか　
写真撮影２点　写真デジタル
データ　２点

令和8年
1月15日

令和8年
1月19日

33 北海道教育庁文化財・博物館課　　
藤原　秀樹

北 海 道 博 物 館 主 催「 ス
トーンサークル・サミッ
ト2026」（仮称）での講
演に使用

複写
知内町湯の里５遺跡ストーン・
サークル写真ほか　写真デジタ
ルデータ　７点

令和8年
1月28日

令和8年
1月30日

34 相原　秀起
北海道新聞出版センター
刊「新千歳空港100年物
語」に使用

複写
千歳市ママチ遺跡土面出土状況
写真　写真デジタルデータ　１
点

令和8年
2月3日

令和8年
2月10日

35 恵庭市郷土資料館
館長　高野　隆司

「北海道西島松5遺跡出
土品重要文化財写真集」
に使用

複写
恵庭市西島松5遺跡完掘全景写
真ほか　写真デジタルデータ　
87点

令和8年
2月5日

令和8年
2月12日

36 湧別町教育委員会
教育長　阿部　勉

『川西シブノツナイ遺跡　
調査総括報告書』口絵に
使用

複写
湧別町シブノツナイ竪穴住居群
ドローン撮影画像　写真デジタ
ルデータ　１点

令和8年
2月12日

令和8年
2月24日

37
北海道縄文遺跡群ボランティア
ガイドの会
世話人代表　神野　貞志

北海道縄文遺跡群ボラン
ティアガイドの会設立3
周年記念講演会の周知用
資料に使用

複写 白滝遺跡群と北大雪連峰写真ほ
か　写真デジタルデータ　２点

令和8年
2月24日

令和8年
2月26日

38 北海道胆振総合振興局
局長　牧野　充

「北の縄文パネル展」の
展 示 パ ネ ル 及 び 振 興 局
HPに 掲 載 す る パ ン フ
レット（ファイル形式：
PDF）に使用

複写 厚真町朝日遺跡遠景写真　写真
デジタルデータ　７点

令和8年
2月24日

令和8年
2月26日

39 北海道大学総合博物館　
中沢　祐一

学会発表において参考画
像資料として提示に使用 複写

千歳市柏台１遺跡ブロック９刻
みのある石製品出土状況写真　　
写真デジタルデータ　１点

令和8年
3月17日

令和8年
3月26日
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1

国立アイヌ民族博物館
館 長　 野 本　 正 博　
様、バルセロナ市文化
遺産局長バルセロナ文
化研究所（ICUB）　所
長　ジャウメ・ムニョ
ス・ジョフレ　

国立アイヌ民族博
物館とバルセロナ
民族学・世界文化
博 物 館（Museu 
E tno lòg i c  i  de 
Cultures del Món, 
MuEC）が共催す
る展覧会プロジェ
ク ト「Aynu. An 
I n d i g e n o u s 
Culture of Japan
（アイヌ：日本の
先住民族文化）」
で展示に使用

令和7年11月1日か
ら令和8年6月30日
まで（273日間）

千歳市キウス4遺跡出土縄文土器　
１点、千歳市キウス5遺跡出土縄
文土器

令和7年
9月18日

令和7年
9月25日

2

北海道環境生活部文化
局文化振興課縄文世界
遺産推進室
室長　木内　武雄

「 北 の 縄 文 展
2025 in 標茶」に
て展示に使用

令和7年11月11日か
ら令和8年3月19日
まで（129日間）

千歳市キウス9遺跡出土遺物（石
器）７点、千歳市キウス4遺跡出
土遺物（土器、石器、土・石製品）　
13点、千歳市美々4遺跡出土遺
物（土石製品）5点、計25点

令和7年
10月20日

令和7年
10月27日

3 千歳市教育委員会
教育長　佐藤　勇

千歳市埋蔵文化財
センター体験学習
会「玦状耳飾りを
つくろう」におけ
る参加者の実物観
察に使用

令和8年2月5日から
令和8年2月10日ま
で（6日間）

千歳市美々5遺跡　玦状耳飾り１
点　 ＜［ 図12-7］ 北 埋 調 報 3　
美沢川流域の遺跡群Ⅳ＞、千歳市
キウス5遺跡出土玦状耳飾り１点　
＜［図版Ⅳ-26-8］北埋調報104　
千歳市キウス5遺跡（2）＞、千
歳市キウス5遺跡出土玦状耳飾り
１点＜［図版Ⅳ-26-9］北埋調
報104　 千 歳 市 キ ウ ス 5 遺 跡
（2）＞、計３点

令和8年
1月27日

令和8年
1月28日

4 国立アイヌ民族博物館
館長　野本　正博

国立アイヌ民族博
物館特別展示室に
展示するため

令和8年2月17日か
ら令和8年6月30日
（134日間）

千歳市美々４遺跡出土縄文土器片　
１式

令和8年
1月23日

令和8年
2月12日

5 国立歴史民俗博物館
館長　西谷　大

総合展示第1展示
室（先史・古代）
において展示する
ため。

令和8年4月1日から
令和9年3月31日
（365日間）

千 歳 市 オ サ ツ16遺 跡 出 土 資 料　
6点、千歳市柏台１遺跡出土資料　
12点、千歳市祝梅川上田遺跡出
土資料　5点、千歳市ユカンボシ
C9遺跡出土資料　1点、千歳市
ユカンボシC15遺跡出土資料　1
点　計25点

令和8年
1月27日

令和8年
2月4日

6
独立行政法人国立科学
博物館　
館長　篠田　謙一

国立科学博物館の
常設展示に展示す
るため

令和8年4月1日から
令和9年3月31日
（365日間）

千歳市柏台1遺跡出土顔料　ほか
３点、千歳市オルイカ2遺跡出土
細石刃核　ほか６点、計9点

令和8年
2月6日

令和8年
2月13日

7

北海道環境生活部文化
局文化振興課縄文世界
遺産推進室
室長　木内　武雄

「縄文回廊」展示
のため

令和8年3月31日か
ら令和9年3月31日
まで（366日間）

千歳市キウス４遺跡出土土器1
点、千歳市美々４遺跡出土石棒２
点、計3点

令和8年
2月18日

令和8年
2月24日

8 国立アイヌ民族博物館
館長　野本　正博

国立アイヌ民族博
物館基本展示に出
品するため

令和8年4月1日から
令和9年3月31日
（365日間）

千歳市キウス4遺跡出土土器ほか
14点

令和8年
3月4日

令和8年
3月17日
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9 千歳市教育委員会　
教育長　佐藤　勇

千歳市教育委員会
埋 蔵 文 化 財 セ ン
ター　常設展示の
ため

令和7年4月1日から
令和8年3月31日
（365日間）

北埋調報86　千歳市ユカンボシ
C2 遺 跡 土 器［ 図 版48（H3-
13）］、土器［図版49（H4-22）］、
土器［図版50（H4-23）］、計３
点

令和8年
3月18日

令和8年
3月23日
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３　講座等の開催
⑴　一般道民対象の講座
　ア、�「キーワードで読み解く北海道・北東北の

縄文遺跡群４」「北海道・北東北の環状列石」
日　時：令和７年７月26日(土)13：30～15：30
講　師：�北秋田市観光文化スポーツ部文化スポー

ツ課世界遺産係長　榎本　剛治
参加者：81名
内　容：環状列石は約4,000年前に成立し、選地・
平場造成・石材収集・運搬・配石・埋葬という複
雑な工程を伴う大規模建造物であり、従来の「寒
冷化による人口減少」説では説明できない社会的
組織力を示す。伊勢堂岱遺跡では多様な石材利
用、道路状遺構、掘立柱建物跡、再葬土器棺墓な
どが確認され、祖先祭祀・共同儀礼の場としての
機能が明確となった。また、奄美群島の蔵骨器研
究手法を縄文土器棺に応用し、土器棺の形態や加
工痕から埋葬実態を推定する試みも示された。さ
らに遺跡保存の経緯やストーンヘンジなど海外の
世界遺産との比較も含めて、地域活用の事例を紹
介し、環状列石を「心の糧」とする文化的価値を
説明した。

　イ、�「北海道と東北の交流を読む２」「墓制から
みた古代の東北・北海道」

日　時：令和７年９月27日(土)13：30～15：30
講　師：青森県埋蔵文化財調査センター総括主幹
　　　　木村　高
参加者：57名
内　容：縄文時代以来続く北方文化の南下は、弥
生時代末〜古墳時代中期に最も顕著となり、とり
わけ青森県域に北海道系要素をもつ墓が集中する
点が特徴的である。弥生時代前期の宇田野（２）

遺跡では北海道産黒曜石製石鏃の副葬が確認さ
れ、中期の板子塚遺跡から出土した石鏃は、苫小
牧市ニナルカ遺跡出土資料と酷似し、続縄文文化
系の多量の石鏃副葬がみられる。また、宇鉄遺跡
では恵山式土器や魚形石器など、北海道系文化を
示す遺物と弥生文化の碧玉製管玉が墓に伴うた
め、南北文化の交流がわかる。弥生後期には稲作
の衰退とともに弥生文化要素が急減し、続縄文文
化に近い様相へと変化する。古墳時代に入ると住
居跡、建物跡が検出されず、集落の様相は現状わ
かっていない。後北式・北大式土器を伴う墓が東
北各地に広がり、袋状ピットを備えた北海道系の
墓制が展開する。森ヶ沢遺跡では、続縄文文化と
古墳文化の副葬品が併存し、両文化の接触がうか
がえる。最終的に、続縄文系墓制は田久保下遺跡
などの事例から古墳時代後期に終息し、「末期古
墳」へ直接つながるものではないと考えられる。

　ウ、「縄文人に挑戦」
日　時：令和７年10月25日(土)13：30～15：30
講　師：普及活用課主任　土肥　研晶
参加者：19名
内　容：縄文時代前期の貝塚出土（白老町虎杖浜
２遺跡）の動物遺存体の分類に挑戦し、分類の方
法や、出土している動物の大きさ、数量を体感し
てもらい、当時の狩猟（漁労）の技術や環境につ
いての理解を深める。
準　備：参加者が直接分類するサンプルには、水
洗済み・分類集計後のものを使用した。土壌水洗
したままのサンプルには大量の有珠ｂ降下軽石
（Us-b1663年降下）や現代のゴミ（プラスチッ
ク片、ガラス片、金属片、植物の根）などが大量
に含まれるため、これら混入物を取り除いて提供

▲北海道・北東北の環状列石　榎本講師 ▲墓制からみた古代の東北・北海道　木村講師
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した。また、細かい遺物を分類するため、会場の
テーブルにＺライトを設置した。
当日陳列した標本類は直接触れられるようにし

たが、鰭脚類の手足など、並びが複雑なものは、
ボードにタコ糸で固定するなどの処置を施した。
講座は、貝類、ウニ、魚類、動物の順に選別を

進めたが、時間が足りず、魚類・哺乳類の分類が
不十分に終わったことを反省する。

　エ、�「北海道と東北の交流を読む４」「古代にお
ける北海道と東北の交流」

日　時：令和８年1月24日(土)13：30～15：30
講　師：�岩手県滝沢市埋蔵文化財センター総括主

査　井上　雅孝
参加者：60名
内　容：北東北では、在地の弥生文化・南からの
古墳文化・北からの続縄文文化が交錯し、赤穴式
土器（弥生土器）・塩釜式土器（土師器）・後北
C2-D式土器（続縄文土器）、三文化の土器が同時
に出土する事例が確認される。これらは折衷・模

倣といった多層的な文化変容を示す。また、５世
紀前半の宇田型甕や7世紀前半の北大Ⅲ式土器な
ど、継続性を欠く交流も認められ、広域的な移動・
交流の存在を示唆する。６世紀、７世紀と続縄文
文化とは継続的な交流は続けていたが、続縄文土
器が出土しないため、断絶したように見える。な
ぜ再び古墳時代後期（７世紀前半）に続縄文土器
（北大Ⅲ式）が出現したかは、現状わかっていな
い。さらに12世紀の平泉無量光院跡では擦文土
器が出土している。擦文土器とロクロかわらけ
は、同一の粘土の可能性が高く、擦文人が当地で
土器を製作した可能性が高いと考えられる。

▲縄文人に挑戦　土肥講師

▲縄文人に挑戦　分類サンプル

▲縄文人に挑戦　トド　オス　右手骨格標本

▲古代における北海道と東北の交流　井上講師
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　オ、�「比べてわかる道内の竪穴群４」「東北地方
の集落遺跡と北海道の竪穴住居跡群」

日　時：令和８年３月７日(土)13：30～15：30
講　師：元是川縄文館専門調査員　宇部　則保
参加者：63名
内　容：東北では7世紀以降、律令国家の北上と
ともに城柵が設置され、奈良時代は、秋田市付近
から宮城県北部まで、平安時代前半は、秋田県北
部米代川流域から岩手県三陸沿岸南部までが律令
国家であり、それより北部は蝦夷地域だった。文
献史料から、津軽蝦夷、渡島蝦夷などの呼称がみ
られる。北海道や青森県では、現在でも多数の竪
穴が窪地として確認され、北海道では、２万３千
か所ほど。青森県全体1800か所ほどが数えられ
ている。両地域に共通する竪穴住居の構造とし
て、方形の平面形、主柱穴が４本、カマドと煙道
の型式があげられる。東北北部の古代集落は
1,756か所、発掘された竪穴住居13,000軒以上が
調査されている。７世紀代は、北上川中流域、馬
淵川流域、三陸沿岸部に目立ち、日本海側は遺跡
が少ない。８世紀代は、津軽地方の丘陵地、北海
道石狩低地帯や道南部に集落がみつかっている。
９世紀前半は、胆沢平野で竪穴住居が増加し、馬
淵川流域で減少傾向にある。９世紀後半は、馬淵
川流域、三陸沿岸部で集落、竪穴住居数が増加す
る。10世紀前半は、東北北部全体、特に津軽地
域で著しく増加し、竪穴・掘立併用建物の集落が
現れる。10世紀後半は、竪穴住居の分布に変化
が生じ、蝦夷地域に偏った分布となる。堀や大溝
を伴う集落(環濠集落、防御性集落、囲郭集落)
が出現する。東北北部と北海道では、７.８世紀
の交流として、竪穴住居と末期古墳に共通性がみ
られる。特に竪穴住居のカマドは、地域的なつな

がりを示す要素であり、8世紀の青森県鯵ヶ沢町
金沢街道沢1遺跡、秋田市後城遺跡、横手市釘貫
遺跡など日本海側の集落は、南東向きのカマド
で、北海道の札幌市K435遺跡、千歳市末広遺跡、
祝梅三角山遺跡なども同様である。擦文文化の竪
穴住居づくりの技術伝播は、東北太平洋側のほ
か、秋田～津軽方面からの影響も受けているよう
である。

⑵　児童生徒学生対象の体験型講座
　ア、「こども考古学教室」
　　　まいぶん遺跡探検隊（第１次）
　　　縄文土器のヒミツを探れ！
日　時：令和７年８月２日（土）13：30～15：30
講　師：普及活用課主任　村田　大
参加者：15名
内　容：「縄文土器のヒミツを探れ！」と題し、
縄文原体の作成および施文の体験を3部構成で実
施した。
第1部の「縄文土器のもようのヒミツを探れ！」

では、縄文原体の発見などの解説とサンプルの縄
文原体をほどいてみることで、原体の作成方法の
理解を深めた。
第2部は、縄文原体の作成と施文の体験を行っ

た。また、縄文土器には多様な文様があり、縄文
原体以外の施文具なども紹介した。
第3部は、バックヤードツアーとして、展示収

蔵庫および展示室で、文様を中心に土器を実見
し、持参したカメラやスマートフォンで撮影した。
ツアー後は、研修室で講座の要点をまとめた「探

検手帳」により、事業内容を振り返った。縄文土
器の見方が変わったとの声をいただいた。

▲東北地方の集落遺跡と北海道の竪穴住居跡群
　宇部講師 ▲まいぶん遺跡探検隊（第１次）
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　イ、「こども考古学教室」
　　　まいぶん遺跡探検隊（第2次）
　　　縄文土器のヒミツを探れ！
日　時：令和７年8月９日（土）13：30～15：30
講　師：普及活用課主任　土肥　研晶
参加者：17名
内　容：土器の接合復元体験をとおして埋蔵文化
財への関心を高めることを目的としている。
前半は縄文土器についての解説したのち、実際

の復元土器に触れてみる体験を行った。
後半は、予め割れた状態の同一個体土器を用い

て土器の接合・復元体験を行った。体験に使用し
た土器は、江別土器の会より提供された模造品で
ある。
このほか探検手帳も配布し、出来上がった土器

の写真を貼付し、展示室の近い時期の土器の写真
と並べて時期と型式名を記入できるようにした。

　ウ、「こども考古学教室」
　　　親子ガラス玉つくり教室
日　時：令和７年11月15日（土）13：30～15：30
講　師：遠軽町教育委員会　瀬下　直人
参加者：17名
内　容：巻付け法によるガラス玉つくり教室を実
施した。内容は①製作方法・注意事項に関する座
学、②講師実演、③ガラス玉つくり体験、④製作
体験の振り返り、⑤ガラス玉模様付け体験（トン
ボ玉）、⑥ガラス玉の歴史講座、⑦徐冷したガラ
ス玉の回収であった。ガラス玉つくりでは子供一
人もしくは大人二人につきガスバーナーを一つ設
置し、保護者には子供のサポートをお願いした。
2時間ほどの間で、一人につき5～7個程度のガ
ラス玉と1つ程度のトンボ玉を製作した。参加し

た子供達は普段扱うことがないガスバーナーの使
用や、製作難易度の高いガラス玉つくりに緊張し
ながらも真剣に取組んでいた。特に④の製作体験
の振り返りは、失敗や成功の理由を考えることで
次の製作へ向けての改善点を見つけ出す機会とな
り、自分で考え実践する効果的な学習が行われて
いた。

　エ、「こども考古学教室」
　　　まいぶん遺跡探検隊（第3次）
　　　火おこしに挑戦！
日　時：令和８年1月10日（土）13：30～15：30
講　師：普及活用課主査　坂本　尚史
参加者：15名
内　容：教室は座学と体験学習の二部構成とし、
親子での参加をお願いした。
　第一部は謎解き型式の座学「人と火の歴史を探
れ」で、①火と人類の歴史、②火がもたらす恩恵、
③火おこしの方法について学習した。また謎解き
だけではなく、人間が火を使った証拠にはどんな
ものが考えられるか、火が起きるメカニズムにつ
いても問いかけ、考察してもらい、解説につなげ
た。さらに収蔵資料である千歳市ユカンボシC15
遺跡出土の火おこし具（アイヌ文化期）を対話形
式で観察し、資料の形状や焼け焦げの状態につい
て会話を通して気付きを促がした。
第二部は体験学習の「火おこしに挑戦」で、回

転摩擦式の①きりもみ式、②弓ぎり式、③ひもぎ
り式、④舞いぎり式と、⑤火花式の火おこしを親
子で協力して行った。参加者は懸命に火おこしに
取組み、きりもみ式をのぞく4つの方法で着火に
成功していた。
先史古代の人びとも家族を核に構成された地域

▲まいぶん遺跡探検隊（第2次）　復元の様子 ▲親子ガラス玉つくり教室
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社会で、知識や技術、しきたりなどを伝達・共有
していたと考えられる。親子で話し合い協力して
行う体験は、家庭での学習振り返りや埋蔵文化財
をテーマにした会話につながることが期待され
る。

　オ、「こども考古学教室」
　　　まいぶん遺跡探検隊（第4次）雪中歩行体験
　　　�雪国の縄文人・古代人の暮らしはどのよう

なものだったかを想像してみよう
日　時：令和８年1月17日（土）13：30～15：30
講　師：普及活用課主任　村田　大
参加者：15名
内　容：積雪地域の縄文人・古代人の暮らしはど
のようなものだったのかを想像してもらうことを
目的とし、3部構成で実施した。
第1部は、当時の暮らしを想像する素材とし

て、積雪地域の博物館・郷土館などの冬の展示、
住居や衣服、食料や狩猟などの資料、過去の記録
に残る雪国の冬の生活の様子を紹介した。
積雪地域の主な移動手段である「かんじき」の

出土例を紹介し、当センターの発掘調査で出土し
た、千歳市美々8遺跡と千歳市ユカンボシC15遺
跡出土遺物（道立センター収蔵）を会場で展示し
た。美々8遺跡の出土品は重要文化財であるた
め、適切な温湿度管理のもとで実見した。
第2部は、かんじきの作成を行った。使用した

資材は、身近で手に入るものを目的としたため、
所謂「100円ショップ」で購入したレジャー椅子
と荷造りひもを使用した。
第3部は、参加者が作成したかんじきでの雪中

歩行体験を通じて、冬季も活動可能なことを実感
してもらった。雪国の縄文人・古代人は冬も積極

的に活動していたことが理解できたとの感想をい
ただいた。

⑶　児童生徒対象の出前講座
　ア、事業目的
完全学校週5日制に対応して、土曜日や日曜日

の休日に、市町村教育委員会との連携の下で、子
供たちにとってわかりやすく地域の歴史や文化を
説明するとともに、それらを大切にする心を養
い、体験学習を通して豊かな人間性や多様な個性
を育むことを目的とする。
これまで、道立センター内で行ってきた考古学

教室を、全道の市町村に出向いて地元教育委員会
と連携を図って実施することにより、市町村独自
の事業実施の契機となるよう努めている。

　イ、事業内容
（ア）地域の遺跡を学ぶ
　　　―実物に触れてみよう―
地元市町村出土の遺物や北海道立埋蔵文化財セ

ンター保管の土器・石器類に触れてもらいなが
ら、地元市町村の埋蔵文化財についての説明を行
う。また、埋蔵文化財センター紹介のビデオ『遺
跡ってなーに』を鑑賞する。
（イ）体験学習
子供たちの歴史・文化に対する関心を高めるた

めに、縄文時代等にアクセサリーとして使用され
ていた「勾玉」を、滑石を材料にして、製作する。
体験メニューとして、このほか「ミニ土器づく

り」、「ミニチュア土偶つくり」、「遺跡地図つくり」
なども行っている。
50ページの表のとおり９か所で実施した。

▲まいぶん遺跡探検隊（第３次） ▲まいぶん遺跡探検隊（第４次）
　雪中歩行体験の様子
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⑷　教育連携講座
小学校、中学校、大学等を対象とする体験型教

育連携講座を、51、52ページの表の通り30回実
施した。火おこし・勾玉作り・ミニチュア土器づ
くり・拓本体験学習、収蔵庫・展示収蔵庫・展示
室などの見学などを内容とする。
また、北海道教育委員会からの依頼により、平

成25年度から「道立埋蔵文化財センター活用学
習のための指導者研修」（夏・冬季休業期間分、
教職員対象）を実施している。令和７年度に関し
ては、夏季に２名、冬季に３名参加があった。

⑸　一般道民対象の講演会
　ア、�春季講演会「北海道と東北の交流を読む１」

「古代の文献史料から北海道と東北の交流
を読む」

日　時：令和７年５月24日(土)13：30～15：30
講　師：北海道大学アイヌ・先住民研究センター
　　　　准教授　蓑島　栄紀
参加者：69名
内　容：続縄文期（3～5世紀）には東北地方太
平洋側を中心に続縄文土器が出土し、北海道の文
化が南下し、交流が進んだ。さらに、5世紀には
岩手県角塚古墳の造営、古墳文化の集落、中半入
遺跡が営まれるなど、大和政権の影響が北上し、
東北北部地域で「北からの文化」と「南からの文
化」の交流がみられる。７世紀には『日本書紀』
に阿倍比羅夫の北征が記され、北海道との交流の
初見とされる。また、産物としては、ヒグマ皮や
昆布など北方産物は国家的威信を示す重要な資源
となり、特に三陸沿岸の閉伊地方は、製鉄・海産
資源を背景とする北方交流の拠点であり、『続日
本紀』に記される最古の昆布産地であった。８世
紀後半以降、三十八年戦争などを契機に太平洋側
ルートが衰退し、秋田城を中心とする日本海側
ルートが主流となり、北海道との交易が再編され
ていった。

　イ、�秋季講演会「北海道と東北の交流を読む３」
「古墳時代における北海道と東北の交流―
岩手県中半入遺跡の調査から―」

日　時：令和７年11月29日（土）13：30～15：30
講　師：岩手県立博物館参事兼企画課長兼資料
　　　　課長　高木　晃
参加者：59名
内　容：中半入遺跡からは、首長居館とされる方
形区画遺構、導入期のカマド、大和王権直轄の陶

邑産を含む大量の須恵器、東北最古段階のウマの
歯が出土しており、畿内や北関東との強い政治
的・技術的連関が示された。特筆すべきは、105
号住居跡を筆頭とする皮革加工の工房跡である。
ここでは続縄文文化の伝統を汲む方割石や黒曜石
製スクレイパーがセットで出土し、組織的な生産
と流通の存在が認められた。また、久慈産コハク
の加工拠点としての性格も併せ持つ。近隣の角塚
古墳は最北の前方後円墳で、中半入遺跡と同時期
に成立し、福島・北関東との文化的つながりや、
続縄文文化由来の技術の影響も確認され、角塚古
墳や中半入遺跡が所在する胆沢扇状地エリアは、
南北文化の接点として重要な地域であったことが
明らかとなった。

⑹　�公益財団法人北海道埋蔵文化財セン
ター令和６年度調査報告会

日　時：令和7年4月19日（土）13：30～16：30
内　容：公益財団法人北海道埋蔵文化財センター

▲秋季講演会　高木講師

▲春季講演会　蓑島講師
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が令和6年度に行った発掘調査と整理作業の最新
の成果を紹介する報告会である。報告遺跡と講師
は以下の通りである。
1．幕別町 途別7遺跡　
　　　第1調査部第2調査課　富永　勝也
2．新ひだか町 神森3遺跡　
　　　第1調査部普及活用課　土肥　研晶
3．仁木町 モンガクC遺跡　
　　　第2調査部第1調査課　末光　正卓
4．松前町 福山城下町遺跡　
　　　第2調査部第1調査課　山中　文雄
5．千歳市 アンカリトー15遺跡　
　　　第2調査部第2調査課　影浦　覚
6．千歳市 祝梅川山田遺跡　
　　　第2調査部第2調査課　影浦　覚
7．千歳市 美々4遺跡　
　　　第1調査部第2調査課　福井　淳一

4　協力
⑴　職場体験
江別市教育委員会の依頼によるキャリア教育事

業（中学生の職場体験）は、51ページの表のと
おり12名受け入れた。

⑵　博物館実習
大学の依頼により博物館実習の学生を51ペー

ジの表のとおり４名受け入れた。

5　�周辺施設・大学・諸機関との
連携

江別市から札幌市北東部に所在する各文化施設
や大学と、以下の連携を行っている。各連携参加
状況等については48ページの表のとおり。　

⑴　文京台地区道立教育3施設連携
江別市文京台地区にある北海道立図書館、北海
道立教育研究所、北海道立埋蔵文化財センター
が、今後さらに地域に根ざし、開かれた「施設」
を目指すため、平成15年から連携事業を行って
いる。今年度は活動していない。

⑵　かるちゃるnet
新札幌から江別市南西には社会教育的文化施設
が集中し、地域に暮らす人たちにとって恵まれた
環境にある。各文化施設は地域文化の向上や知的
財産の継承など重要な役目を担っているが、財政
の悪化により運営・事業の見直しを迫られ、取り
巻く情勢は厳しさを増している。このような状況
を踏まえ、各施設が協力・連携を強化し、意見交
換・連携事業・広報事業などの実施を協議する場
として結成された。
平成21年に北海道がイオン北海道㈱との包括
的連携協定を締結する際に北海道開拓記念館が企
業側に提案した「道の教育・文化施設の広報活動
への協力・協働事業」を基礎とする。

　ア、秋のイベント「発見・体験　文化の秋　～
　　　遊ぼう！学ぼう！あつべつ・えべつ～」
日　時：令和７年９月28日（日）10：00～20：00
場　所：サンピアザ光の広場
内　容：各施設を紹介するパネル展と参加可能な
施設担当者によるワークショップの実施、触れる
展示の常設コーナーを設置した。合わせて、各施
設の広報資料を配布した。

　イ、施設紹介パネル展
日　時：令和８年１月18日（日）10：00～20：00
場　所：サンピアザ光の広場
内　容：各施設の紹介パネルを展示して、広報資
料を配布した。

　ウ、2025年度スタンプラリー
開催期間：令和8年３月20日(金・祝)～
　　　　　令和8年４月11日(土)
　　　　　※時間は各施設の開館時間内
スタンプ設置場所：かるちゃるnet加盟施設
記念品交換場所：３施設
・札幌市青少年科学館（新さっぽろエリア）
　景品数250
・北海道立埋蔵文化財センター（野幌森林公園
　エリア）景品数150▲令和６年度調査報告会
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▲まなびの広場出前展示

名　　　　　称 文京台地区道立教育3施設連携 かるちゃるnet のっぽろ11ネット
江別市郷土資料館 ○
江別市スポーツ振興財団 ○
野幌自治会 ○
北海道情報大学 ○
野幌中学校 ○
江別市セラミックアートセンター ○ ○
野幌総合運動公園事務所 ○
酪農学園大学 ○
北海道立図書館 ○ ○
北海道立教育研究所 ○
北海道立文書館 ○
札幌学院大学 ○
北翔大学 ○
北海道立埋蔵文化財センター ○ ○ ○
自然ふれあい交流館 ○
道立自然公園野幌森林公園
北海道博物館 ○
北海道開拓の村 ○ ○
サンピアザ水族館 ○
札幌市青少年科学館 ○

周辺施設との連携参加一覧

・江別市郷土資料館（江別エリア）景品数150
内容：かるちゃるnet（文化施設連絡協議会）加
盟館で連携し、GW期間を見据えた春休み期間を
中心に、施設の周知を図り、併せて集客の相乗効
果を図るイベント。10施設中、5館のスタンプ
を押したら記念品を1つ贈呈、８施設のスタンプ
を押したら、さらに記念品を1つ贈呈するルー
ル。春休み期間に実施したため、多くの家族連れ
が各施設へ来館した。

⑶　のっぽろ11ネット
今年度は活動していない。

⑷　�北海道生涯学習協会　まなびの広場
出前展示「公益財団法人北海道埋蔵
文化財センター令和6年度調査成果
展」

期　間：令和7年9月1日（月）～9月16日（火）
会　場：�（公財）北海道生涯学習協会情報交流広場

（まなびの広場）
内　容：道民への学習情報の提供を体系的に行う
「まなびの広場」を活用して、北海道立埋蔵文化
財センターの生涯学習への取り組みや、公益財団
法人北海道埋蔵文化財センターの調査成果などを
展示・発表することを主眼とする。今年度は、公
益財団法人北海道埋蔵文化財センターが令和6年
度に実施した発掘調査と整理作業の成果を、解説
パネル、写真パネル、図パネル、出土遺物を展示
して紹介した。紹介遺跡は千歳市美々4遺跡、同
アンカリトー15遺跡、同祝梅川上田遺跡、仁木

町モンガクＣ遺跡、新ひだか町神森3遺跡、松前
町福山城下町遺跡、幕別町途別7遺跡の7つの遺
跡である。この内美々4遺跡からは、墓坑や盛土
遺構から出土した注口土器、装身具、石棒、土・
石製品資料などを展示したほか、出土状況や資料
を詳細に解説したパネルも併設して見学者の興味
関心を高める工夫を施した。
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6　利用状況
⑴　入館者数一覧
　ア、月別入館者数

開館日数 大 人（男性） 大 人（女性） 子  供 合  計
6年度 7年度 前年度

比（％） 6年度 7年度 前年度
比（％） 6年度 7年度 前年度

比（％） 6年度 7年度 前年度
比（％） 6年度 7年度 前年度

比（％）
4月 25 26 104.0% 285 466 163.5% 265 603 227.5% 302 849 281.1% 852 1918 225.1%
5月 26 27 103.8% 276 390 141.3% 226 293 129.6% 185 347 187.6% 687 1030 149.9%
6月 26 25 96.2% 288 243 84.4% 180 189 105.0% 189 156 82.5% 657 588 89.5%
7月 27 27 100.0% 290 389 134.1% 223 310 139.0% 250 271 108.4% 763 970 127.1%
8月 27 27 100.0% 244 418 171.3% 334 596 178.4% 430 767 178.4% 1008 1781 176.7%
9月 25 24 96.0% 226 306 135.4% 228 261 114.5% 136 226 166.2% 590 793 134.4%
10月 28 27 96.4% 339 224 66.1% 290 187 64.5% 268 113 42.2% 897 524 58.4%
11月 24 25 104.2% 299 255 85.3% 297 202 68.0% 262 140 53.4% 858 597 69.6%
12月 24 24 100.0% 181 251 138.7% 165 156 94.5% 137 102 74.5% 483 509 105.4%
1月 23 23 100.0% 232 207 89.2% 199 207 104.0% 199 272 136.7% 630 686 108.9%
2月 22 23 104.5% 165 150 90.9% 143 97 67.8% 146 61 41.8% 454 308 67.8%
3月 22 22 100.0% 312 256 82.1% 289 235 81.3% 370 254 68.6% 971 745 76.7%
合計 299 300 100.3% 3137 3555 113.3% 2839 3336 117.5% 2874 3558 123.8% 8850 10449 118.1%

　イ、平成11年から令和7年度までの月別入館者数
（ア）【平成11年から17年度までの月別入館者数】

11 12 13 14 15 16 17 ①計
4月 758 656 545 538 831 595 3923
5月 709 453 656 1081 964 716 4579
6月 652 621 808 1299 1054 858 5292
7月 527 303 633 922 828 1124 4337
8月 673 388 662 789 747 851 4110
9月 544 374 631 762 1020 727 4058
10月 650 302 649 991 1027 773 4392
11月 1988 467 659 445 836 669 618 5682
12月 687 286 326 669 505 330 318 3121
1月 593 218 411 287 229 189 240 2167
2月 366 129 240 212 270 187 189 1593
3月 469 221 362 297 331 296 366 2342
合計 4103 5834 5095 6494 8553 8142 7375 45596

（イ）【平成18年から令和7年度までの月別入館者数】
指定管理者1期 指定管理者2期 指定管理者3期

18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29
4月 830 669 904 1192 799 920 1244 1201 1150 969 1103 1143
5月 1440 1228 1403 1978 1755 1223 1127 1359 967 991 1330 1405
6月 768 1099 1150 934 1597 1277 1143 1360 1207 1345 1527 1555
7月 1138 1425 1126 1537 1117 1278 1243 1590 1296 1100 1689 1165
8月 1238 1517 1267 1370 982 1230 1727 1809 1291 1709 1257 1511
9月 790 907 768 1169 995 1110 1018 1242 825 1178 988 1113
10月 945 939 1267 1120 1214 839 1019 1382 903 910 758 819
11月 669 627 653 745 794 539 736 714 686 911 720 748
12月 232 536 488 577 370 423 426 411 344 513 431 433
1月 462 633 488 516 344 379 551 603 413 685 763 683
2月 226 329 450 374 268 286 405 524 283 542 361 466
3月 329 528 549 472 511 696 654 622 381 706 866 843
合計 9067 10437 10513 11984 10746 10200 11293 12817 9746 11559 11793 11884

期合計 42001 45056 44982

指定管理者4期 指定管理者5期 ②合計 ①②合計30 31・元 2 3 4 5 6 7
4月 1005 920 250 636 670 683 852 1918 19058 22981
5月 1485 1476 100 311 887 712 687 1030 22894 27473
6月 1554 1314 342 123 739 718 657 588 20997 26289
7月 1107 1042 589 755 749 909 763 970 22588 26925
8月 1518 1121 600 369 789 984 1008 1781 25078 29188
9月 726 1050 740 0 723 792 590 793 17517 21575
10月 912 745 771 966 798 709 897 524 18437 22829
11月 944 760 476 421 627 640 858 597 13865 19547
12月 616 591 238 237 382 424 483 509 8664 11785
1月 724 789 253 239 318 487 630 686 10646 12813
2月 480 459 388 163 285 280 454 308 7331 8924
3月 939 0 392 396 480 637 971 745 11717 14059
合計 12010 10267 5139 4616 7447 7975 8850 10449 198792 244388

期合計 32032 34721
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　ウ、企画展示期間中の入館者数
展 示 タ イ ト ル 期  間 入館者数

（公財）北海道埋蔵文化財センター令和６年度調査成果展 3月22日（土）～5月25日（日） 3,449
「北海道・北東北の縄文遺跡群４」展 7月12日（土）～9月28日（日） 3,200
「北海道遺跡百選17」展 12月6日（土）～令和8年2月22日（日） 1,301

特別展示期間中の入館者数合計 7,950
北の縄文　世界遺産　北海道・北東北の縄文遺跡群展 4月1日（火）～令和8年3月31日（火） 10,449

　エ、一般道民対象の講座
事     業     名 実 施 日 参加人数

「キーワードで読み解く北海道・北東北の縄文遺跡群４」「北海道・北東北の環状列石」 7月26日(土) 81
「北海道と東北の交流を読む２」「墓制からみた古代の東北・北海道」 9月27日(土) 57
「縄文人に挑戦」 10月25日(土) 19
「北海道と東北の交流を読む４」「古代における北海道と東北の交流」 1月24日(土) 60
「比べてわかる道内の竪穴群 4」「東北地方の集落遺跡と北海道の竪穴住居跡群」 3月7日(土) 63

計 280

　オ、児童生徒学生対象の体験型講座
年 月 日 曜 事   業   名 参加人数

1
令和7年

8 2 土 まいぶん遺跡探検隊（第1次）縄文土器のヒミツを探れ！ 15
2 8 9 土 まいぶん遺跡探検隊（第2次）縄文土器のヒミツを探れ！ 17
3 11 15 土 親子ガラス玉つくり教室 17
4

令和8年

1 10 土 まいぶん遺跡探検隊（第3次）火おこしに挑戦！ 15

5 1 17 土
まいぶん遺跡探検隊（第4次）
雪中歩行体験　雪国の縄文人・古代人の暮らしはどのようなものだったかを想像
してみよう

15

計 79

　カ、児童生徒対象の出前講座
市町村 実 施 場 所 実施日 担当 備         考 参加人数

1 共和町 共和町かかし古里館 6月7日（土）坂本・村田・
土肥 考古学教室出前講座として実施 7

2 長沼町 長沼町役場会議室 6月21日（土）倉橋・村田・
土肥

長沼町教育委員会令和７年度土曜日の学習支援
活動「縄文文化と郷土史跡めぐり」午前の部と
して実施

21

3 中標津町 中標津町立丸山小学校
体育館 7月1日（火） 村田・土肥 丸山小学校授業として実施 42

4 釧路市 釧路市立桜が丘中学校
視聴覚室 7月18日（金） 坂本・村田 桜が丘中学校授業として実施 33

5 余市町 余市町立旭中学校多目
的室 7月23日（水） 坂本 旭中学校授業として実施 30

6 留萌市 留萌市海のふるさと館 8月16日（土） 坂本 考古学教室出前講座として実施 7

7 知内町 知内町郷土資料館ふれ
あい工房 10月26日（日） 倉橋 知内町郷土資料館講座として実施 12

8 岩内町 岩内地方文化センター 11月8日（土） 坂本 わいわいウィークエンド「考古学教室出前講
座」として実施 55

9 千歳市 千歳市埋蔵文化財セン
ターレクチャールーム 12月13日（土） 坂本 考古学教室出前講座として実施 10

計 217

　キ、講演会
年 月 日 曜 事   業   名 参加人数

1 令和７年 5 24 土 春季講演会「北海道と東北の交流を読む １」
「古代の文献史料から北海道と東北の交流を読む」 69

2 令和７年 11 29 土 秋季講演会「北海道と東北の交流を読む ３」
「古墳時代における北海道と東北の交流－岩手県中半入遺跡の調査から－」 59

計 128

　ク、報告会
年 月 日 曜 事   業   名 参加人数

1 令和７年 4 19 土 １　公益財団法人北海道埋蔵文化財センター令和６年度調査報告会 62
計 62
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　ケ、博物館実習
学  校  名 受 入 期 間 備     考 受入人数

1 札幌学院大学・北翔大学 7月15日(火)～18日(金）、
7月22日(火)～25日(金）

展示・図書に関する作業、体験
学習での教材づくり 4

計 4

　コ、講師派遣
市町村 実 施 場 所 実施日 担当 備         考 参加人数

1 興部町 北海道立興部高等学校 6月11日(水)　 立田 「遺跡と遺物を活用した総合的な探求の時
間（地域巡検）」講師 10

2 余市町 余市町立東中学校 9月5日（金） 坂本 「町内の埋蔵文化財及び余市式土器の授
業」講師 26

3 余市町 北星学園余市高等学校 9月5日（金） 坂本 「遺跡地図作り」講師 6

4 千歳市 千歳市埋蔵文化財センター 9月27日（土） 坂本 文化財普及啓発事業体験学習会「縄文まつ
り」講師 30

5 札幌市 三幸学園飛鳥未来中等部・
初等部札幌教室 10月14日（火） 倉橋 北海道石狩振興局令和７年度「小中・高校

等への出前講座・体験学習」講師 8

6 余市町 北星学園余市高等学校 10月17日（金） 坂本 「貝輪作り」講師 6

7 千歳市 北ガス文化ホール（千歳市
民文化センター）大ホール 11月16日（日） 坂本

ちとせ縄文フォーラム2025秋「外から見
た・感じた縄文遺跡群の魅力を再発見！　
～日本・世界の世界遺産と比べて～」講師

41

8 江別市 大麻公民館視聴覚室 11月18日（火） 倉橋 大麻手話の会例会における講話ならびに体
験学習講師 30

9 余市町 北星学園余市高等学校 11月21日（金） 坂本 「耳飾り作り」講師 6

10 小樽市 小樽市立塩谷小学校 12月18日（木） 坂本 令和７年度「北海道ふるさと教育・観光教
育等推進事業」に係る推進校の活動講師 14

11 上ノ国町 上ノ国町総合福祉センター　
ジョイ・じょぐら 1月17日（土） 坂本 文化財普及啓発事業講師 20

12 余市町 北星学園余市高等学校 1月23日（金） 坂本 「勾玉作り」講師 6
13 江別市 えぽあホール 2月19日（木） 倉橋 令和７年度江別市聚楽学園定例学習会講師 110

計 313

　サ、職場体験
学  校  名 受 入 期 間 備     考 受入人数

1 江別市立江陽中学校 令和7年9月10日、11日（水、木）

実習の内容は、無料体験学習「縄文工房」
の準備作業など。

2
2 江別市野幌中学校 令和7年9月10日、11日（水、木） 2
3 江別市立大麻中学校 令和7年10月21日、22日（火、水） 2
4 江別市立江別第三中学校 令和7年10月21日、22日（火、水） 2
5 江別市立大麻東中学校 令和7年10月23日、24日（木、金） 2
6 江別市立中央中学校 令和7年10月28日、29日（火、水） 2

計 12

　シ、教育連携講座
（ア）小学校

年 月 日 曜 団体名・見学・体験等 人　数
1

令和7年

5 8 木 江別市立上江別小学校６年生施設見学体験学習（男性3名、女性2名、こども89名、計94名） 94
2 6 19 木 札幌市立小野幌小学校施設見学体験学習（男性2名、こども29名、計31名） 31
3 6 24 火 東神楽町立東神楽小学校修学旅行（男性6名、女性5名、こども29名、計40名） 40
4 7 1 火 札幌市立小野幌小学校施設見学体験学習②（男性2名、こども28名、計30名） 30
5 7 4 金 札幌市立小野幌小学校施設見学体験学習③（男性1名、女性1名、こども30名、計32名） 32
6 12 2 火 江別市立文京台小学校かがやき学級親子レク（男性4名、女性10名、こども8名、計22名） 22

計 249

（イ）中学校
年 月 日 曜 団体名・見学・体験等 人　数

1
令和7年

6 19 木 江別市立江陽中学校１年生校外学習（6名） 6
2 9 11 木 室蘭養護学校中等部体験学習（男性9名、女性２名、こども10名、計21名） 21
3 9 30 火 由仁町立由仁中学校１年生施設見学・体験学習（男性3名、女性3名、こども45名、計51名） 51

計 78
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（ウ）大学
年 月 日 曜 団体名・見学・体験等 人　数

1

令和7年

4 25 金 札幌学院大学大塚先生地域文化演習A講義利用（男性14名、女性5名、計19名） 19
2 5 14 水 札幌学院大学大塚先生考古学A講義利用（男性22名、女性17名、計39名） 39
3 5 15 木 札幌学院大学大塚先生博物館資料論講義利用（男性17名、女性5名、計22名） 22
4 5 23 金 札幌学院大学国際交流課タイチェンマイ大学施設見学体験学習（男性9名、女性１2名、計21名） 21
5 5 25 日 北翔大学短期大学部菊地先生「社会」講義利用（男性3名、女性１名、計4名） 4
6 6 27 金 北翔大学野口先生「専門演習Ⅰ」講義利用（女性9名） 9
7 7 2 水 札幌学院大学大塚先生考古学A講義利用②（男性18名、女性15名、計33名） 33
8 7 3 木 札幌学院大学大塚先生博物館資料論講義利用②（男性17名、女性4名、計21名） 21
9 7 6 日 北翔大学短期大学部菊地先生社会科指導法（男性1名、女性10名、計11名） 11
10 7 29 火 札幌学院大学大塚先生博物館実習講義展示見学（男性１名、女性３名、計4名） 4
11 7 29 火 北海道大学文学部中澤先生考古調査士集中講義施設見学（男性１名、女性３名、計4名） 4
12 10 21 火 札幌学院大学大塚先生博物館経営論①（男性９名、女性５名、計14名） 14
13 10 28 火 札幌学院大学大塚先生博物館経営論②（男性９名、女性５名、計14名） 14
14 11 8 土 札幌国際大学高倉先生「考古学」「地域学習Ⅰ」講義利用（男性14名、女性5名、計19名） 19
15 11 26 水 北翔大学小杉先生博物館情報メディア論①（男性3名、女性９名、計12名） 12
16 12 3 水 北翔大学小杉先生博物館情報メディア論②（男性2名、女性8名、計10名） 10
17 12 5 金 札幌学院大学菊地先生「自然地理学概説」（男性41名、女性9名、計50名） 50
18 12 5 金 札幌学院大学菊地先生「人文地理学概説」（男性27名、女性4名、計31名） 31
19 12 10 水 北翔大学小杉先生博物館情報メディア論③（男性2名、女性8名、計10名） 10
20 12 17 水 北翔大学小杉先生博物館情報メディア論④（男性3名、女性6名、計9名） 9
21 令和8年 1 28 水 札幌学院大学国際交流課施設見学・体験学習（男性9名、女性15名、計24名） 24

計 380

⑵　団体利用者対応
　ア、児童団体関連

年 月 日 曜 団　　　体　　　名 人　数

1

令和7年

4 1 火 放課後等デイサービス「こんぱす」縄文工房利用（男性5名、女性2名、こども
8名、計15名） 15

2 4 1 火 放課後等デイサービス「わくわくキッズ笑」縄文工房利用（男性2名、女性1名、
こども8名、計11名） 11

3 4 2 水 児童デイサービス「ゆうあい」縄文工房利用（男性1名、女性3名、こども10名、
計14名） 14

4 4 2 水 児童デイサービス「ぬくもりの森」縄文工房利用（男性2名、女性4名、こども
8名、計14名） 14

5 4 2 水 児童デイサービス「クオレ文京台」縄文工房利用（女性3名、こども4名、計7名） 7

6 4 2 水 児童デイサービス「ここみクラブ」縄文工房利用（男性2名、女性4名、こども
12名、計18名） 18

7 4 3 木 （株）ライフ「なないろ」縄文工房利用（女性3名、こども4名、計7名） 7

8 4 3 木 児童デイサービス「moreプラス」縄文工房利用（男性2名、女性1名、こども
7名、計10名） 10

9 4 4 金 放課後デイサービス「harmonia2」縄文工房利用（男性1名、女性2名、こども
10名、計13名） 13

10 4 8 火 通所支援事業所「ほほ笑み」縄文工房利用（男性1名、女性3名、こども5名、
計9名） 9

11 4 8 火 小規模多機能ホーム「ゆめみの」縄文工房利用（男性1名、女性4名、計5名） 5

12 4 8 火 児童デイサービス「輝エース」縄文工房利用（男性2名、こども2名、計4名） 4

13 4 26 土 児童デイサービス「めぶき」縄文工房利用（男性3名、女性3名、こども15名、
計21名） 21

14 4 26 土 児童デイサービス「アロハ」縄文工房利用（男性1名、女性2名、こども10名、
計13名） 13

15 4 29 火 児童デイサービス「ベリーベリーもあ」縄文工房利用（男性1名、女性1名、こ
ども7名、計9名） 9

16 7 23 水 児童デイサービス「ここる」縄文工房利用（男性2名、女性1名、こども7名、
計10名） 10

17 7 25 金 児童デイサービス「きらきら江別」縄文工房利用（男性2名、女性2名、こども
6名、計10名） 10

18 8 6 水 児童デイサービス「ここる」縄文工房利用（男性2名、女性2名、こども7名、
計11名） 11
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19

令和7年

8 6 水 児童通所支援センター「クオレ月寒」縄文工房利用（男性1名、女性4名、こど
も8名、計13名） 13

20 8 7 木 森の子児童センター夏休みイベント縄文工房利用（女性2名、こども１３名、計
15名） 15

21 8 7 木 児童発達支援「てらこやキッズ」縄文工房利用（女性4名、こども9名、計13名） 13

22 8 7 木 放課後等デイサービス「こもれび」縄文工房利用（男性2名、女性3名、こども
11名、計16名） 16

23 8 8 金 児童デイサービス「りあきっずneo」縄文工房利用（女性4名、こども7名、計
11名） 11

24 8 19 火 児童デイサービス「てらこやキッズ」縄文工房利用（女性4名、こども6名、計
10名） 10

25 8 19 火 児童デイサービス「コンパス」縄文工房利用（男性1名、女性4名、こども7名、
計12名） 12

26 8 19 火 児童デイサービス「ごーるでんえっぐ野幌Ⅲ」縄文工房利用（男性1名、女性1名、
こども4名、計6名） 6

27 8 21 木 放課後等デイサービス「みっけ」縄文工房利用（男性1名、女性3名、こども10
名、計14名） 14

28 8 23 土 放課後等デイサービス「きずな大麻」縄文工房利用（男性1名、女性2名、こど
も6名、計9名） 9

29 8 23 土 放課後等デイサービス「アミティエ米里」縄文工房利用（男性2名、女性1名、
こども5名、計8名） 8

30 9 6 土 放課後等デイサービス「子どもの森アウルジョイ」展示見学（男性1名、女性2名、
こども8名、計11名） 11

31 9 6 土 放課後等デイサービス「アミティエ東苗穂」展示見学（男性1名、女性3名、こ
ども6名、計10名） 10

32 9 26 金 児童デイサービス「きらきら江別」施設見学（男性2名、女性2名、こども5名、
計9名） 9

33 10 4 土 児童デイサービス「ウエルネス」展示見学（男性２名、女性２名、こども１０名、
計14名） 14

34 10 18 土 放課後等児童デイサービス「こころ」展示見学（男性4名、女性1名、こども13
名、計18名） 18

35 11 15 土 児童デイサービス「あすな仲間」施設見学（男性2名、女性3名、こども6名、
計11名） 11

36 12 20 土 児童デイサービス「パプリカ」施設見学（男性1名、女性2名、こども9名、計
12名） 12

37 12 26 金 放課後等デイサービス「ごーるでんえっぐ野幌Ⅲ」縄文工房利用（男性2名、女
性1名、こども5名、計8名） 8

38 12 27 土 児童デイサービス「ファーストクラス」縄文工房利用（女性3名、こども7名、
計10名） 10

39

令和8年

1 6 火 北都幼稚園施設見学・縄文工房利用（男性1名、女性３名、こども25名、計29名） 29

40 1 7 水 児童通所施設「moreぷらす」縄文工房利用（男性3名、女性6名、計９名） 9

41 1 9 金 児童デイサービス「そらいろの森」縄文工房利用（女性2名、こども4名、計6名） 6

42 1 10 土 児童発達支援「てらこやキッズクラブ」縄文工房利用（女性2名、こども4名、
計6名） 6

43 1 10 土 児童デイサービス「こんぱす」縄文工房利用（男性1名、女性1名、こども8名、
計10名） 10

44 1 14 水 児童発達支援「てらこやキッズクラブ」縄文工房利用（女性3名、こども7名、
計10名） 10

45 1 24 土 児童デイサービス「あんあんclass豊平ルーム」施設見学（女性3名、こども5名、
計８名） 8

46 3 26 木 児童デイサービス「ぐりんかれっじ白石」縄文工房利用（女性3名、こども7名、
計10名） 10

47 3 26 木 児童デイサービス「はぴねすキッズステップ」縄文工房利用（女性3名、こども
7名、計10名） 10

48 3 27 金 児童デイサービス「ひだまり」縄文工房利用（男性1名、女性5名、こども10名、
計16名） 16

49 3 31 火 児童デイサービス「More ぷらす」縄文工房利用（女性2名、こども6名、計8名） 8

計 553
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　イ、そのほかの団体
年 月 日 曜 団　　　体　　　名 人　数

1

令和7年

4 9 水 小規模多機能ホーム「ゆめみの」縄文工房利用（女性4名、計4名） 4

2 4 11 金 小規模多機能ホーム「ゆめみの」縄文工房利用（男性1名、女性7名、計8名） 8

3 6 15 日 岩見沢視力障害者福祉協会施設見学体験学習（男性8名、女性16名、計24名） 24

4 6 28 土 北広島市市民大学2年生施設見学（男性4名、女性7名、計11名） 11

5 7 31 木 道新文化センター札幌教室越田先生施設見学（男性4名、女性6名、計10名） 10

6 8 17 日 大麻南自治会イベント体験学習（男性9名、女性7名、こども9名、計25名） 25

7 9 26 金 千歳若返り学園花園学級施設見学（男性2名、女性27名、計29名） 29

8 10 17 金 合同会社「まだん」展示見学（男性３名、女性５名、計８名） 8

9 11 29 土 CBツアーズ施設見学体験学習（男性3名、女性8名、計11名） 11

10 令和8年 2 5 木 デイサービス「らいふてらす厚別東棟」施設見学（男性４名、女性3名、計7名） 7

計 137
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7　講演会要旨
⑴　春季講演会
　　�「北海道と東北の交流を読む1」「古

代の文献史料から北海道と東北の交
流を読む」

講師：�蓑島　栄紀　氏（北海道大学アイヌ・先住
民研究センター准教授）

＜はじめに＞
みなさま、こんにちは。お休みの日に多くの方

たちにお集まりいただき、ありがとうございま
す。ただいま、ご紹介いただきました蓑島と申し
ます。私は、ただいまのご紹介にもありましたと
おり、文字で書かれた文献史料を元に古代史を研
究してきました。ただし、北海道や東北など、文
献史料の少ない地域の研究をしておりますので、
考古学についても多く勉強させていただき、研究
に盛り込んでまいりました。

本日も、これまで研究をしてきた文献史料と考
古学の知見を交えた内容をお話していきます。

考古学の知見については、若いころから鈴木常
務をはじめ、北海道埋蔵文化財センターのみなさ
まに、いろいろご教示をいただいてきました。

本日の講演会は、「北海道と東北の交流を読む」
シリーズの第1回目としまして、比較的古い、古
墳時代、続縄文時代のお話から、飛鳥時代、奈良
時代くらいまでをお話しするよう、ご依頼されて
おります。

私の方では、「古代の文献史料から北海道と東
北の交流を読む」という講演題をつけさせていた
だきました。なかなか、文献史料だけで、北海道
と東北の交流を読むということは難しいのです
が、考古学の成果とも合わせて考えていきます
と、新たにみえてくるものもございます。そのあ
たりをお話していけると良いと考えております。

特に産物の話は、比較的文献史料に登場しやす
い内容です。北海道の産物が、都でも求められて
いることが史料にみられます。また、ルートの問
題は、どのような地域が拠点となって交流をして
いたのか、その実態にかかわります。

本日のお話の焦点は、産物とルートにあてて、
お話していきたいと思います。

＜Ⅰ）北方交流史をめぐるルートの問題＞
北方交流史をめぐるルートの問題ということ

で、最初にざっくりと大まかなお話をさせていた
だきたいと思います。

8～9世紀、10～12世紀、13～15世紀と分け
てお示ししましたが、それぞれの時期にその地域
の交流しかないというわけではありません。あく
まで、各時期の主なルートを示したとお考え下さ
い。

＜8～9世紀：秋田城＞
8～9世紀には、日本海側の秋田城が拠点に

なっていました。のちほどお話しますが、そのほ
かのルートもありましたが、この時期には、秋田
城を中心とするルートがかなり重要だったようで
す。

多賀城のように、日本古代国家が東北地方の古
代蝦夷の地に領土を広げていく中で、設置した拠
点を城柵といいます。その中で、秋田城は一番北
側にあたります。

この地に「渡嶋エミシ」として文献史料には登
場する人たちが来訪します。

「渡嶋」は北海道を指すのではないか、と以前
から指摘されてきました。そうであれば、「渡嶋
エミシ」は、擦文文化の人たちを指すのではない
かと考えられます。概ねその解釈でよいだろう
と、私も考えております。

8～9世紀には、擦文文化の人たちと、秋田城
を拠点としての東北地方の人たちとの交流があっ
たといえます。

▲図１　各時期の主なルート
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＜10～12世紀：津軽外ヶ浜＞
10～12世紀になりますと、津軽外ヶ浜、現在

の青森市周辺、津軽半島の内側、陸奥湾に面する
地域が、交流の中心になります。ここで、北海道
の擦文文化の人々と交流し、このルートが奥六
郡、奥州藤原氏の平泉までつながっていたようで
す。岩手県の内陸部を拠点とする安倍氏や清原氏
や、のちには奥州藤原氏のような、北の交易に権
益をもっていた勢力が、北海道との交流を行って
いました。

＜13～15世紀：津軽十三湊＞
奥州藤原氏は、12世紀末、源頼朝によって滅

ぼされます。その後、13～15世紀には、津軽の
日本海側、岩木川河口の十三湖という湖付近を拠
点とした交流ルートが栄えます。この地、十三湊
を拠点に、執権北条氏の家臣である安藤氏（安東
氏）が台頭してきます。安藤氏（安東氏）は、「蝦
夷管領」と呼ばれ、「蝦夷の沙汰」、つまり北海道
との交易権を掌握していました。

繰り返しますが、各時期、このルートばかりと
いうことではありませんが、概ね、主なルートと
してこれらがあげられるとお考え下さい。

それでは、それ以前やその他のルートはどのよ
うになるのか。みていきましょう。

＜続縄文文化の北海道から本州北部への南下（3
～5世紀）＞

続縄文文化期のお話は、今年度の連続講座講演
会シリーズで青森県や岩手県の考古学専門の先生
からもお話があると思います。

続縄文文化期の後半期、3世紀から5世紀にか
けては、北海道から東北地方に南下するかたち
で、かなり続縄文文化の遺物が分布するようにな
ります。

●で示したところが、少し古いデータになりま
すが、続縄文文化の土器が出土した地点です。遠
くは新潟県や福島県からも出土しているのがわか
ります。

新潟県からも出土しているので、日本海側の分
布も皆無ということではありませんが、図でみる
ように、日本海側の分布は、これまでの調査結果
では薄いようにみえます。

それに比べると、太平洋側は濃密に分布してお
り、特に海岸線に沿って、分布が広がっているの
がわかります。

また、馬淵川から北上川沿いに、内陸にも分布

が広がっているのも特徴のひとつといえそうで
す。

道埋文センターの鈴木常務も、これらの研究に
も関わられています。

まだ律令制国家が成立する以前の、3～5世紀
時点で、北海道～東北の在地社会での伝統的な交
流ルートは、太平洋側がメインだったのではない
かと考えられます。

もうひとつ考えなければならないことは、この
ような南下するルートに対して、大和王権という
か、倭国というか、そちらの側の対応はいかなる
ものであったか。

南下する続縄文文化と、北上する古墳文化は、
東北地方の広範囲でクロスしていました。

特に前方後円墳は、大和王権と交流がある地域
の首長がつくる墓として考えられます。前方後円
墳のつくられる分布域は、基本的には山形県や宮
城県の南部あたりまでになります。

＜5世紀後半の古墳文化の北上＞
ただし、5世紀に1つだけ、現在の岩手県に前

方後円墳、角塚古墳がつくられます。5世紀は一
時的に前方後円墳の分布が北に伸びるのです。こ
の背景が問題になります。

最北の前方後円墳である角塚古墳は、岩手県奥
州市胆沢に位置します。のちに三十八年戦争があ
り、そこで坂上田村麻呂と戦うアテルイが本拠地
にしていたのが胆沢で、角塚古墳は、5世紀後半
に築造され、全長が45ｍ。円筒・人物・馬・鳥
などの埴輪が出土しており、かなり本格的な前方
後円墳といえます。「最北」に位置し、単発的な
古墳です。誰が、どのような経緯で造営したのか、
が問題になっています。

▲図２　東北地方の後北C2・D式土器の分布
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角塚の近くには、秋季講演会で高木先生がお話
することになっております、岩手県の中半入遺跡
という古墳時代のムラの遺跡があります。

古墳文化の集落であるにもかかわらず、中半入
遺跡からは、毛皮の加工などに利用する黒曜石製
のラウンドスクレイパーが出土し、続縄文文化の
北大Ⅰ式土器もみつかっています。

北海道方面につながる毛皮交易ルートを押さえ
た豪族がこの角塚古墳のような前方後円墳をつ
くったのではないかと考えてみたくなります。

＜角塚古墳造営の背景＞
角塚古墳造営時期の様相については、文献史料

からも少しわかることがあります。そのひとつ
は、『宋書』倭国伝「倭王武の上表文」です。倭
の五王、讃・珍・済・興・武は、中国側からその
ように認識された名前です。

相次いで、倭国の5人の王様が、当時、分裂し
ていた中国の、南方の、宋に使いを送りました。

なぜ、中国の皇帝に使いを送ったのか。
当時大和王権、倭国としては、鉄が必要不可欠

でした。鉄の産地は朝鮮半島です。倭国は安定し
て鉄を供給したいのですが、当時、朝鮮半島の北
部にあった高句麗が強大化して、倭国と対立して
いました。その高句麗が南下してきたわけです。

この状況は、朝鮮半島から倭国への鉄の安定供給
が妨げられる可能性が高い。そのため、倭国は、
高句麗と対立するわけです。そうした中で、中国
の権威を借りようということで、倭国の王は5世
紀に中国へ使者を送るわけです。中国と外交を
し、高句麗をけん制してもらおうとするわけです。

倭王「武」は、『日本書紀』にみられる雄略天皇、
日本風の諡名では、ワカタケル大王にあたると推
定されています。478年5月、倭王「武」は、中
国南朝の宋の順帝に上表文を奉り、自分の先祖以
来の功績を主張し、大和王権の朝鮮半島での権益
を認めてもらい、高句麗南下の脅威をけん制しよ
うとしました。その史料には、以下の文がありま
す。

封国は偏遠にして藩を外に作す。昔から祖彌（そ
でい）躬（みずか）ら甲冑を環（つらぬ）き、山
川を跋渉（ばっしょう）し、寧処（ねいしょ）に
遑（いとま）あらず。東は毛人を征すること、
五十五国。西は衆夷を服すること六十六国。渡り
て海北を平らぐること、九十五国・・・（『宋書』
倭国伝）

（自分の国は遠いけれども、先祖以来、王様がみ
ずから鎧をきて、山川を駆け巡って、暇なく戦っ
ている。東は、毛人を征すること五十五国、西は
衆夷を服すること六十六国、渡りて海北を平ぐる
こと九十五国。）

これほどの領土拡大を行ってきたのは、中国の
ためである、大きな功績であると言っているので
す。

「東は、毛人を征すること五十五国」と史料に
あります。「毛人」という言葉は、中国の文献に
も出てくる用語です。いわゆる「えみし」を指す
古い時代の言葉のようです。

古くは「毛人」と書いて、「えみし」と読んで
おり、7世紀くらいに「蝦夷」と書いて、「えみし」
と読むように変化していきます。

中国の『宋書』には、仮名の註はなく、「毛人」
が「えみし」と読まれていたかは、確定できませ
んが、他の史料の例からも、「毛人」が「えみし」
を指す可能性は高いと考えられています。

「東は、毛人を征すること五十五国」と書かれ
ている時期は、角塚古墳造営の時期と重なりま
す。角塚古墳のように東北北部に一時期、大和王
権とつながる前方後円墳がつくられる、その時代

▲図３　岩手県角塚古墳
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背景、政治的な背景は、上記のような5世紀の倭
王権の勢力伸長と関連する可能性が考えられま
す。

＜埼玉県行田市　稲荷山古墳出土鉄剣銘＞
倭王「武」は、「大泊瀬幼武天皇」（オオハツセ

ワカタケ天皇）、すなわち雄略天皇にあたると考
えられています。ワカタケル大王については、国
宝にもなり、今日教科書にも載っている重要な出
土遺物が知られています。埼玉県行田市稲荷山古
墳から出土した鉄剣に、金の象嵌で文字が記され
ており、辛亥の年の7月にこれを書いたとあり、
辛亥の年は471年にあたると考えられています。

この辛亥の年が、471年だとすると、『宋書』
倭国伝にみられる記述が478年、角塚古墳の造営
も5世紀後半ということで、ワカタケル大王、雄
略天皇の時期で、すべて近接する時期のお話です。

鉄剣の銘に「獲加多支鹵大王」（ワカタケル大
王）とあり、『日本書紀』に「大泊瀬幼武天皇」（オ
オハツセワカタケ天皇）と記されていることか
ら、雄略天皇にあたると考えられています。

＜5世紀段階の倭国の「天下」意識＞
鉄剣銘にはさらに、「獲加多支鹵大王寺在斯鬼

宮時」と書かれています。ワカタケル大王の役所
がシキの宮にあったとき、「吾れ、天下を左治す」
とあります。この鉄剣をつくらせたのは、上祖・
オホヒコの子孫、オワケの臣で、代々、「杖刀人
の首」として大王に仕えたと言っています。オホ
ヒコは、のちに説明します阿倍氏の神話的始祖と
考えられています。杖刀人とは、武官です。「吾れ、
天下を左治す」という表現から、大王の治める「天
下」という認識が存在していたことがわかりま
す。倭国の大王が、独自の「天下」を称しており、
自分の力がおよぶ「天下」という意識が出始めて
いるようです。

振り返ってみると、『宋書』倭国伝の記述では、
自分たちは中国の東におり、中国の皇帝のために

戦っていると主張しています。倭国は、あくまで
中国世界の「天下」の東側にいるというのです。
中国に対しては、そのような姿勢を示していま
す。対して、倭国内では、自分の「天下」という
ものを考え始めている。「東は毛人を征すること
五十五国」の記述も、ワカタケル大王が自分が治
める当時の倭の東側に「毛人」がいるという考え
方です。ここには、のちの中華意識による東北地
方の人々への認識の芽生えがあったかもしれな
い、とも考えられます。

＜関東の地域首長たち―上毛野氏＞
さきほど、東北の古墳造営を行った集団と大和

王権のお話をしました。実は、もうワンクッショ
ンある可能性があります。7世紀後半に、律令国
家が完成すると、大王といわれていた人が、天皇
になります。7世紀後半までの倭国は、中央集権
的な律令国家の形成以前で、各地の首長の集合体
でした。角塚古墳が築造される背景も、直接には
ヤマト王権そのものでなく、関東の地域首長層が

▲図５　太田天神山古墳と古墳の分布

▲図４　稲荷山古墳出土鉄剣と鉄剣銘
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関与した可能性があります。
群馬県からは、多くの古墳がみつかっていま

す。なかでも、5世紀半ばにつくられた太田天神
山古墳は、全長約210mと巨大な古墳です。大き
な力をもった勢力が、群馬県辺りにいたことがわ
かります。群馬県辺りの勢力として、文献史料か
らは、上毛野氏の存在がみえます。群馬県、栃木
県など北関東は、毛野国（けぬのくに）とよばれ
ていました。上毛野の「毛」の字をとると、「上野」
になります。また、下毛野の「毛」の字をとると、
「下野」になります。

北関東で勢力をもっていた上毛野氏は、『日本
書紀』などをみると、エミシとの戦いにさかんに
登場する豪族です。仁徳紀には、上毛野田道がエ
ミシとの戦いで戦死しているという記述がありま
す。

また、舒明紀には、上毛野形名が説話的な記事
で登場します。上毛野形名は、エミシと戦い、敗
戦濃厚になります。その際、奥さんにハッパをか
けられて、逆襲するという記述があります。

7世紀以前、律令国家が形成される前の古い時
代には、ヤマト王権にとって東北地方との交流に
は、上毛野氏に多くを任せていた可能性がありま
す。

したがって、角塚古墳が造営される背景には、
直接には、上毛野氏などが関与した可能性がある
のではないかと思われます。

前方後円墳の形態などから、考古学的には、さ
らに細かく検討されている事項ですが、文献史料
からも上記のような上毛野氏に関する内容が考え
られます。

この時代、上毛野氏などが内陸を拠点にし、東
北地方との交流をしていた。おもに、のちの東山
道沿いの内陸ルートでの交流・進出が主体だった
かと考えられます。

＜7世紀以前の太平洋沿岸ルート？＞
一方で、史料をよくみていくと、海沿いの太平

洋沿岸ルートもあったのではないかと思われる記
述もあり、平川南先生などによって再認識され、
注目、検討されています。

『日本書紀』も景行紀くらいの内容は多分に伝
説的になりますが、景行40年是歳条に、ヤマト
タケル伝説がでてきます。ヤマトタケルノミコト
は、エミシとも戦うわけですが、ヤマトタケルの
遠征路は、相模の走水から上総経由で葦浦、玉浦
をへて「蝦夷境」に入り、「竹水門」（のちの多賀

城付近か？）へと海路を辿っています。
また、『日本書紀』仁徳55年紀で、上毛野田道

は「伊峙の水門」（北上川河口の石巻説が有力）
でエミシに敗死しています。

こうしてみますと、7世紀以前の古い段階に、
のちの東山道沿い（内陸）ルートだけでなく、東
海道の延長で、海沿いに東北地方（陸奥側）に至
る太平洋沿岸ルートも存在した可能性がありそう
です。こうしたルートは、北海道まで直接つなが
るものだったのか。あくまで間接的なルートだっ
たのか。そのようなことも問題になってきます。

＜阿倍比羅夫の北航経路（7世紀）＞
ここまで『日本書紀』の記述をみてきました。
さらに、7世紀の北方航路に関して重要な史料

と言われているのが、『日本書紀』斉明4～6年
（658～660）の阿倍比羅夫の北航経路に関わる
記述です。阿倍比羅夫は、越の国の長官で、船団
を率いて、秋田、能代、津軽を訪れ、エミシを平
定したと史料には書かれています。こうした日本
海北部の各地の蝦夷と接触し、さらに渡嶋蝦夷（北
海道の擦文初期の人々か）と「大饗」、宴会をし
たようです。これは、日本最古の北海道に関する
記録である可能性が高いと考えられています。

これまでお話してきたように、『日本書紀』の
古い段階の伝説をみていきますと、太平洋岸を北
上していく記述が多くみられます。

▲図６　阿倍比羅夫の北航経路
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それに対し、いわゆる大化改新の時期になる
と、日本海沿岸ルートがクローズアップされるよ
うです。

＜阿倍比羅夫北征の東アジア的背景？＞
阿倍比羅夫北征については、最近、東アジア的

背景といいますか、今までは、東北、さらに北海
道まで来ていたかどうか、という枠組みで議論さ
れてきましたが、最近、違う目標があったのでは
ないか、という研究が発表されています。7世紀
の倭・日本は、北回りで大陸に行くことを考えて
いたのではないかという説で、有力視、重要視さ
れてきています。その背景をご説明します。

中国は、300年くらい分裂状態でしたが、589
年に、隋が中国を統一。さらに唐が618年に建国
されました。300年ぶりに登場した中国の統一王
朝に対して、東アジア諸国は競って外交を行いま
す。隋、唐は高句麗を警戒し、30万とか100万
という大軍勢で何度も遠征を行います。この時代
は、5世紀と構図が変わっています。倭国（ヤマ
ト王権）は、高句麗と仲がよくなっています。高
句麗・百済が、新しく力をつけてきた新羅と対立
しています。新羅は唐と結んで対抗しようとしま
す。倭国は高句麗・百済と同盟し、新羅・唐と対
立するようになります。

660年3月、唐・新羅連合軍が百済を攻撃し、
7月に百済が滅亡します。長年、倭国にとって友

好国だった百済が滅亡することは、大きな痛手と
なりました。

661から662年にかけて、倭は「百済復興」の
軍を派遣します。安曇連比羅夫、上毛野君稚子、
阿倍臣比羅夫らがその派遣メンバーになっていま
す。

663年10月、白村江で倭・百済遺民連合軍と
新羅・唐連合軍が戦い、倭は敗北。百済滅亡が決
定的になりました。668年、唐・新羅連合軍によ
り高句麗も滅亡します。

以前は、阿倍比羅夫が朝鮮半島に派遣されます
ので、その水軍の演習のため、北方に派遣された
のではないか、という説などもみられました。近
年言われているのは、当時の地理認識では、日本
列島を北に向かうと大陸につながっているという
認識だったようで、阿倍比羅夫の北方遠征も、北
方を経由して、同盟国である高句麗と連携するこ
とが目的だったとする説が、今泉隆雄氏や、相澤
秀太郎氏により、提示されています。

そう考えると、倭国の王権として、日本海ルー
トを採用する必然性があったということにもなり
ます。

従来は、太平洋岸ルートが重要でしたが、東ア
ジア的情勢のなかで、日本海側ルートに重点が置
かれるようになった、政治外交的に必然性が生じ
たと考えられそうです。

＜古代史史料にみる北海道と東北の交流＞
つづけて、古代史史料にみる北海道と東北の交

流をみていきたいと思います。
『日本書紀』斉明4年（658）4月条は、渡嶋

蝦夷が初出する史料となります。文献史料から古
代における北海道と東北の交流がわかる貴重な例
になります。

夏四月、阿陪臣〈名を闕く〉、船師一百八十艘
を率て、蝦夷を伐つ。齶田・渟代二郡の蝦夷、望
み怖れて降らんと乞ふ。是に軍を勒へて、船を齶
田浦に陳ぬ。齶田蝦夷恩荷、進みて誓いて曰く、
「官軍の為の故に弓矢を持たず。但し奴等、性、
肉を食ふが故に持ちたり。若し官軍の為に以て弓
矢を儲けたらば、齶田浦の神知りなむ。清き白な
る心を将ちて、朝に仕官らむ」とまうす。仍て恩
荷に授くるに、小乙上を以てして、渟代・津軽二
郡の郡領に定む。遂に有間浜に、渡嶋蝦夷等を召
し聚めて、大きに饗たまひて帰す。

▲図７　６世紀末から７世紀の中国国名図
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（夏四月に、阿倍臣が船団百八十艘を率いて、蝦
夷を伐った。齶田・渟代二郡の蝦夷は、それをみ
て、降伏しますといった。軍を整えて船を齶田浦
に連ねた。齶田蝦夷恩荷が進み出て、誓っていう
には、「自分たちは官軍と戦うために弓矢をもっ
ているのではない。狩猟をするために持っている
のです。もし、弓矢をあなたたち官軍に向けたら、
齶田浦の神もそれを知ることになるでしょう。清
白な心をもって、朝廷に仕えます」と。それを聞
き、恩賜の品を授け、小乙上を叙位し、渟代・津
軽二郡の郡領に任命した。有間浜に、渡嶋蝦夷等
を召しあつめて、大いに饗宴し、帰した。）

この最後の一節が重要です。
「有間浜」とは、津軽十三湊付近の中世の地名

に「江流末」がみえます（『津軽一統志』付巻「津
軽（郡）中名字」）。アイヌ語の「エンルム」（岬）
に由来するのではないかと考えられており、「有
間浜」とは、津軽十三湊であるという説が古くか
ら出されておりました。

また、「渡嶋蝦夷」は、北海道のエミシ（擦文
文化の人々）とする説が有力となっています。

「渡嶋蝦夷」は、北海道のエミシ（擦文文化の
人々）であるとすると、彼らが津軽の十三湊に来
て、阿倍臣と交渉をしていることになります。そ
う考えますと、津軽のエミシが北海道の渡嶋エミ
シとの交流を仲介をしていた可能性が考えられま
す。古代において、北海道と東北の交流を示す最
古の文献史料の一つと考えて良さそうです。

＜ヒグマ～日本最古の北海道物産の記録＞
昔から、阿倍臣比羅夫がヒグマの皮を得ている

という『日本書紀』の記述より、阿倍臣比羅夫の
北征は、北海道まで及んでいたのではないかとい
う説があります。ヒグマが本州には生息しないた
めです。

『日本書紀』斉明4年（658）是歳条に、

「越国守阿倍引田臣比羅夫、粛慎を討ちて、生
羆二つ・羆皮七十枚献る。」

とあります。
もともと、粛慎とは、中国の文献に出てくる伝

説的な北方民族の呼称です。そして、ここでの粛
慎は、オホーツク文化の人たちを指しているので
はないかと考えられており、私もその説で良いと
思います。面白いことに、生きたヒグマを二頭連

れて帰っているわけです。いくらなんでも、成獣
のヒグマ二頭を舟に乗せ、飛鳥の都まで連れて行
くのは至難の業。ここでの二頭は仔熊なのではな
いか。そこから考えると、オホーツク文化の人た
ちは、仔熊を飼っていたのではないか。オホーツ
ク文化の人たちは、クマ送り儀礼をしていること
が、考古学的調査でわかっています。

＜「羆皮七十枚」のゆくえ＞
もうひとつ面白いのは、ここで手に入れた七十

枚のヒグマの毛皮のことです。
『日本書紀』斉明5年（659）是歳条に

「又、高麗の使人、羆皮一枚を持ちて、稱其価
りて曰はく、「綿六十斤」といふ。市司、咲ひて
避去りぬ。高麗画師子麻呂、同姓の賓を私の家に
設する日に、官の羆皮七十枚を借りて、賓の席に
す。客等、羞ぢ怪びて退りぬ。」

（「高句麗の使者が、飛鳥の都の市場にヒグマの
毛皮一枚を持ってきて言った、「綿60斤で買わな
いか」。市場の役人は笑って取り合わなかった。
高句麗出身の画家の子麻呂が、その使者を自宅に
招いた。そのとき、国庫からヒグマの毛皮70枚
を借りて敷いておいた。それを見て驚愕した高句
麗の使者は、恥ずかしがって帰っていった。」）

ここで、国庫から借りたヒグマの毛皮七十枚
は、阿倍臣比羅夫が国に献上したものでしょう。
来賓席にヒグマの毛皮を七十枚敷いておいたとい
うのです。高句麗の使者は、飛鳥の都では、ヒグ
マの毛皮は貴重品だろうと考え、高く売りつけよ

▲図８　�礼文町香深井１遺跡から出土したヒグマ頭
骨
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うとしましたが、来賓席にヒグマの毛皮を七十枚
敷いてあったのをみて、びっくりして帰っていっ
たというのです。

倭国が「粛慎」から入手した多量のヒグマの毛
皮が、高句麗の外交使節を驚かすということは、
北海道産の「モノ」が、外交の場面でも国家の威
信を誇示する効果を持ったという現れでしょう。
阿倍臣比羅夫がヒグマの毛皮七十枚を手に入れた
ことは、贅沢品を手に入れたということで有意義
なことですが、このことが、単なる贅沢、高級品
を手に入れたことにとどまらず、国家的には、国
の威信を誇示する産物にもなったと言えるので
す。

＜北方産物による王権の権力集中＞
『日本書紀』天武14年（685）9月壬戌条に

「皇太子より以下及び諸王卿、併て四十八人
に、羆の皮・山羊の皮を賜ふ。各差有り。」

（「皇太子以下の諸王卿およびその他の48人に、
ヒグマの皮とカマシシ（カモシカ）の皮を分配、
賜与した。それぞれ差があった」）

とあります。
皇太子とは、草壁皇子のことです。草壁皇子と

大津皇子、天武天皇の王子として有名な二人がい
ます。

天武天皇が、草壁皇子、諸王族、群臣・貴族層
にヒグマの毛皮とカモシカの毛皮を分配したとい
う記述です。

ここで大切なのは、天武天皇が「大王」から「天
皇」への称号の切り替わり、転換点に在位したと
いうことです。

つまり、王の中の王である「大王」から、超越
した「天皇」に変化していこうとする時期でした。
天皇制の成立への移行過程において、大王・天皇
の求心力を高め、支配層内部の結集をはかるうえ
で、貴重な財として北方産の「モノ」を利用した
のでしょう。

＜古代日本社会におけるヒグマ皮利用＞
さらに、古代日本社会におけるヒグマ皮利用を

みていきます。
陸奥国や出羽国では、927年に撰進された『延

喜式』の民部下・交易雑物条に、

「陸奥国〈葦鹿皮・独犴皮数は得るに随う。砂
金三百五十両。昆布六百斤。索昆布六百斤。細昆
布一千斤〉

出羽国〈熊皮廿張。葦鹿皮。独犴皮数は得るに
随う〉」

とあります。
「葦鹿皮」は、おそらくアシカの皮。「独犴皮」

は、アザラシの皮とする有力な説がありますが、
史料が少なく、確定には至っていません。

全国で出羽国だけに「熊皮廿張」の記述があり
ます。

『延喜式』内蔵寮・諸国供進条には、

熊皮廿張〈出羽国交易。〉

とあり、内蔵寮は天皇の財産を扱うところで
す。そのほかにもヒグマ皮はいっぱい入っている
のだと思われますが、出羽国で20枚用意しなさ
いとあり、その20枚は、天皇家の財産として納
められるものであるという規定になっていまし
た。

『延喜式』弾正台では、

凡羆皮障泥、聴五位以上著之

とあります。障泥、「あおり」とは鞍の下の馬
具のことです。障泥に羆皮を使うのは、五位以上
でなければならないという規定です。五位以上の
貴族に着用が限定されたステータス・シンボルで
した。

▲図９　馬具名称
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＜阿倍比羅夫と「陸奥蝦夷」＞
阿倍臣比羅夫についての記事をみていくと、ほ

かにも、いろいろと面白い記述がみられます。
『日本書紀』斉明6年（660）3月条に

三月、阿倍臣〈名を闕く〉を遣して、船師二百
艘を率ひて、粛慎国を伐たしむ。阿倍臣、陸奥の
蝦夷を以て、己が船に乗せて、大河の側に到る。
是に、渡嶋の蝦夷一千余、海の畔に屯聚し、河に
向ひて営す。営の中の二人、進みて急に叫びて曰
く、「粛慎の船師、多く来りて我等を殺さんとす
るが故に、願わくば河を済りて官に仕へんと欲
す」と。

（三月、阿倍臣が船二百艘を率いて、粛慎国と戦っ
た。阿倍臣は、陸奥の蝦夷を自分の船に乗せて、
大河の側に到達する。ここで、渡嶋の蝦夷、一千
余りが海の畔に駐屯し、川に向かって野営した。
野営の中の二名が進み出て、急に叫んでいうこと
には、「粛慎の船団が多く渡り来て私たちを殺そ
うとするので、願いを聞いてもらえるのであれ
ば、官軍に仕えたい」という。）

「大河」がどこかは、古くから議論があります
が、いまだ不明です。北海道のどこかである可能
性が高いと考えられます。

ここで注目したいのは、阿倍臣の船団は、「陸
奥蝦夷」を「己が船に乗せて」行動していること
です。

では、「陸奥蝦夷」はどのあたりの人たちを指
すのでしょうか。

＜太平洋側の古代社会と交流ルート＞
阿倍比羅夫は、津軽海峡をこえて北海道に渡る

に際して、おそらく通訳や水先案内などの目的
で、東北太平洋側のエミシ（「陸奥蝦夷」）を伴っ
ていたようです。

考古学的には、 7～8世紀当時の東北北部で
は、八戸地方・三陸沿岸の閉伊地方など太平洋側
に集落遺跡や古墳群が偏っています。

八戸地方の馬淵川や奥入瀬川流域では、八戸市
櫛引遺跡、同・田面木平遺跡、同・酒美平遺跡、
同・盲堤沢（3）遺跡、同・根城跡などの集落や、
おいらせ町阿光坊遺跡、八戸市鹿島沢遺跡、同・
丹後平遺跡などの末期古墳群がみられます。

また、三陸の閉伊地方においても、宮古市長根
Ⅰ遺跡、山田町房の沢Ⅳ遺跡のような古墳群や、

久慈市平沢Ⅰ遺跡、同・源道遺跡、同・中長内遺
跡、宮古市狐崎遺跡、同・上村貝塚、同・払川Ⅰ
遺跡、大槌町夏本遺跡などの集落がみつかってい
ます。

岩手県在住の考古学者、八木光則氏は、擦文前
期の中心地である道央低地帯を日本海側＝イシカ
リと、太平洋側＝シコツとに二分し、シコツでの
本州系・土師器系文化の受容がより早いことを指
摘しています（八木2010など）。

7世紀後半～8世紀の北海道・東北北部間の交
流においては、太平洋側ルートが重視されていた
と考えられそうです。

＜北東北の「末期古墳」をつくった社会＞
7～9世紀頃、北東北の「エミシ」の地域には、

小規模な墳丘と周溝をもつ「末期古墳」が作られ
ます。おいらせ町阿光坊古墳群（7世紀前半-9
世紀末）や八戸市丹後平古墳群（7世紀後半-9
世紀後半）などがあげられます。

丹後平古墳群出土品には、各種鉄製品、刀剣な
どがみられます。これらは、北海道式古墳や周溝

▲図10　擦文文化期前期　八木氏の区分

▲図11　おいらせ町阿光坊古墳群
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墓など、北海道の同時期の墓にも同じように出土
します。

玉類については、北東北の末期古墳にはみられ
ますが、同時期の北海道の墓からはみつかってい
ません。

八木氏は、擦文文化は、八戸あたりで末期古墳
を造営したエミシ社会と交流し、大きな影響を受
けていると論じています。

＜考古学からみた古代の閉伊地方（閇村）＞
下閉伊郡の山田町房の沢Ⅳ遺跡からは、7世紀

末～8世紀の末期古墳35基がみつかっていま
す。この遺跡から43点もの鉄製刀剣類が出土し
ており、馬産をしていたようで、馬の墓が検出さ
れています。

付近からは、沢田Ⅰ遺跡（集落）、沢田Ⅱ遺跡（製
鉄遺構あり）、沢田Ⅲ遺跡（集落）などがみつかっ
ています。

三陸の閉伊地方では、有力なエミシのリーダー
が社会に出現していた可能性があり、製鉄も行っ
ていたようです。

＜古代三陸（閉伊地方）の拠点的重要性＞
樋口知志さんが2005年に「蝦夷と太平洋海上

交通」という論文を発表しています。
8世紀の三陸沿岸、閉伊地方には多くの鉄器を

保有する遺跡が存在しています。宮古市長根Ⅰ遺
跡、山田町房の沢Ⅳ遺跡などの末期古墳群があげ
られます。

また、房の沢Ⅳ遺跡に近接する沢田Ⅱ遺跡には
8世紀前半に遡る製鉄の痕跡がみつかっていま
す。

これらのことから、この地域はかなり重要なエ
ミシ社会の拠点であったと考えられます。

当地の工房で精錬や鍛冶が行われ、その製品は
近隣のエミシ社会に流通しており、さらに北海道
社会へも交易によって供給されていた可能性があ
ります。

樋口氏は、こうした当地域における製鉄の意義
を強調して、8世紀以来、閉伊地方のエミシ社会
は、北海道を含む太平洋沿岸の北方交流における
中心拠点であったと推測しています。

そしてそこには、当地域を足がかりとして青森
八戸地方や北海道に至る「海の道」を掌握しよう
とした律令国家の「国策」が関与したと想定して
います。

＜閇村のエミシ＝日本最古の「昆布」の記録＞
日本最古の「昆布」の記録が登場するのも、こ

の閉伊地方となります。
『続日本紀』霊亀元年（715）10月丁丑条に

（上略）また、蝦夷須賀君古麻比留ら言さく、
「先祖より以来、昆布を貢献れり。常にこの地に
採りて、年時闕かず。今、国府郭下、相去ること
道遠く、往還旬を累ねて、甚だ辛苦多し。請はく
は、閇村に便に郡家を建て、百姓に同じくして、
共に親族を率ゐて、永く貢を闕かざらむことを」
とまうす。並にこれを許す。

（蝦夷の須賀君古麻比留らがいうには、「先祖以
来、昆布を貢献することは、常にこの地域で採っ
て、毎年納めてきた。今、陸奥の国府は非常に遠
く、往復するのが大変です。望み請うには、閉村
に郡家を建ててほしい。民と同じく、親族も総出
で、末永く昆布を貢納します」というので、これ
を許可した。）

この地域から、多賀城以前の仙台市の郡山遺跡

▲図12　八戸市丹後平古墳群出土品
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にあった国府まで貢納品を運ぶのは大変でした。
須賀君古麻比留は、715年時点で、「先祖以来」

昆布を貢納していると言っています。ですので、
7世紀後半には貢上が開始されていたかと考えら
れます。

三陸沿岸の閇村（弊伊、閉伊地方）がいろいろ
な部分で重要な役割を担っていることを示しまし
たが、日本最古の「昆布」産地の記録という意味
でも、重要な地域だったと言えます。

＜最古の三陸産物－久慈地方の琥珀＞
もうひとつ、お話をしておきたいのですが、歴

史上最古の三陸産物の記録は、琥珀ではないかと
考えます。八戸市と閉伊地方の間に久慈市があり
ます。

『新唐書』日本伝には、

「永徽初、其王孝徳即位、改元曰白雉、献虎魄
大如斗、瑪瑙若五升器」

とあります。
孝徳天皇が即位し、改元し白雉とした。琥珀を

献上したものは、一斗ほどで、メノウは五升の器
くらいの大きさでした。

653、654年の白雉の遣唐使が唐の太宗に巨大
な琥珀を献上しました。唐代の1斗は、約6リッ
トルになります。この大きさのものを産出できる
のは、世界でも有数の産出地である岩手県久慈産
でほぼ間違いないと言えそうです。

先日、久慈にあります琥珀博物館を見学に行き
ました。そこで展示されていた琥珀には、6リッ
トルくらいはある大きな琥珀も展示されていまし
た。

7世紀中葉に遡る、ヤマト王権と三陸の「海の
道」の証左と言えます。

＜Ⅱ）「昆布」から探る古代北方交流＞
秋田県払田柵で出土した木簡には「具狄藻」と

あり、「狄藻」が昆布を指すのではないかと考え
られています。

＜日本における「コンブ」の概要＞
「コンブ」は、コンブ目コンブ科コンブ属に分

類される海藻です。後述のように、歴史的には「昆
布」＝上記のコンブとは限りません。したがって
本報告では、コンブ属のコンブ類を区別する際に
は「寒流系コンブ」と総称します。

日本では北海道沿岸を中心に、多種多様なコン
ブが分布しています。一方、マコンブとホソメコ
ンブを主体とするいくつかのコンブ類は本州東北
地方の太平洋側にも生息しています。

青森県では、津軽海峡に面する津軽半島北岸（小
泊岬以北）と下北半島北岸、下北半島の東側（太
平洋側）にマコンブとホソメコンブが分布してい
ます（七尾1974）。

岩手県では、宮古、釜石付近までの三陸北部に
両者がみられ、南部ではホソメコンブが多くなる
（三輪1983）。

宮城県では、気仙沼から牡鹿半島の付近にかけ
てもホソメコンブが自生しています（水島・島澤
〔監修〕2003）。

＜各地のコンブ生産量と品質＞
コンブの養殖が盛んになる前の、1975年当時

のコンブ生産量の地域別比率を示しますと、宮城
1%、岩手5%、青森3%、北海道91%となり、
量的には圧倒的に北海道産が多くなっています。

北海道内での内訳は、渡島16%、胆振1%、日
高11%、 十 勝 1%、 釧 路30%、 根 室21%、 宗 谷
11%です。

当時、日本でのコンブの養殖ははじまったばか
りで、北海道産は、生産量で本州産を大きく引き
離している様子がうかがえます。

『和漢三才図会』97・藻（江戸中期・寺島良安）
には、「昆布」は「蝦夷松前及び奥州の海底」に
産するとあり、とくに「蝦夷島の亀田」に多く、
蝦夷松前の産は「赤色にして味甚だ美にして最上
とす」と記されています。一方、津軽の産は「厚
くして味美ならず」、南部の産は「稍黒くして味
亦た劣る」とあります。

近世において、コンブの品質には明確なランク
があったようです。本州産に比して、「蝦夷松前」
のマコンブが最上とされていました。

＜「宇賀昆布」～中・近世を代表する北海道産コ
ンブ＞

14世紀成立の『庭訓往来』には、諸国の名産
品が示されています。そのなかに「夷の鮭」と並
んで「宇賀の昆布」があります。

室町後期までに成立したと考えられる『庭訓往
来註』によると、「宇賀ノ昆布」は「越前ノ敦賀
ニ着クト云ヘリ」とあり、日本海航路によって敦
賀・小浜に運ばれ、近江経由で京に運送されてい
ました。
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江戸後期の平秩東作『東遊記』 には、「庭訓往
来に雲加の昆布といへるは東方雲加といへる所よ
り出る… 箱館辺の浦より出るもの上品也」と記
され、「宇賀の昆布」の産地は北海道の函館市近
辺。とりわけ、現在の函館市銭亀沢（旧亀田郡小
安村）のウンカ川付近は「宇賀」の有力な候補地
と考えられます（『函館市史』）。

そこから、「宇賀の昆布」の実態は渡島半島産
のマコンブとみて誤りないと考えられます。

＜古代中国における「昆布」の登場＞
漢代初期までに成立した『爾雅』釈草には、「綸

は綸に似たり、組は組に似たり。東海に之有り。」
とあります。

また、『説文解字』（A.D.100成立）によると、
「綸」「組」は「ひも」状の形態を意味し、そう
した海藻が「東海」の産物として知られていたよ
うです（安井2010）。

魏の呉普（220～256）は、『三国志』にでて
くる名医、華佗の弟子の1人です。その呉普の編
纂による『呉普本草』では、「綸布、一名は昆布。
酸、鹹、寒、毒無し。（下略）」とあり、これが「昆
布」の語の出現と考えられます。

南朝の陶弘景（456～536)編纂『本草経集注』
には、「昆布。（中略）東海に生ず。今は惟だ高麗
に出ずるのみ。縄で之を把索するに、巻いた麻の
如し。黄黒色を作し、柔靱にして食すべし。」と
あります。「昆布」は「東海」に生じる海藻で、「高
句麗の名産品」と認識されていたようです。ただ
し、この時期の「昆布」は、今の昆布とは違うよ
うです。

＜牧野富太郎の指摘＞
この時期の「昆布」が、今の昆布とは違うこと

は、早くからいろいろな人が指摘しています。
牧野富太郎は李時珍『本草綱目』の註釈におい

て、早くに中国の古文献での「昆布」はコンブで
はないことを指摘し（1931）、その実態はワカメ
（Undaria pinnatifida　コンブ目チガイソ科）で
あるとしました。

中国において、漢代に「昆布」は「東海」産の
海藻として登場しますが、その実態は牧野の指摘
のとおりワカメで、おそらく朝鮮半島北東岸の濊
や沃沮の産と考えられます。

ただし、古代以来の中国の「昆布」関連記述に
は混乱があり、中国文献での「昆布」は必ずしも
一貫して同一の藻類を指すとは限らないようで

す。
現代の『中葯大辞典』は、「昆布」の項目に、　

①「海帯」（マコンブ）、②「昆布」（クロメ）、③
「裙帯菜」（ワカメ)の3種を挙げています。

＜古代日本の「軍布」（ワカメ）＞
古代日本の史料にもワカメの記述はたくさん出

てきます。ワカメのことを「軍布」と表記してい
たようです。　

また、古代日本では、「海藻」と表記した場合も、
ワカメのことを指しているようです（賦役令な
ど）。

藤原京・平城京木簡には多数の「軍布」の記載
がみられます。

長屋王家木簡（およそ和銅4年（711）～霊亀
2年（716）頃）に、

「隠伎国○／海部郡佐々里／勝部乎坂∥○軍布
六斤」

と「軍布」の記載があります。都まで収められ
ていたワカメの多くは、木簡に記載があるように
島根県隠岐産であったと推測されます。

ところが、ワカメを指す語としての「軍布」は、
730年代後半に急速に消えていき、8世紀半ばこ
ろまでに、すべて「海藻」に置き換わるようです。
なぜ、このような変化が起こったのでしょうか。
私の結論を先に述べますと、この時期に「昆布」
の語が今の昆布とおなじものを指すようになるか
らと考えています。

＜古代日本における当初の寒流系コンブ～「ヒロ
メ」「エビスメ」＞

では、古代日本で、寒流系のコンブは本来どの
ように位置づけられていたのか。「昆布」は、当
初は和名で「ヒロメ」または「エビスメ」と訓ま
れたようです。

918年に成立した『本草和名』には、

昆布、乾苔〈性熱〉柔苔〈性冷〉昆布一名綸布
〈出兼名苑〉和名比呂女、一名衣比須女

とあります。「ヒロメ」は、幅広のマコンブの
ことを指し、一名の「エビスメ」は、エミシ世界
からの産物として認識されていたことを示してい
ます。
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また、930年に成立した『倭名類聚抄』には、

昆布　本草云、昆布味鹹寒無毒、生東海、〈和
名比呂米、一名衣比須女〉陶隠居注云、黄黒色、
柔細可食

とあり、『本草和名』と同じ読みがなされてい
ました。

なお現在「ヒロメ」の標準和名で呼ばれる海藻
はワカメの近縁種（コンブ目チガイソ科ヒロメ　
Undaria undariodes）で、寒流系コンブとは異な
るものです。

いずれにせよ、倭・日本の人々は、北方産の寒
流系コンブにはじめて接したとき、それらを形態
的特徴から「ヒロメ」、あるいは産地を意識して「エ
ビスメ」と呼んでいました。

しかしその後、寒流系コンブには、8世紀のあ
る段階に、中国古典の知識をヒントに、漢語の「昆
布」の文字が当てられた、と言えそうです。

＜古代木簡にみる初期の寒流系コンブ＞
藤原宮跡東面大垣地区　SD170出土の木簡に

は、

・海藻三把　海
・廣□□〔米五ヵ〕□□□

海藻三把は、ワカメのことを指しています。
廣□□〔米五ヵ〕は、「ヒロメ」、コンブのこと

を記していたようです。
次は、平城宮東院地区SD8600出土の木簡で

す。同一遺構で「和銅七年」（714年）記年木簡
が出土していますが、

乃利一古　布乃利一古　海藻一古　細米二束
弥留一古　伊支須一古　廣米一束　　　右七種

とあります。海藻のことをいろいろ記載してい
る中、「細米二束」、「廣米一束」のように、「ホソ
メ」や「ヒロメ」を示す記載があります。714年
頃の段階では、まだ、「昆布」の用字がなされて
いないようです。

ところが、平城京左京二条二坊五坪二条大路出
土の、いわゆる「二条大路木簡」（天平7（735）
～8年）には、

§縄昆布六條　□□□
§煎鼠三烈　□□□子二升□　　　万
§□〔豉ヵ〕三合　□□□各一合　　呂
　謹解解申交易
　　　右右右

あるいは、同じ「二条大路木簡」のなかには、

§縄昆布六條
　□□□
§煎□〔鼠ヵ〕□　□
　□
　　　右右右

とするものがあります。
735年以降の木簡には、「縄昆布」のように、「昆

布」の用字がみられるようになり、これくらいの
時期から、「ヒロメ」あるいは「ホソメ」の表記
から「昆布」表記への変化がみられます。

＜古代木簡にみる初期の寒流系コンブ2＞
次は、新しい史料で、以前は文字が読めなかっ

たのですが、赤外線カメラによる再釈読によって
「再発見」されたもので、陸奥国から平城京へ送
られた昆布の荷札木簡です。

平城宮第39次調査・SD4951出土木簡に

陸奥国名取郡□□（昆カ）布贄壱籠　　天平元
年十一月十五日

とあります。
天平元年は729年。「昆布」の上の一字は、馬

場基氏によると「細」「広」「索」などの種別を表
す文字か、と考えられています。

いずれにせよ、日本における確実な「昆布」表
記について、現時点で最古級の事例となります。

樋口知志氏は、陸奥産コンブの贄としての貢進
が8世紀前半に遡ることを示す史料として紹介さ
れています（樋口2013）。 

また、これについて今泉隆雄氏は、名取郡はコ
ンブ植生分布以南にあたるため、その地域以北の
エミシからの交易、あるいは収取および運送の責
任を名取郡が負ったのではないかと論じられてい
ます（今泉2015）。



68

「軍布」（＝ワカメ）から「昆布」（＝コンブ）へ
の変化

以上のように、藤原京段階や平城京のごく早い
段階（7世紀末～8世紀初頭）には、寒流系のコ
ンブは「ヒロメ」、あるいは「ホソメ」と呼ばれ
ており、いまだ漢語由来の「昆布」には同定され
ていませんでした。

ところが8世紀初頭、720年代に転換があり、
「昆布」の語が、現在と同じく、寒流系コンブ類
を意味するようになったようです。

その転機としては、霊亀元年（715）、須賀君
古麻比留による「昆布」貢上と「郡家」設置申請
があげられそうです。

この時期を境に、①西日本のワカメ類は漢語由
来の「コンブ」概念（軍布）から切り離されて「海
藻」表記に一本化され、②それまで和語で「ヒロ
メ、ホソメ、エビスメ」などとされていた寒流系
コンブが「昆布」と呼ばれるようになるようです。

律令制下の日本の地理認識において、陸奥＝東
北太平洋側は「東」にあたります。ですので、「昆
布」＝「東海産の特殊な海藻」という中国古典の
知識が日本の地理に当てはめられ、「昆布」とし
て解釈されるようになったのではないか、という
のが私の考えになります。

須賀君古麻比留によるコンブ貢上は、その後の
日本史における「昆布」認識を決定付ける意義を
有しました。その背景には、当時、擦文文化成立
（7世紀後半～8世紀頃）の時期にあたる北海道
方面とのつながり、交流が存在していた可能性が
強いと考えられます。

＜渡島半島南東部の7-8世紀頃の遺跡＞
擦文文化成立期の遺跡は、石狩低地帯に主体が

ありますが、道南の渡島半島沿岸にも分布してい
ます。

しかも、渡島半島の東西で、遺跡の分布は対照
的です。渡島半島の東岸（南東部）の擦文文化初
期・前期の遺跡では、北斗市矢不来3遺跡が擦文
文化でも最も初期の遺跡としてあげられます。ほ
ぼ同時期の道央・石狩低地帯の千歳市丸子山遺跡
などと並んで、北海道内では最も早い段階である
7世紀後葉のカマド付き竪穴住居を検出していま
す。

そのほか、函館市湯の川遺跡（八木編年：7世
紀末～8世紀前半）、同・汐泊遺跡（7世紀末～
8世紀初）、同・銭亀沢遺跡（8世紀中葉～後葉）、
同・鶴野2遺跡（7世紀末～8世紀後葉）がみつ

かっています。湯の川遺跡、鶴野2遺跡には竪穴
住居も存在しています。

森町御幸町遺跡（8世紀末～9世紀前葉）から
竪穴住居1軒。同・鳥崎川右岸遺跡では蕨手刀が
出土しています。八雲町栄浜2遺跡（8世紀中葉
～9世紀前葉）では、竪穴住居2軒。同・トコタ
ン2遺跡（8世紀中葉～9世紀前葉）では竪穴住
居1軒。北大Ⅲ式期の同・オクツナイ遺跡（7世
紀）もあります。

一方、西岸では、カマド付き竪穴住居をもつ集
落は擦文後期まで出現しないようです。

北海道日本海側の擦文初期～前期の集落遺跡
は、泊村ヘロカルウス遺跡や余市町大川遺跡な
ど、積丹半島付近まで北上しなければ確認するこ
とができません。

渡島半島の南東部では、土師器や須恵器、カマ
ド付き竪穴住居（長煙道）などの本州系文化を伴
う7世紀末～8世紀代の擦文文化初期の遺跡・集
落が多く確認されており、このエリアは、ほぼマ
コンブの生息域と一致しています。

＜8世紀前後の道南・東北北部の遺跡分布（左：
八木2010より）と1958-1962のマコンブ生
産＞

このような遺跡の分布になるのは、擦文文化の
人たちがマコンブを意識していたためではない
か、というのが私の考えです。

1950年代、60年代のマコンブ生産の分布図で
す。産地の範囲が8世紀前後の道南の遺跡分布と
合致するのではないかと考えております。

▲図13　8世紀前後の道南・東北北部の遺跡分布
　（左：八木2010より）と1958-1962のマコン
ブ生産
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＜三陸古代遺跡の立地と生業　「閇村の蝦夷」の
実像＞

コンブを採取して、国家と交易を行ったのは、
本州のどのエリアのエミシ集団だったのか。それ
は、まさしく、　「閇村の蝦夷」だったようです。

考古学的にみても、久慈市平沢Ⅰ遺跡は、久慈
湾から500mほど離れた海岸段丘上に位置し、こ
の地域では最も古い段階の6世紀末～7世紀前葉
の住居1棟を確認し、長煙道のカマドをもつ方形
竪 穴 住 居 が 検 出 さ れ て い ま す（ 岩 手 県 埋 文
1988）。

宮古市上村貝塚は、宮古湾の岩礁帯まで500m
程度の丘陵の斜面上にあり、8世紀の竪穴住居9
棟を検出しています（岩手県埋文編1991）。

大槌町夏本遺跡は、大槌湾まで約1.5kmの扇状
地に位置し、8世紀の竪穴住居4棟を確認してい
ます（岩手県埋文編1989）。当遺跡と大槌湾の間
には、海に面する砂地があり、その地名は須賀町
です。

宮古市長根Ⅰ遺跡は、8世紀前後の末期古墳群　
宮古湾から約2kmの独立丘陵上に占地していま
す（岩手県埋文編1990）。

山田町房の沢Ⅳ遺跡は、約800m離れた山田湾
を一望する丘陵の緩斜面上に営まれた末期古墳群
です（岩手県埋文編1998）。

三陸地方の古代の集落・墓地は、その多くが海
岸まで500m～2km程度の丘陵・段丘上に位置
します。

一方、八戸周辺の集落や墓地は、いずれも海岸
から4km以上離れた内陸に立地し、沿岸部には
存在しません。八戸では、漁撈の比重が相対的に
低かったと考えられるでしょう。それに対し、三
陸沿岸のエミシは、文献史料からみても、考古学
的に集落立地からみても「海に面した漁民的エミ
シ」たちだったと考えられます。

＜須賀君古麻比留の由来＞
東海大学の考古学の先生、松本建速氏が、古代

のコンブについて面白いことを言っています（松
本2005）。

松本氏は、「古麻」は「高麗（こま）」に通じて
おり、「仙薬」としてのコンブを求めて移住した
高句麗系渡来人とする説を提示されました。

ただし、中国の本草書で「昆布」のグレードは
決して高くありません。「昆布」の大半は「中品」。
「仙薬」の類は「上品」に分類されるものです。
また、「昆布」は『延喜式』典薬寮にみえていま

せん。そのため、私は、松本氏の論に疑問をもっ
ています。

それよりも明らかなことは、「須賀」は、和語
の「すか」＝「州処」に通ずるもので、「川や海
の水などで堆積した砂地。河海にのぞむ砂地や砂
丘」 （『日本国語大辞典』巻7（小学館））を指し
ています。

かつて、現在のコンブ乾場にみられるような礫
は敷かれず、砂浜で直にコンブを乾していまし
た。近代においても、1933年の北海道庁による
通達以前は、コンブは砂付きのまま乾されていま
した（殖田ほか1963）。

「須賀君」はコンブの乾場に由来する地名・ウ
ジ名である蓋然性が高いと考えられます。

＜マコンブをめぐる三陸沿岸と渡島半島沿岸の交
流＞

7世紀末以降、渡島半島南東部に分布する初期
擦文文化の社会の背景には、この地域のコンブの
価値を正しく理解し、その採取を重要な目的とし
て当地の社会と関係を結んだり、あるいは移住し
た人を想定すべきでしょう。それは、コンブを伝
統的にヤマト王権に出荷していて、コンブをよく
採っていて、価値をよく知っている三陸地域のエ
ミシ集団だったのではないか。この地のエミシ集
団が、道南のマコンブの価値に気づき、移住をし
たり、繋がりを持ったりした。大胆ですが、私は
このように考えています。

上記のような交流をふまえて、比羅夫に同行し
た「陸奥蝦夷」も、715年の時点で「先祖以来」
「陸奥国府にコンブを貢上」していた閇村など三
陸沿岸の漁民たちを含んでいた可能性があると考
えています。

このように、7世紀末以来、三陸地方と渡島半
島南東部の人々は、コンブを媒介として、親族・
同族、交易パートナー等の緊密な関係を保持して
いったと考えられます。715年に閇村のエミシが
「常に此地に採る」とした「昆布」には、実際に
は道南産のマコンブが含まれていた可能性がある
と思います。また、彼らが「共に親族を率いて」
とする「親族」とは、閇村のエミシの一派が移住
や通婚関係を結ぶなどしていた渡島半島沿岸部の
人々を含んだ可能性があります。

7世紀末以降、上記のネットワークの成立に
よって、日本古代国家が入手しうるコンブは、質・
量ともに飛躍的に増大していきます。それは、8
世紀前半における「軍布」の消滅と、「昆布」の
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登場の一因にもなっていることでしょう。
コンブという言葉について、アイヌ語の「コン

プ」から入ったのではないか、という説も昔から
出されておりますが、それについて、私は否定的
で、あくまで、「昆布」の言葉、用字は、中国に
起源があって、アイヌ語でコンブを意味する「コ
ンプ」の語も、この時期に本州から北海道に流入
した外来語であった可能性が高いと私は考えてい
ます。

＜参考：アイヌ語における昆布～コンプとサシ＞
知里真志保先生の『分類アイヌ語辞典』より引

用して説明いたします。

464.　マコンブ　Laminaria japonica Aresch
⑴　kompu「こンプ」（幌別・沙流）
※雅語としても使う
⑵　sas「さシ」（北海道中北東部、樺太、千島）

マコンブ  Laminaria japonica Aresch の呼称に
は、「こンプ」と「さシ」があり、kompu 「こンプ」
は、北海道西南部で、sas「さシ」は北海道中北
東部、樺太、千島地方で使用されていました。

もともと、「さシ」が北海道全域で使用されて
いましたが、本州との関連がある道南地域には、
「こんプ」の語が流入し、使用されるようになっ
たと考えられそうです。

日本語の「コンブ」はアイヌ語「コンプ」に由
来するのではないかという考えは、現在までしば
しば見られる理解ですが、上記からは、古くは「サ
シ」であり、本州から外来語「コンブ」が流入し
て「コンプ」が道南に普及し、一部地名に「サシ」
が残存した蓋然性が高いと私は考えております。

＜Ⅲ）8世紀後半～9世紀初：日本海ルートへの
転換＞

最後に今までの話を踏まえて、　8世紀後半か
ら9世紀初頭にかけて、どのように日本海ルート
へ転換していくのか、みていきたいと思います。

写真は、史跡秋田城跡に設置されている模型で
す。

天平5年（733）12月に、日本古代国家は、
庄内地方にあった出羽柵を秋田の高清水岡（雄物
川河口）に北進させ、秋田城を設置します。この
秋田城が、渡嶋エミシ（「蝦夷」「蝦狄」）の本州
方面との交易の窓口となるわけです。

さらに、8世紀後半から9世紀初頭にかけて、
秋田城における交易がどんどん発展します。その
ため、北海道と東北との交流は、伝統的な太平洋
側ルートが後退し、日本海側ルートが優勢になっ
ていきました。

＜出羽・陸奥の特殊性＞
日本の古代国家における陸奥国と出羽国には、

いろいろ特徴的な面があります。
一つには、日本古代の税収として、租・庸・調

があることは、小学校・中学校などの歴史の中で
も学習したかと思います。租はコメを納めます。
庸は労働や労働の代わりに布を納めたりします。
調は、各地の特産物を納めます。

元来、調・庸は中央財源で、地方から都に送ら
れるものですが、陸奥・出羽国においては、調・
庸として収取した狭布や米を京進せず、調・庸の
全額をエミシ饗応の禄物や食料に充て、対価とし
て各種の特産品を得る特殊な国制が成立していま
した（鈴木拓也1998）。それだけエミシ社会から
いろいろな物資を手に入れることが重要だったと
いえるのでしょう。

例えば、秋田城から出土した木簡に

「八月廿五日下狄饗料□二條□」（秋田城跡71
号木簡・8世紀末）　

とあります。
8月25日に狄をもてなす料□二條□を下すと

あります。当時の秋田城におけるエミシへの饗応
の物証といえます。

9世紀後半の出羽国では、「帰来の狄徒毎年数
千」という状況下、「狄禄」としての狭布の不足
が常態化し、国衙財政を圧迫していました　（『類
聚三代格』貞観17年（875）5月15日官符）。朝

▲図14　史跡秋田城跡に設置されている模型
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貢する「狄」の多くは渡嶋エミシで、当時、相当
の量の狭布や米などが北海道社会に渡っていたと
考えられます。

＜秋田城の特殊性＞
秋田城の特殊性として、城内に大規模な倉庫群

を継続的に有する特異な城柵だという指摘があり
ます。

城内西側の焼山地区の建物は、8世紀第2四半
期（創建期）に出現します。9世紀初頭（外郭・
政庁Ⅲ期）には、一定の規格性を有する面積の大
きな総柱建物群が並び、さらなる倉庫群が充実し
ていきます。エミシ饗給のために「物資集積管理
機能」が重視されているという、伊藤武士氏など
の論があります（伊藤2006）。本来なら調庸物と
して京進される狭布や米などが饗給のために大量
に備蓄されていた可能性があります。

＜秋田城の毛皮交易＞
『類聚三代格』延暦21年（802）6月24日条に、

出羽の国（の窓口である秋田城）には、渡嶋の
狄（エミシ）が、毎年、 「雑皮」（さまざまな毛皮）
を朝貢しにやってくる。しかし近年、都の王・貴
族層が秋田城に使者を派遣して、良い毛皮を先に
買ってしまうので、粗悪なものしか残らない

とあります。
「雑皮」の内容として、『延喜式』には当時の

出羽・陸奥の産物として「熊皮・葦鹿皮・独犴皮」、
つまりヒグマ、アシカ、アザラシなどの毛皮類が
みえています。こうした毛皮類が当時の主たる交
易品になっていたようです（『延喜式』民部下・
交易雑物）。

9世紀初頭の秋田城は、渡嶋エミシの朝貢・饗
給の場であっただけでなく、その機会に便乗し
て、都の貴族たち（王臣家）による毛皮類の「私
的」交易が活発になっていました。それが北海道
社会と本州との交易の規模増大の一因となり、秋
田城を中心的交易港として、日本海ルートの北海
道社会との交流が卓越していくことにもつながり
ました。

＜交易ルートの転換と三十八年戦争－8世紀後半
～9世紀初頭　尓薩体（にさったい）・弊伊（へ
い）・邑良志閇（おらしべ）＞

7世紀以来、太平洋側に存在したコンブ交易の

ネットワークは、その後、どのような変遷をたど
るのでしょうか。転換点として、8世紀後半から
9世紀初頭にかけての三十八年戦争が重要になっ
てきます。

平安時代、三十八年戦争の末期に東北地方に尓
薩体（にさったい）・弊伊（へい）・邑良志閇（お
らしべ）の地名が現れます。特に、文室綿麻呂に
よる最後の「征夷」の標的が「尓薩体・弊伊二村」
として、史料にみられます。

『日本後紀』弘仁2年（811）3月甲寅条所引
に、

去る二月五日の奏に称う。陸奥・出羽両国の兵
合せて二万六千人を発して、尓薩体・弊伊二村を
征せんことを請う。

とあり、
『日本後紀』弘仁2年（811）7月辛酉条に

出羽国奏す。「邑良志閇村の降俘吉弥侯部都留
岐申して云わく、『己等と弐薩体村の夷伊加古等
と、久しく仇怨を搆う。今伊加古ら、兵を練り衆
を整えて、都母村に居る。弊伊（閉）村の夷を誘
いて、将に己等を伐たんとす。伏して兵粮を請い、
先に登ちて襲撃せん』。臣ら商量するに、賊を以
て賊を伐つは、軍国の利なり。仍て米一百斛を給
い、その情を奨励せん」。これを許す。

とあります。
「邑良志閇」のエミシは「弐薩体」のエミシと

「久しく仇怨を搆う」という間柄でした。「弐薩
体」と「弊伊」のエミシは連合関係にあって、「都
母」の地で「邑良志閇」攻撃の機会をうかがって
いました。エミシ社会内部の相互対立、合従連衡
があり、おそらく三十八年戦争を契機として、弊
伊村（閇村）は国家支配から離脱していたのでしょ
う（鈴木拓也2008）。

＜三十八年戦争末期：渡嶋エミシの気仙郡来着＞
『日本後紀』弘仁元年（810）10月甲午条に、

陸奥国言す、「渡嶋の狄二百余人、部下の気仙
郡に来着す。当国の管するところに非ずして、こ
れを帰り去らしむ。狄等云わく、『時はこれ寒節
にして、海路越え難し。願わくは来春を候ちて、
本郷に帰らんと欲す』」。これを許す。留住の間、
宜しく衣粮を給うべし。
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とあります。
8世紀末から9世紀初頭に、当時「太平洋沿岸

最北の令制郡」として成立した気仙郡の初見で
す。渡嶋エミシ200人が船に乗り気仙郡にやって
くるが、「陸奥国の所管ではない」として帰され
ています。渡嶋エミシの「所管」は、出羽国（日
本海側）に窓口が固定されていたようです。

では、なぜ渡嶋エミシは冬季に大挙して気仙郡
を訪れたのでしょうか。

＜9世紀初頭－太平洋側ルートの不調＞
8世紀後半～9世紀初頭の三十八年戦争期にお

いて、弊伊地方は国家側から離反し、国家側にとっ
て最後の「征討」の標的となりました。弊伊村の
離反によって、当地から日本社会へのコンブの供
給は途絶えた可能性が高いと考えられます。

従来、道南地方の渡嶋エミシは、三陸地方（閉
村・弊伊村）の同族・交易パートナーたちに、渡
島半島沿岸産のマコンブをもたらしていました。
とすれば、8世紀後半～9世紀初頭、道南の渡嶋
エミシたちは、弊伊村が国家側から離反したこと
で、当地との間に構築していたコンブ交易の中断
の結果、鉄製品の入手などに関して、困難な状況
に陥っていたのではないでしょうか。

その結果、渡嶋エミシたちは、古代国家との直
接的な交易を行うべく、810年、弊伊村の南に設
置された気仙郡にやってきたのです。

しかし、それは、古代国家の「所管」という論
理によって拒絶され、失敗に終わったということ
が『日本後紀』に記されたのでした。

＜日本海側の昆布交易ルートの模索＞　
およそ100年にわたって三陸沿岸との関係を結

び、それを存立の基盤の一つとしていた渡島半島
沿岸の初期擦文文化の人たちは、三十八年戦争に
伴う弊伊村のエミシとの交易の不調と、渡嶋エミ
シを「当国の所管に非ず」として拒否する陸奥国
の方針とによって大きな岐路に直面しました。こ
の時期、道南の渡嶋エミシたちは、伝統的な本州
北部社会とのコンブ交易の道を喪失してしまいま
す。そのため、道南産コンブの運送先として、新
たに日本海－出羽側、秋田城方面での交易を行う
ように転換していきます。

こうした想定を裏付ける資料が、9世紀初頭の
秋田県払田柵出土「狄藻」記載木簡にみられます。

秋田県大仙市払田柵跡出土59号木簡（払田柵
第107次調査、SX1192遺構出土）に、

「具　狄藻肆拾□」

とあります。
払田柵の創建年代である9世紀初頭でも最も古

い時期の遺構（秋田県教育委員会ほか1997）か
らみつかった木簡です。「狄藻」は「北方のエミ
シの海藻」の意味で、「エビスメ」と訓み、寒流
系コンブを指します。この木簡は、 9世紀初頭に
日本海側ルート・出羽国経由で北海道産コンブが
入手されるようになったことを雄弁に物語る資料
といえるのです。

＜コンブ交易ルートの混乱と転換＞
以上のように、三十八年戦争によって弊伊地方

のエミシが国家側から離反したことにより、渡嶋
エミシは、9世紀初頭に太平洋側の交易パート
ナーを失い、日本海側、秋田城での交易を行うよ
うになります。その時期が、秋田城交易の全盛期
と重なっていることは注目されます。

＜その後：元慶の乱から中世への展開＞
ところが、878年に勃発する元慶の乱によっ

て、渡嶋エミシとの交易・交流を集約してきた秋
田城の役割が後退していきます。新たに青森の各
地が北海道方面との生産・交流の拠点となってい
きます。

10世紀中葉頃から、擦文土器が青森西部と下
北を中心とする多数の遺跡から出土するようにな
ります。これは、津軽外ヶ浜を窓口とする原奥大
道ルートに比重が移ることを示しているのでしょ
う。

ただし、その後、11世紀半ばの前九年合戦時、
源頼義による気仙郡司・金為時を利用した安倍富
忠（銫屋、仁土呂志、宇曾利の夷首）の調略（『陸
奥話記』）を鑑みると、三陸を経由して下北まで
通じる太平洋沿岸の「海の道」の可能性もあるの
ではないかと考えられます。

北海道と東北北部の古代交流は、その後も紆余
曲折しながら、中世的な交流に展開していくこと
になります。

駆け足となりましたが、みなさまご清聴ありが
とうございました。

※�木簡のデータに関して、奈文研木簡データベー
ス「木簡庫」を参照しました。
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⑵　秋季講演会
　　�「北海道と東北の交流を読む3」「古

墳時代における北海道と東北の交流
―岩手県中半入遺跡の調査から―」

講師：高木　晃　氏
　　　�（岩手県立博物館参事兼企画課長兼資料課

長）

＜はじめに＞
みなさん、こんにちは。岩手からまいりました

高木と申します。これから2時間弱お話していき
ます。よろしくお願いいたします。

本日は、多くの方々がご参加くださり、ありが
たく思っております。北海道ではあまりお話する
機会がなく、少し緊張しておりますが、受講され
ている皆様は、どうぞリラックスしてお聞きくだ
さい。

今日のお話は連続講座「北海道と東北の交流を
読む」の第3回目になります。「古墳時代におけ
る北海道と東北の交流―岩手県中半入遺跡の調査
から―」ということで副題に具体的な遺跡の名前
も入っています。他の3回の大きなテーマの講座
と違って、対象が狭くなっています。少し事情を
お話しますと、さきほどの講師紹介にもありまし
たように、現在私は、岩手県立博物館に勤務して
おりますが、最初は岩手県埋蔵文化財センターに
採用され埋蔵文化財センターと博物館を行ったり
来たりしています。

今年度末で定年になりますが、7割くらいは埋
蔵文化財センターでの勤務になります。中半入遺
跡はその中で担当した遺跡でした。

＜中半入遺跡の調査＞
調査は1998・99年のことで今から25、26年

前、20世紀のお話です。今更という感じもしま
すし、「そもそも調査のことを覚えているのか」
という声も聞こえてきそうです。

この調査を担当している頃は、30代前半でし
た。年数は経ていますが、若かったせいかこの調
査内容については、よく覚えています。なにより
非常にインパクトのある遺跡でした。

というのも、自分は元々古墳時代の専門家では
なく、どちらかというと、縄文時代を主に勉強し
てきた人間でした。古墳時代の遺跡など担当しな
いで済むならありがたい、と思っていたところも
ありました。

岩手県を含めて、北東北、北海道もそうだと思

いますが、古墳時代の遺跡が非常に少ない。その
ため、関わらないで過ごそうとすると、それです
むことも多い。同僚でも、古墳時代の遺跡を担当
することなく、定年を迎えそうな人たちもいます。

それから中半入遺跡は、1998年の調査まで、
実は遺跡として認識されていませんでした。調査
のきっかけになったのは圃場整備事業で、1997
年の試掘調査で平安時代の水田跡が残っているこ
とがわかりました。そのため県埋蔵文化財セン
ターによる調査が開始されました。

十和田火山灰に覆われた平安時代の水田跡は、
広範囲に残存していました。この水田跡を調査し
た後、さらに掘り下げていくと、予想もしていな
かった古墳時代の遺構、遺物が大量にみつかった
のです。

元々古墳時代の遺跡が少ないため、岩手県で初
めてみつかった遺構、遺物が多くありました。そ
れどころか、東北地方でも、あるいは東日本でも
少ないといったものも出土していきます。自分で
はちんぷんかんぷんなところもあったので、多く
の古墳時代研究者から指導をいただき、なんとか
調査を終えました。

結論的なことを最初にお話しますが、南から岩
手県に向かって伝わってきた文化と、北海道から
岩手県を経由して、さらに南に伝播した続縄文文
化。ちょうど、この2つの文化が交わった、接点
になっている遺跡というのが最大の特徴です。

さらに、中半入遺跡の近くには、角塚古墳とい
う日本列島で最北にある前方後円墳があります。
中半入遺跡と角塚古墳は、ほぼ同時期のもので、
両遺跡には密接な関係があるのは間違いない。

この両遺跡の関係、南の文化と北の文化の交流
について、詳しくご説明していきたいと思います。

＜中半入遺跡、角塚古墳を軸として北東北の4～
5世紀を考える＞

これから、中半入遺跡、角塚古墳を軸として北
東北の4～5世紀を考えていきます。5つの項目
について、お話していきます。

1　中半入遺跡調査のきっかけと概要、2　な
ぜ注目を集めたのか？　～時代と地域背景～、3
みつかった遺構と遺物、4　角塚古墳・周辺遺跡
群と中半入遺跡の関係、5　周辺地域との関係　
北進する古墳文化と南下する続縄文文化の接点、
というように、中半入遺跡からだんだん周辺地域
にお話を広げていくことといたします。
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＜中半入遺跡の立地＞
まずは、遺跡の場所から説明していきます。
地図（図1）に示していますが、岩手県と秋田

県の県境に奥羽山脈があります。その東側に北上
川が南北方向に流れています。北上川と三陸海岸
との間にあるのが北上山地。奥羽山脈の西側では
日本海に向かって雄物川が流れています。

北上川付近には南北に続く低地があり、古代か
ら主要な交通路として利用されてきました。現在
でも東北新幹線や東北本線、高速道路、交通の大
動脈はこの北上川沿いです。

南北の行き来は非常にしやすい場所ですが、西
にそびえる奥羽山脈は標高1000mから高いとこ
ろで1500m。結構険しく越えるのが大変な山脈
です。ただ、ところどころに峠があり、東西の移
動ルートとして使われてきました。現在でも中半
入遺跡から西に向かう国道があり、秋田県側に抜
けられます。平安時代、奥州藤原氏三代の頃に、
すでにこの峠道があったと言われています。

中半入遺跡の周辺をみていきます（図2）。
北上川の支流胆沢川が作る胆沢扇状地がひろが

ります。岩手県内では有数の広い扇状地でして、
この扇状地の中央部に、中半入遺跡と角塚古墳が
あります。さらに中半入遺跡は胆沢川にほど近い
ところに立地しており、川を利用した交通の便が
良い場所とも言えます。

＜中半入遺跡の調査歴＞
中半入遺跡の調査は、1998・99年の第1次調

査からはじまり、第5次調査まで行われています
（図3）。第2次調査から第4次調査までは、だ
んだん対象地域が東に移動し、主に平安時代の集
落跡、水田跡がみつかっています。

面白いのは、第5次調査。第1次調査区域内に
あった農家で浄水槽を作ることになり、庭先に2
ｍ×3ｍの調査区を設定したら、ちょうど古墳時
代前期の竪穴住居跡のど真ん中だったというもの
です。

＜第1次調査区の概要＞
第1次調査区全体図では濃くなっている部分

が、道路や給排水路など最後まで掘りきった本調
査区です。薄い色の部分は、範囲確認調査対象部
分です（図4）。一マスが1辺50ｍのグリッドな
ので、示している調査範囲の端から端までで
650mあります。

というように非常に広い範囲が対象でしたが、
担当者は調査員2名。端から順に掘る手順が崩れ
た時は、一番端と端が同時並行。自分の車にポン
プや測量機材、調査機材などを積み込み、一番端
までいって写真撮影、元に戻って水汲みをして、
また次の場所で指示をするというような、大変な

▲図１　中半入遺跡の位置

▲図２　中半入遺跡の位置（拡大）

▲図３　中半入遺跡調査歴
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日々を過ごしていました。

＜第1次調査の工法＞
この写真（図5）の調査区は幅2ｍで長さは

150ｍ。細長い調査区が多く、竪穴住居跡などは
一部しかわからないものがほとんどでした。

一方こちらは、範囲確認調査区の写真（図6）
です。範囲確認調査区は、2ｍ幅のトレンチで掘
り下げ、見つかった遺構の上面で標高を把握し、
これを保護するように工事の設計と調整するとい
う調査でした。この写真の範囲では竪穴住居跡が
密集し、最大で7軒もあるという場所です。

どちらにしても竪穴などの遺構全体を調査でき
たのはわずかでしたが、その反面650mほどの範
囲の中で、どの地点にどのような遺構が分布して
いるかという全体の傾向を効率よく把握すること
ができました。

いろんな成果があがったことで、新聞でも大き
く報道されたり、各地の研究者などからも関心を

寄せられました。

＜なぜ注目を集めたのか？～時代と地域背景～古
墳時代の東北地方北部の状況＞

注目を集めた背景を説明するために、まず、古
墳時代の概要をみていきます（図7）。

西暦250年前後、3世紀の半ばに、古墳時代が
始まるとされています。その後350年くらい続
き、6世紀の後半ころ飛鳥時代に移り変わりま
す。古墳時代は前期・中期・後期と3区分されて
いて、今回のお話で主に中心となるのは、5世紀、
古墳時代の中期になります。当時の中国の歴史書
『宋書倭国伝』に讚、珍、済、興、武という5人
の倭国の王の名前が出てきます。これらの王がど
の天皇にあたるかは、諸説があり、現在も確定し
ていませんが、武は、ワカタケル大王、雄略天皇
を指しているという説が有力です。重要なのが、
埼玉県稲荷山古墳から出土した辛亥銘の鉄剣で
す。鉄剣に刻まれていた辛亥の年は、471年を指

▲図４　第１次調査全体図

▲図５　第1次調査の工法　本調査区

▲図６　第1次調査の工法　範囲確認調査区

▲図７　古墳時代年表
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しているのではないかと考えられていて、雄略天
皇の在位と同時期になっています。この雄略天皇
という方は拡張政策をとられていて、畿内の権力
を周辺地域に広げていこうとしていました。ま
た、朝鮮半島からさまざまな技術を導入し、技術
革命といえるレベルでの改革がすすめられまし
た。その影響が東北地方にも及んでいるのではな
いかと考えられます。

＜古墳の分布＞
古墳時代とは、まさしく古墳が築かれた時代の

ことです。そのなかでも数百ｍを超える巨大古墳
が近畿地方を中心に築かれました。最大のもの
は、大阪府にあります大仙古墳（伝仁徳天皇陵）。
そのほか、岡山県、宮崎県や関東であれば群馬県、
茨城県などが有名で、東北では、福島県、宮城県、
山形県に100mを超える古墳があります。このよ
うに古墳は全国に点在しており、小さな古墳も含
めると、全国で4000くらいの前方後円墳がある
とのことです。

図8は、高校日本史の副読本『新詳日本史』に
掲載されていたものです。東北地方を拡大します
と、本日お話します角塚古墳が「最北限の前方後
円墳」と紹介されています。

これより北にも丸印が見えますが、これらは、
「末期古墳」というものです。末期古墳は、奈良
時代から平安時代にかけてのお墓で、北海道でも
道央部でみつかっています。古墳時代の本来の古
墳とは、少し意味合いが違うと考えられています。

ですので、今のところ角塚古墳は、4、5、6
世紀を通して、最北の前方後円墳であることには
違いありません。その南は宮城県大崎平野周辺な
ので、ポツンと1基だけの前方後円墳というのが

角塚古墳の特徴です。

＜続縄文文化の広がり＞
それでは一般集落の広がりはどうだったので

しょうか。盛岡市の八木光則さんが作成した図9
で説明していきます。

北海道では、本州の弥生時代から古墳時代、飛
鳥時代にかけて、続縄文文化が広まり、3世紀か
ら4世紀にかけては東北地方に拡大していきま
す。4世紀の後北C2・D式土器は、日本海側では
新潟平野まで分布を拡大させていきます。

これとほぼ同時に、古墳文化が北上します。
これによって、角塚古墳や中半入遺跡がある一

帯は、古墳文化と続縄文文化が重複分布したモザ
イク状のあり方がみられる地域になります。南と
北のかかわりがこの地域では重要になってきま
す。

＜第1次調査でみつかった遺構と遺物＞
ここから具体的に調査でみつかった遺構と遺物

について、説明していきます。

＜密集する遺構群＞
時代別に見ていくと、4世紀の古墳時代前期の

竪穴住居跡は8棟確認していますが、古墳時代中
期前半に入り5世紀前半はいったん空白期となり
ます。そこから5世紀後半、古墳時代中期後半に
なると急に遺構が増えて、竪穴住居跡は確認でき
たもので24棟。推定では50棟以上、場合によっ
ては100棟ほどあるかと考えています。多い場所
では密集するという表現がふさわしい状態（図
10）。またこの時期には、あとでご説明しますが
方形区画遺構というものもみつかっています。そ▲図８　東北地方の古墳分布

▲図９　古墳文化の北上と続縄文文化の南下
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こから6世紀代の古墳時代後期になると集落とし
てはすたれていったようで、竪穴住居跡は8棟に
減ります。

＜方形の竪穴住居跡＞
写真は数少ないほぼ全体がわかった竪穴住居跡

です（図11）。柱穴がいくつかみられます。4m
×5mの方形の竪穴住居跡です。

こちらの写真は別の竪穴住居跡です（図12)。
手前は竪穴住居跡のきわで、両サイドは、調査区
の境界です。床面には土器がたくさん散らばって
いました。写真をよくみると、マーキングしたと
ころに石がみられます。これらは川原石で、半分
や1/4などに割られていました。最初どのよう
なものか、よくわからなかったのですが、これが
後から重要な意味を持つものだとわかってまいり
ました。

＜導入期のカマド＞
竪穴の多くにカマドの跡がありました。カマド

は、もともと日本にあったものではなく、朝鮮半
島から5世紀になって伝播したものです。それま
では縄文、弥生時代とも竪穴住居の中央に炉があ
り、調理にも利用していました。調理施設として
カマドが伝来してから、あまり間を置かずに岩手
県まで伝わったことがわかります。

写真のカマドは構造がわかりやすい状態でした
（図13）。両側の袖に囲まれた、真ん中の空洞だっ
た部分に炭がたまっていました。これをくりぬく
と空洞が良く残っています。手前には、石を突き
刺して立たせています。この上に土器を置くと、
下からの熱を受け非常に熱効率がよいのです。カ
マドに関しては、最初から完成した形で導入され
ていたことがわかります。

＜方形区画遺構の発見＞
竪穴にまじって同時期の堀がみつかりました。

▲図10　密集する遺構群

▲図11　方形の竪穴

▲図12　竪穴住居跡床面遺物出土状況

▲図13　導入期のカマド
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写真の部分は幅3ｍ、深さ1.5mです（図14）。
その他の地点でも同じような堀がA、B、Cの3か
所でみつかり、位置関係から見て直角に曲がる一
連の堀で、しかも全体では方形の区画になるので
はないかと想定しました（図15）。そこで、想定
される延長線上を探っていきました。

＜推定延長線上の検出＞
延長線上に範囲確認調査用のトレンチを入れた

ところ、さらに3か所で同様の遺構を検出しまし
た。断面写真（図16）では上の方で白い筋が見
えますが、平安時代の十和田火山灰が降下した層
です。この火山灰に覆われた平安時代の水田跡が
あり、さらにその下に古墳時代の堀の堆積層があ
ります。堀の時期は、出土遺物からも堆積の状況
からも古墳時代のものと言えます。

最終的に6か所で検出された堀は堆積状態が同
一で、同時期に掘られたことがわかりました。

＜方形区画遺構の全体像＞
全体では6か所で検出した堀を一番矛盾のない

形で線を引くと図17のように少しひしゃげた四
角い区画の一部となり、年代も5世紀後半とわか
りました。内部の面積は900㎡あまりとなるよう
です。

＜堀と平行する柵列（材木塀）＞
興味深いのは堀の内側に平行する細い溝です。

溝の底には太さ30cmくらいの柱穴が連なってい
ました（図18）。材木を並べた塀の跡と考えてお
り、区画を1周するようです。この施設がいった
いどのようなものなのか。

＜各地の方形区画遺構＞
各地で見つかった同様の方形区画の事例を見て

いきます（図19）。これらは関東から東北地方南
部にかけての事例で、右下にある小さいのが中半
入遺跡の例です。

▲図14　堀完掘状況

▲図15　方形区画北東隅の状況

▲図16　堀断面

▲図17　方形区画全体図
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図の縮尺は統一しているため大きさの違いがわ
かるでしょうか。1辺数十ｍから大きなものでは
100ｍ以上になります。右側の写真は、栃木県堀
越遺跡の写真です。堀の形状や埋まり方は中半入
遺跡の例と似ているのがわかります。これらは、
首長の居館などの特殊な施設と考えられていま
す。

＜群馬県三ツ寺Ⅰ遺跡の首長居館＞
図20は群馬県三ツ寺Ⅰ遺跡首長居館を復元し

たものです。三ツ寺Ⅰ遺跡は、上越新幹線工事に
かかわる発掘で、巨大な濠と柵で囲まれた80ｍ
ほどの方形区画が発見され、居館、倉庫や祭祀の
施設などが配置され、この地域の首長が政治的、
祭祀的行為を行っていた場所だと考えられていま
す。

こうした例と比較すると規模は小さいですが、
中半入遺跡の事例は性格としては同じ、政治的、
祭祀的な施設であると捉えられます。すなわち、
角塚古墳に葬られたこの地域の首長の生前活動拠

点とみても不思議ではありません。　
そうした特殊な遺構に加えて、遺物も興味深い

ものが出土しています。

＜古式須恵器＞
古墳時代では素焼きの土師器に加え、今の陶器

の先祖になる須恵器が作られるようになります。
ロクロで成形され、窯で焼かれた器です。これも
日本で発生したものではなく、5世紀の前半に朝
鮮半島から伝わったものです。

写真（図21）右上は、大阪府陶邑窯跡群の
TK109-Ⅲ号窯から出土した須恵器です。中半入
遺跡から出土した須恵器によく似ています。

特に大阪では、陶邑窯跡群というコンビナート
のようにたくさんの窯が作られ、集中的な生産が
行われたエリアがあります。

のちの平安時代になると、各地に窯がつくられ
るようになりますが、古墳時代の5、6世紀の窯
は、他の地域ではめったにみつかりません。5、

▲図18　柵列写真

▲図19　各地の方形区画

▲図20　群馬県三ツ寺Ⅰ遺跡首長居館の復元図

▲図21　古式須恵器写真
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6世紀の須恵器は、特定の場所で作られ、古墳の
副葬品など、限られた形でしか出土しないという
ものです。

＜5世紀後半須恵器の大量出土＞
ところが、この中半入遺跡では、5世紀後半の

須恵器が集中的に出土しています。関東で須恵器
を中心に研究している人が中半入遺跡出土資料を
調査に来て大変驚かれておりました。東日本でも
有数と言っていい量で、5世紀後半から6世紀に
かけて、多くの器種、さまざまな大きさの須恵器
が出土しています（図22）。

最初にお話しした通り、中半入遺跡は、遺跡の
全体を調査したのではなく、一部だけを調査して
います。それでも少なくとも300点ほどの須恵器
が出土しており、全面調査をしたらどれほどの出
土量になったのかと思います。

須恵器は、専門工人が限られた特定の窯で作業
をしています。材料とした窯の近くの粘土には場
所ごとの違いがあり、製品になった須恵器の胎土
を調べることで、どの地域の製品なのかがわかり
ます。

＜須恵器の産地推定（蛍光Ｘ線分析）＞
この時は100点あまりの須恵器を対象に分析を

行いました。そうしたら、先ほど写真で紹介した
大阪の陶邑窯跡群で焼かれたものが多いというこ
とがわかりました。グラフに陶邑窯跡群の製品と
他の地域の割合を示しています（図23）。

特に小型の坏や高坏などは、陶邑窯跡群から運
ばれてきているものが多く、大型の甕や壺類は、
陶邑窯跡群以外のものが多いようです。それでも
大型品でも遠く陶邑窯跡群から運ばれているもの

が含まれていることは注目したい部分です。陶邑
窯は、畿内の王権が直轄していた窯になります。
大阪からみると勢力範囲の北端に位置するような
中半入遺跡なのですが、特別な関心を持たれてい
たことが想像されます。

大阪から東北の間にも点々と同様の遺跡はあり
ますが、東北北部でこんな遺跡は他にありませ
ん。なお、分析していない須恵器も色合いや仕上
がりの状態からみると、陶邑産と推測されるもの
が多い状況です。

＜東北最古段階のウマ歯出土＞
もう一つ驚くような発見がありました。古墳時

代中期の住居跡から、ウマの歯が出土したので
す。東北でも最古段階のものです。写真では枯れ
枝を集めたような様子に見えるのが臼歯です（図
24）。離れた場所にある3棟の竪穴住居から出土
していて、いずれも下顎の臼歯列でした。

下顎の臼歯を拡大した写真を見ると、順番に並
んでいます（図25）。なので、骨にくっついたま
ま埋まったのだと考えられます。普通、骨は年月
が経つと腐ってなくなってしまいますが、歯のエ
ナメル質は骨よりも丈夫で、お墓を掘った時に歯
だけ残るというケースも多いぐらいです。

もともと日本列島にウマはいなくて、5世紀ご
ろに朝鮮半島から連れてこられたものと考えられ
ています。当時、ウマは交通手段や軍事用として
大きな威力を発揮しました。馬と鉄を手に入れる
ことが権力者の絶対条件になっていたはずです。
また、ウマを飼育するのは高い技術が必要でした。

ウマの痕跡を示した分布図（図26）を見ると、
関東では群馬県、中部地方では静岡県駿河湾沿い
や長野県に集中している場所がある。それらのエ

▲図22　中半入遺跡出土須恵器 ▲図23　須恵器産地推定
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▲図24　ウマ歯出土状況

▲図25　ウマ臼歯拡大写真

▲図26　ウマ分布図

▲図27　黒曜石製石器

リアから少し離れて中半入遺跡があります。当時
の馬産地であった群馬県から、東山道を通って岩
手県まで伝わったのがわかります。

＜北から運ばれたもの＞
南から伝わった須恵器、ウマについてお話しま

した。ここからは、逆に北から運ばれてきたもの

を取り上げていきます。
最初に黒曜石の石器についてお話します。黒曜

石は旧石器時代からよく使われた石材で、産地が
限られかなり長距離を運ばれていることもわかっ
ています。例えば青森県三内丸山遺跡でみつかっ
た黒曜石製石器の中では、北海道白滝系の黒曜
石、赤井川系の黒曜石、長野県西霧ヶ峰系の黒曜
石製石器が出土しています。

弥生時代に入ると本州では石器から金属器への
変化があり、石器利用の多くは途絶えます。とこ
ろが、北海道や東北地方では、古墳時代に入って
も、黒曜石製の石器が多量に出土する遺跡がある
のです。

＜黒曜石製石器の大量出土＞
中半入遺跡では合計3千点以上の黒曜石製石器

が出土しました（図27）。あまり刃が鋭くない、
亀のような円形のスクレイパーという石器が大半
です。全体の長さは3～4cm程度で、古墳時代
中期の竪穴などから大量に出土しました。

産地推定のために屈折率測定と蛍光X線分析を
行ったところ、ほとんどの黒曜石は宮城県湯の倉
産だとわかりました。透明感がなく縞模様が入
り、肉眼でもある程度区別できるものです。実は
遺跡の近くに別の黒曜石の産地がありますが、こ
こでは大半が湯の倉産という特徴があります。

＜黒曜石製石器の使用痕分析＞
このような同じ形態の石器が多量に出土して、

いったい何に使われていたのかが問題です。石器
の使用痕を撮影した顕微鏡写真をご覧いただきま
す（図28）。分析したのは、現在、北海道大学に
おられる高瀬克範先生で、当時は岩手県埋蔵文化
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財センターで私の同僚でした。
石器の使用痕分析は、刃部に残る使用痕の状態

を調べて、石器の用途を分析する方法です。対象
物によって特有の使用痕があることを利用してい
ます。

高瀬さんの分析結果から、毛皮の裏側について
いる脂肪を掻きとる作業に使ったことがわかりま
した。動物から毛皮をはいだ後、裏側の脂肪分を
取り除かないと、革製品として利用することがで
きません。集中的に黒曜石製のスクレイパーを利
用して、脂肪の掻きとりをしていたことがわかり
ました。

＜工房跡の発見　105号住居跡＞
実際に皮革加工の作業を集中的に行っていた場

所がみつかりました。105号住居跡と名付けた遺
構で、黒曜石製石器が78点、剥片が700点以上
出土しています。全体の1/4ほどしか調査して
いないのにそういう数でした。

写真（図29）をアップしてもわかりづらいの
ですが、小旗が立っているところは、黒曜石のか
けらが出土した場所です。竪穴の床面に大量の石
器が散乱していて、分布図を作るために旗を立て
ながら掘り進めました。

＜105号住居跡の解釈＝工房跡＞
そうして掘り上げた全体の図（図30）です。

左下に黒曜石の石器が集中。その左側、掘ってい
ない所におそらくカマドがあるようです。これと
は別に中央に炉跡がありました。炉は2つあり、
図の上側の炉横では、鍛冶作業の痕跡がみつかり
ました。下側の炉の横には、四角い穴が連なった
施設があります。何なのか不明でしたが、シベリ

アや北米で毛皮を作る作業を調べた民族調査から
類推すると、皮から脂肪分を掻きとったあと、泥
水や動物の内臓や脳みそを混ぜ合わせたどろどろ
の液体、媒材に皮を漬け込みます。柔らかくして
から、火であぶって乾燥させる。こうした作業を
繰り返して製品の素材となる革を作るということ
です。

そこから考えると、この遺構の中で、石器を利
用して裏側の脂肪を掻きとる作業をしていた場
所。中央の炉は毛皮を乾燥させたり、燻蒸させた
りする所。その周りにある細い杭跡は、毛皮をつ
るした施設の痕跡と考えられます。四角い穴は、
媒材用の液体溜めだったかもしれない。また、上
部の炉跡に鍛冶の痕跡がありますので、動物を解
体したり、毛皮を加工したり、いろいろな作業に
鉄の刃物を使用して、打ち直しをしていたので
しょうか。つまり、皮革加工の作業が集中的に行
われた建物、工房跡と結論付けました。こうした
施設が発見されたことは極めて重要です。

▲図28　黒曜石製石器の使用痕分析 ▲図29　105号住居跡黒曜石出土状況

▲図30　105号住居跡全体図
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＜黒曜石を使い続けたのはなぜか＞
当時は鉄製の道具が普及し始めた時代なのに、

なぜ黒曜石を使い続けたのか。
ひとつは、鈍った刃の付け直しが容易であるこ

とがあげられます。少し打ち欠けば、すぐにフレッ
シュな刃をつくることができます。2つ目に脂肪
かき取りに最適な角度（60度）を得られやすい
こと。3つめに、脂肪分が表面に付着しにくい石
材であること。4つめに鋭利な鉄器で毛皮を傷つ
けてしまうのを避けることがあげられます。こう
した利点の背景には、続縄文文化に由来する伝統
的な技術が保たれていたのだと考えられます。

＜湯の倉産黒曜石の流通＞
原石産地の宮城県湯の倉は、中半入遺跡から直

線距離で70km離れています。湯の倉に近い大崎
平野では、同じ古墳時代中期の集落で黒曜石の出
土点数が千点を超える名生館遺跡、壇の越遺跡、
木戸脇裏遺跡が知られています。

これらの遺跡では原石の1次加工が行われてい
たことが、出土した石器の分析からわかっていま
す。大崎平野の集団が黒曜石を採掘し、胆沢扇状
地（中半入遺跡等）に流通させて、皮革加工が組
織的に行われたと言えそうです。

＜方割石の大量出土＞
黒曜石に加えて、方割石とよばれる分割した扁

平な円礫も多数出土しました。最初は石狩町ワッ
カオイ遺跡で発見、命名されたものです。続縄文
文化の埋葬儀礼に伴うとされ、その後札幌や恵庭
市内などでも出土例が増えてきました。

これらと同様のものが、中半入遺跡では計238
点。大崎市名生館遺跡でも179点出土しました。

東北地方でもお墓に伴う事例もあるのですが、中
半入遺跡や名生館遺跡では、お墓に伴った出土例
がありませんでした。それはなぜなのか。

写真は、中半入遺跡出土方割石です（図33）。
丸い扁平礫を1回の打撃で半分に割った後、さら
に半分に割っているのがわかります。

＜方割石と黒曜石製石器の共伴関係＞
中半入遺跡で方割石が多く出土した遺構では、

等しく黒曜石製石器も多いという関係がみられま
した。グラフは方割石と黒曜石製石器の共伴を示
したものです（図34）。ですから、黒曜石を使う
皮革加工作業と関係があるのではないか。

＜方割石分割回数と重量の関係＞
石の分割模式図で説明します（図35）。丸い石

を一度割って半円形に、そのあともう一度割って
扇状に、さらにもう一度割ってと分割を繰り返し
ています。割るたびに小さくなるはずです。これ
を重量で比較してみます。▲図31　湯の倉位置図

▲図32　方割石

▲図33　方割石の分割面
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そうすると予想に反して、特大品を除き分割を
繰り返しても重量の減少は少ないことがわかりま
した。ということは、出来上がりの形を一定程度
に揃える意味があったのではないか。グラフで見
ると200gくらいにまとまる傾向があるので、お
よそ200gを目安に割っていったのではないかと
考えます。

面白いのは写真の個体です（図36）。手前と右
側が割った辺になります。平らになっている両面
に凹みが作られ、手で持つとちょうど指がかかる
位置に窪みがきます。すごく持ちやすさを意図し
て割りとったかのようです。それでは、手に持っ
てどう使ったのか。

弘前大学の上條信彦先生、帝京大学の植月学先
生、元東京都庁の福田健司先生がその謎に挑みま
した。調査の結果、中半入遺跡の方割石の顕微鏡
写真から、脂肪を掻きとる作業でついたと考えら
れる使用痕が分割面からみつかったのです。

どうやら方割石で粗く大きな面の脂肪を掻き
とった後、黒曜石製スクレイパーで細かい部分の

掻きとりを行ったようです。このように道具の使
い分けがなされていたのではないかと考えられる
ようになってきました。

さらに、石の中に脂質が残っていることがわか
り、DNAの調査なども行われる予定です。うまく
いくと、加工対象の動物がわかる可能性まで出て
きました。

＜方割石の用途＞
方割石はこのように黒曜石の石器とセットで使

用し、皮革加工に用いたと考えられます。割った
理由はゴツゴツした面を作ったのと、片手で持て
る作業しやすい大きさに整えたということです。
そこには北の伝統に基づく技術があったと考えら
れます。

＜黒曜石製石器と方割石による皮革加工＞
以上をまとめると、中半入遺跡では続縄文文化

が備えた伝統、技術を取り入れ、集中的に皮革製
品素材を生産した。石材の原産地と流通経路から
推定すると、皮革生産を指揮、主導したのは、前
方後円墳に葬られた大崎平野と角塚古墳の首長、
また実際に石材の採掘、動物の捕獲、解体、皮革
加工を担ったのは、この地域にいた続縄文文化を
ルーツとする集団だったのではないかという図式
も考えられそうです。

＜コハク製品と原石の出土＞
他に興味深いものとしてコハクがあります（図

37）。岩手では、久慈地方がコハク産地として有
名ですが、中半入遺跡でもコハクが出土してお
り、分析では久慈産の可能性が高いとされました。

実は、玉以上に興味深いのは原石の方です。原

▲図34　方割石と黒曜石製石器の共伴関係

▲図35　方割石分割回数と重量の関係

▲図36　手持ちの良さを意図した方割石
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石は整形や表面の加工前の状態ですが、未加工の
原石が1か所からまとまって出土しました。かた
まりのまま運ばれてきて、その場所で割ったの
か、産地で細かく割られた原石を袋などに入れて
いたのかはわかりませんが、玉に仕上げる工程が
この場所で行われていた証拠です。

＜コハクの流通・加工＞
久慈のコハクは、奈良県の古墳からもみつかる

ように古くから利用されてきました。産地で採掘
された原石が中半入遺跡まで運ばれ、玉製品に加
工されて、他地域に運ばれたようです。

さきほどの黒曜石の場合には、宮城県から中半
入遺跡に運ばれるという北に向かっての動きでし
た。コハクは、逆に北の産物が南に運ばれている
過程がわかります（図38）。

＜流通・加工拠点としての性格＞
ここまでお話してきたことをまとめてみましょ

う（図39）。
湯の倉産の黒曜石、方割石、周辺地域の獣皮を

皮革加工し、当時非常に貴重品であった馬具や武
具の素材を製作。鍛冶の痕跡もあるので、西で作
られた鉄器がもたらされ、再加工されていた。コ
ハクは原石のまま搬入され、遺跡内で玉の加工が
行われ、製品になって搬出。陶邑で作られた須恵
器は、おそらく下賜品として搬入され、さらに周
辺地域へ分配。ウマは関東等で飼育され、東山道
ルート経由で伝来。

こうした点から見ると、中半入遺跡は流通・加
工の重要な拠点だったとみて間違いありません。

＜角塚古墳・周辺遺跡群と中半入遺跡の関係＞
ここからは、角塚古墳・周辺遺跡群と中半入遺

跡の関係について、お話していきます。
角塚古墳は、中半入遺跡の南2キロの位置にあ

る、全長約45mと比較的小規模な前方後円墳で
す。現在は、古墳の上に一本杉が生えています（図
40）。

＜角塚古墳の概要＞
角塚古墳は1974・75年、範囲確認目的の発掘

調査が行われ、正確な墳丘の形が確認されまし
た。1985年国史跡に指定され、1998～2000年、
史跡整備目的の発掘調査が実施されています。

この史跡整備目的の調査成果として、墳丘部分
が、後円部2段、前方部無段であること。墳丘の
規模が全長45ｍ、後円部径32.4ｍであること。
そのほか後円部上段に葺石があり、墳丘上に埴輪
列が発見され、鶏形埴輪が出土したことがあげら
れます（図41）。

作られた年代は古墳時代中期、5世紀第3四半

▲図37　出土コハク

▲図38　コハクの流通

▲図39　搬出入物資（まとめ）
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期、450～475年頃と推定されました。

＜角塚古墳の系譜＞
東北大学藤沢敦先生の研究によると、墳丘形態

と、円筒埴輪の類似性により、仙台平野にある3
つの古墳（名取大塚山古墳、裏町古墳、念南寺古
墳）と角塚古墳が非常に近い、同じ系譜と考えら
れています（図42）。

＜角塚古墳円筒埴輪の特徴＞
詳しく説明します。埴輪は、専門の職人が作っ

たものです。埴輪工人が現地に赴き製作した場合
と、本拠地で作り各地に流通した場合と2通りが
考えられると思います。

角塚古墳から出土した円筒埴輪の特徴は、段の
上の方に円形の透かし孔が作られ、3条の凸帯が
付けられています。また、内面と外面の調整は、
内面上端が横方向ハケメ、外面が縦方向ハケメ、
内面が縦方向ナデ、凸帯内面が横方向ナデが施さ
れています（図43）。

これらは3条凸帯を除き、仙台市裏町古墳出土
埴輪と共通しています。年代も近いとみられます。

＜角塚古墳と密接な関係を持つ古墳＞
藤沢先生の研究では、仙台平野の古墳時代中期

前半（5世紀前半）に空白の時期があり、その後、
5世紀後半にこの地域で新興勢力が出てきた。名
取大塚山、裏町、念南寺などです（図44）。角塚
に関して言えば、同じように新興勢力だったの
か、あるいは宮城の勢力が岩手南部に人を派遣し
てきたのか、解釈が分かれるところになります。

＜被葬者像の課題＞
埋葬施設である古墳主体部の発掘調査を行うこ

とができれば、その構造や副葬品の有無、内容が
わかり、場合によっては被葬者の人類学的調査も
可能ですが、角塚古墳では主体部の調査が行われ
ていないためこれを補う周辺遺跡の情報が必要で
す。

▲図40　角塚古墳

▲図41　角塚古墳の概要

▲図42　角塚古墳の系譜

▲図43　角塚古墳円筒埴輪の特徴
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＜胆沢扇状地の古墳時代遺跡分布＞
胆沢扇状地は、岩手県内では例外的に古墳時代

前期（4世紀）から後期（6世紀）までの集落が
集まる地域です。

前期の住居跡は高山遺跡から1棟、中半入遺跡
から10棟弱、また、遺物は他に西大畑遺跡、石
田Ⅰ・Ⅱ遺跡からも出土しています（図45）。

いったん5世紀前半は空白の時期になります
が、中期後半の5世紀後半から6世紀初頭にかけ
ては、角塚古墳の北東側に複数の集落遺跡・墳墓
群がみつかっています。面塚遺跡、中半入遺跡、
西大畑遺跡、沢田遺跡、石田Ⅰ・Ⅱ遺跡、角塚古
墳では、何らかの遺構が検出されました。また今
泉遺跡では遺物が出土しています（図46）。

その後、6世紀後半は再び空白の時期になるの
です。

ここではこのうち、石田Ⅰ・Ⅱ遺跡と沢田遺跡
の内容を紹介していきます。

＜石田Ⅰ・Ⅱ遺跡＞
石田Ⅰ・Ⅱ遺跡は、2011・12年度に調査され

ました。5世紀後半～6世紀前半の集落で、竪穴
住居跡が16棟、土坑が2基検出されました。土
師器に加えて、須恵器も出土しています（図
47）。

＜石田Ⅰ・Ⅱ遺跡　34号竪穴建物跡＞
竪穴建物の形状に特徴がみられます。図48で

示した34号竪穴建物跡からは、北壁側に短煙道
のカマドがあり、南壁側に張出ピットがみつかっ
ています。張出ピットの用途はまだよくわかって
おりません。遺物では、5世紀後半の須恵器、赤
彩坏が主体で、黒色処理が施されたものも含みま
す。

張出ピットや赤い土器は、福島県中通り地方の
特徴と共通します。左下が郡山市正直A遺跡58号
住居跡です。カマドと張り出しピットの位置、形
態がよく似ているのがわかります。張り出しピッ

▲図44　古墳編年図

▲図45　胆沢扇状地の古墳時代前期遺跡分布

▲図46　胆沢扇状地の古墳時代中期遺跡分布

▲図47　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡
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トは宮城県には検出例がありません。福島県中通
りの人たちが、宮城県を通過して、直接、岩手県
南部に移住していることを示すのかもしれませ
ん。

＜沢田遺跡　墓域検出＞
続いて、2011・12年度に調査された沢田遺跡

ですが、やはり中半入遺跡とも近く、角塚古墳か
らは1キロくらいという位置にあります。この遺
跡ではお墓が多くみつかりました（図49）。5世
紀第4四半期～6世紀初頭の円墳が4基、土坑墓
が11基検出され、このエリアに集中していたこ
とがわかります。

円墳の中で、一番大きいものが9ｍくらい。角
塚古墳の墳丘長45ｍに比べると小さい。この円
墳の周溝内から、さまざまな土器や黒曜石製石器
が出土しました。このうち4号墳の周溝からは、
地元の土器と異なり、北関東の土器に似ているも
のが出土しています。

もう一つ特徴的なのは、土坑墓の半分くらいが
川原石で囲いをする礫槨を伴うことです。同じよ
うなお墓が群馬県や栃木県に分布していて、どう
いう関係なのか注目される部分です（図50）。

＜胆沢扇状地の動向＞
中半入遺跡と角塚古墳、それから周辺の遺跡の

時間的な関係を確認していきます（図51）。
角塚古墳築造と中半入遺跡の集落、居館が作ら

れた時期はほぼ同じ。その少し後まで中半入遺
跡、石田Ⅰ・Ⅱ遺跡の集落、沢田遺跡の古墳、土
坑墓が作られます。つまり、角塚古墳後も一定期
間、集落が継続していたということです。

古墳は、生前に自分の入るお墓を作らせた場合
もありますが、死後の2代目が指揮して作る場合
も考えられます。その場合、角塚被葬者に続く2
代目の首長の存在が必要です。2代目の前方後円
墳はみつかっていないため、判断はできません。
沢田遺跡の円墳は側近など有力者の墓かもしれま

▲図48　石田Ⅰ・Ⅱ遺跡34号竪穴建物跡図

▲図49　沢田遺跡

▲図50　沢田遺跡墓坑と北関東の礫槨

▲図51　胆沢扇状地主要遺跡の編年
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せん。
ここまでをまとめると、4世紀代には南から移

住した人々によって、農耕を基盤とした社会が営
まれていた。出土した土器にモミ痕がみつかって
おり、周辺で稲作が行われていたと推測されます。

5世紀中頃になり黒曜石やコハクに表れるよう
に、北方の特定産物の加工流通の拠点が中半入遺
跡に成立したようです。

須恵器の集中出土、馬の流入、前方後円墳の築
造などは、王権にとっても重要視された証拠であ
り、特に雄略天皇の時期において東国への勢力拡
大の際の前線拠点として位置づけられていた可能
性があります。

角塚の被葬者（築造者）像はどのようなものな
のか。加工流通拠点を管轄するために派遣された
人物でしょうか。あるいは、在地で力を蓄えた首
長が仙台平野以南の勢力、畿内王権と結びついた
ものでしょうか。残念ながら現状は決め手を欠
き、よくわかりません。

＜他地域との関係＞
先にお話したように角塚古墳と仙台平野・大崎

平野では、首長層の政治的つながりが想定されま
す。特に大崎平野との関係は、黒曜石製石器の流
通範囲であり、広範囲の流通システムが成立して
いたとみて差し支えありません。

また、石田遺跡と福島県中通り地方の関係は、
竪穴構造や土器の共通性といった点からは、移
民・移住の可能性も考えられます。

加えて、沢田遺跡と栃木県、群馬県など北関東
との関係は、墓壙構造の類似から出自を示した可
能性があります。

＜続縄文文化との関係＞
皮革加工の場合には、原材料の動物の調達や、

加工具の石器利用技術が北の地域から伝わったの
でしょう。また、コハク利用は産地の情報や加工
技術が、続縄文文化の要素も含まれると考えら
れ、南北の文化の相互作用により発展した社会、
角塚古墳はその象徴と言えそうです。

＜周辺地域との関係　北進する古墳文化と南下す
る続縄文文化の接点＞

＜八戸市田向冷水遺跡＞
少し他の地域の同時代遺跡も見ていきます。は

じめに八戸市田向冷水遺跡を紹介します。

何度か発掘調査が行われていますが、このうち
2003年調査では5世紀後半～6世紀初頭の集落
が70ｍ四方の範囲にまとまって検出されまし
た。竪穴建物跡8棟、竪穴遺構3棟、土坑27基、
円形周溝1基などがあります（図52）。

この遺跡調査中に私も現地に見学にいきまし
た。カマドの状態は、よく残っていました。また、
竪穴の四隅が曲尺をあてたように直角になってい
るのも印象に残りました。

この遺跡では続縄文土器が多いのが特徴で、カ
マドを持つ竪穴から北大Ⅰ式土器が出土しまし
た。黒曜石製石器、方割石、コハクなどもありま
した（図53）。

＜仙台市鴻ノ巣遺跡＞
仙台市鴻ノ巣遺跡は、仙台市の北東部にある集

落遺跡です。第7次調査では、古墳時代中期集落
の一部がみつかりました（図54）。溝跡、柱穴列
による区画施設、多量の石製模造品、コハク、ガ
ラス玉、湯の倉産黒曜石製石器群、方割石、北大

▲図52　八戸市田向冷水遺跡

▲図53　田向冷水遺跡出土資料
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Ⅰ式土器が出土しています。
青森県、岩手県、宮城県でも同じようなセット

が集落遺跡からみつかることがわかりました。太
平洋側の状況に対して、日本海側はどのような状
況になるのでしょうか。

＜横手市一本杉遺跡＞
横手市一本杉遺跡は、横手盆地中央部に位置

し、2017年に調査された古墳時代中期後半の集
落遺跡です（図55）。竪穴建物が5棟検出され、
1辺10ｍ規模の大型のもので、外周溝という施
設を伴います。新潟県や石川県などの北陸地方の
影響を受けていると考えられます。実際に出土し
た土師器も北陸系のものが含まれています。

これに対して、この遺跡からは黒曜石製石器の
出土がほとんどないという点が太平洋側の遺跡と
異なります。

＜出土遺物のあり方にみる地域色＞
出土遺物にみる地域色について、少し触れてい

きたいと思います。
黒曜石製石器群、方割石、コハク製品等の出土

は、東北北半の太平洋側での共通点です。
各地域の代表的な集落遺跡を比較してみます。

ここでは八戸市 田向冷水遺跡、奥州市 中半入遺
跡第1次調査、奥州市 石田Ⅰ・Ⅱ遺跡、横手市 
一本杉遺跡、大崎市 名生館遺跡第23次調査、仙
台市 鴻ノ巣遺跡第7次調査を対象に行いました。

単純な数では調査の規模に左右されるため、調
査面積で資料数を割ってみます。そのグラフ（図
56）を見ると、田向冷水遺跡では、他の遺跡に
比べると続縄文土器、黒曜石が多い。中半入遺跡
第1次調査では、須恵器の出土が特徴的です。ま
た、黒曜石製石器、方割石が多い。石田Ⅰ・Ⅱ遺
跡では、黒曜石製石器、方割石が多いが須恵器は
少ない。

一方、一本杉遺跡では須恵器の出土は多いけれ
ども、続縄文土器、黒曜石製石器、方割石が少な
い。名生館遺跡第23次調査では、黒曜石製石器
が多い、鴻ノ巣遺跡では、黒曜石製石器が多く、
石製模造品という祭祀に使う道具が多く出土して
います。

このように、各地域を代表する遺跡で比較する
と地域の特性が表れていると考えられます。

＜太平洋側各遺跡の共通性と差異＞
太平洋側各遺跡には共通性がみられます。黒曜

石製石器、方割石、コハク、北大Ⅰ式のセットで
す。これに対して、日本海側の一本杉遺跡との差
異ははっきり表れています。太平洋側に共通する
黒曜石がなく、北陸とのつながりが見て取れます。

▲図54　仙台市鴻ノ巣遺跡

▲図55　横手市一本杉遺跡 ▲図56　特徴的な遺物の出土傾向
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こうした中でも大崎平野から胆沢扇状地にかけ
ての、黒曜石を用いた皮革生産という強い関係性
がうかがえます。

今回、仙台平野から三陸の沿岸の状況について
は、具体例をあげることができませんでしたが、
東日本大震災後の復興関連調査の結果、点々と須
恵器や石製模造品の出土が相次ぎ、舟を使った海
路により南北をつなぐルートの存在もみえてきて
います。

南北の往来に比較して東西の交流が弱いのも特
徴ですが、角塚古墳と中半入遺跡がある胆沢扇状
地は最初にお話したように、東西方向の行き来が
しやすい場所にあります。南北、東西の移動の十
字路にあたる位置だからこそ、拠点が置かれたと
言っても過言ではないと考えられます（図57）。

＜上毛野氏田道伝承＞
考古学的な証拠から言えることはここまでです

が、肝心の角塚古墳の被葬者像については、なか
なか決め手に欠く状況です。一方、文献にはその
解明のヒントになるかもしれない記録が残されて
います（図58）。

最後に「上毛野氏田道伝承」をご紹介します。
『日本書紀』の記事に、
仁徳天皇紀　五十五年
「蝦夷叛之。遣田道令撃。則為蝦夷所敗。
　以死干伊寺水門。」
　（中略）
「是後蝦夷亦襲之略人民。因以掘田道墓。
　則大虵發瞋目自墓出以咋。
　蝦夷悉被虵毒而多死亡。」
蝦夷の反乱を鎮めるために田道という人物を派

遣したが、敗退し伊寺水門で亡くなる。田道の墓

を荒らすとオロチに襲われた、といった記事。角
塚古墳の地元では、昔、まむし塚と呼ばれていて、
墓暴きすると、大きな蛇が出てきて悪さをすると
いう言い伝えが残っています。伝承のモチーフに
なるような話が『日本書記』に残されているので
す。

田道は上毛野氏という豪族の人物で、昨年度の
群馬県深澤先生の講座でもお話があったとのこと
です。上毛野氏は、群馬県内で大きな勢力を持ち、
上毛野氏にかかわる古墳も多く築造されていると
されています。

さらに、上毛野氏は王権の連合体で重要な位置
を占めており、東国の経営を実質的に担っていた
可能性が高いとされており、これまで示してきた
ような馬産、方形区画、須恵器、礫槨墓など様々
な考古学的証拠から見ると、その前線が中半入遺
跡、角塚古墳であったとしても、不思議ではない
と考えます。

一方、中半入遺跡で生産流通を掌握し、角塚古
墳に葬られた首長の出自となると、なかなか解釈
が難しい部分もあります。もともと在地の人だっ
たのか、派遣された人がこの地で亡くなって葬ら
れたのか、解釈の余地も残しています。

本日のお話では、主にどのようなものがみつ
かって、どう考えられているのかをお伝えしてき
ました。

考古学は出土資料を元に歴史を構成していきま
す。それはそれで面白いものです。本日お示しし
た物証をもとに、みなさんの柔軟な頭で、私が話
した説とは異なるいろいろなストーリーなどを考
えていただければ幸いです。

これでお話を終わらせていただきます。ご清聴
ありがとうございました。▲図57　各地域の関係

▲図58　上毛野氏田道伝承
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8　企画展示要旨　
　　�北海道・北東北の縄文遺跡群

４－縄文遺跡群と貝塚－展
⑴　展示の目的

世界文化遺産「北海道・北東北の縄文遺跡群」
をテーマとする本企画展示は、世界遺産の持つ顕
著で普遍的な価値の普及啓発を目指し、「世界文
化遺産に登録された北海道・北東北の縄文遺跡群
の土地利用や集落の変遷、精神文化を体感的に展
示し、世界遺産や縄文文化への関心を高め、理解
を深めることを目的とする」としている。これは
令和5年度開催の「縄文遺跡群展2」から一貫し
て掲げ、推進している。

「北海道・北東北の縄文遺跡群」（以下、縄文
遺跡群）は令和3年（2021年）7月にユネスコ
の世界遺産リストに登録された世界文化遺産であ
る。世界遺産は、真実性、完全性、永続的な保全
体制と共に「顕著な普遍的価値」（以下、OUV）
を証明することで、ユネスコ世界遺産委員会での
採択を経て登録されるが、登録後はその価値の普
及を行うことが責務となる。

縄文遺跡群については、北海道世界文化遺産活
用推進実行委員会が2023～2025年に刊行した調
査研究報告書「北海道における世界文化遺産のイ
ンタープリテーションに関する調査研究」1～3
で、縄文遺跡群OUVのインタープリテーション
（適切な伝達・解説、理解促進に関わる、媒体を
含めたコミュニケーション全般）に関する提案が
詳細になされている（北海道世界文化遺産活用推
進実行委員会2022・2023・2024）。

こうした状況を踏まえ、本企画展示では「世界
遺産とはなにか？」、「北海道・北東北の縄文遺跡
群の価値とはなにか？」を、小・中学生にも興味
を持って理解して貰える様、分かりやすく伝える
ことを目標とした。また「分かりやすく」のため
に、ビジュアルを重視した体感的な展示を目指し
た。さらに本展示をきっかけに縄文遺跡群の構成
資産・関連資産現地へのアクセスを促すことも目
的とした。

⑵　展示概要
企画展示の全体概要については本章1節2項

「企画展示」に記載のとおりだが、ここでは下記
ア～オの項目についての概要を記載する。

　ア．展示の構成
本企画展では大きく2つのテーマを設けた。

テーマ1は「世界遺産北海道・北東北の縄文遺
跡群」で、さらに2つの中テーマ「⑴世界遺産と
は？」、「⑵北海道・北東北の縄文遺跡群の価値」
に細分した。⑴では、世界遺産の定義と意義、登
録の条件、世界遺産の種類、OUVとはなにか、
OUVの評価基準について解説した。⑵では、縄
文遺跡群OUVの内容と適合する評価基準、OUV
を構成する4つの属性、シリアル・プロパティで
価値を物語ること、縄文遺跡群の自然環境と資源
利用について解説した。

テーマ2は「縄文遺跡群と貝塚」で、4つの中
テーマ「⑴貝塚とは？」、「⑵貝塚からわかるこ
と」、「⑶縄文遺跡群と貝塚－北海道の特色－」、「⑷
地域間で比べる－噴火湾と古勇払湾の貝塚－」を
設けた。このうち⑶はさらに6つの小テーマ（①
縄文海進と貝塚、②北海道ではなにを食べた
か？、③環境変化への適応のようす、④北海道の
貝塚の変遷、⑤生業活動の季節性、⑥貝塚と精神
文化）に細分した。全体を通しては、貝塚調査に
多角的な視点を持つことで、環境・生業・技術・
精神性など当時の暮らしを広く面的に復元できる
ことを示した。

主な対象は小学生高学年から中学生とし、高校
生以上の層も興味・関心が高められる内容となる
よう努めた。また分かりやすく記憶に残る展示を
目指し、イラストやジオラマなどビジュアルを重
視した手法を多く取り入れた。

　イ．展示資料
展示遺物の総数は274点（全て借用資料）だが、

動物遺存体は種類ごと（魚類・貝類・哺乳類など）
に1点で集計しているため、実際にはさらに多く
の点数を展示したこととなる。展示資料の借用に

▲写真Ⅳ-8-1　企画展示開催のようす
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あたっては伊達市教育委員会、洞爺湖町教育委員
会、千歳市教育委員会、苫小牧市教育委員会の、
写真・画像資料の借用では上記４組織のほか釧路
市立博物館、市立函館博物館、七戸町教育委員会
の協力を得ることができた。

展示遺物の内容は下記の通りで、骨角器や動物
遺存体など貝塚から特徴的に出土する資料を主体
にしたほか、漁労・狩猟・採集に関わる生産用具、
貝塚から出土した精神性を良く表す遺物（貝製や
骨角製の装身具・祭祀具、副葬土器など）を選択
した。資料の時期は縄文時代前期（ステージⅡa）
と後期前葉～晩期（ステージⅢa・Ⅲb）で、形
態等に時期特徴がみられるものを積極的に選ん
だ。また、貝塚出土の動物遺存体（静川22遺跡
貝層のアサリ）を実際にさわってもらう展示も
行った。このほか展示資料の目玉として、入江貝
塚から出土した糞石とカモシカの角を展示した。
いずれも未報告の資料で、今回の企画展示で初め
て一般公開された。

【伊達市 北黄金貝塚　ステージⅡa】
□�骨角器（銛頭、ヤス、ヘラ、刺突具、針、スプー

ン）
□祭祀具（骨刀）
□装身具（笄、貝輪）
□�土器（貝塚出土前期尖底土器、土坑墓出土円筒

土器）
□�石器（石鏃・つまみ付きナイフ、石槍、北海道

式石冠、石皿）
□動物遺存体（貝類、魚類、哺乳類）
【千歳市 美々貝塚　ステージⅡa】
□動物遺存体（貝類、魚類、哺乳類）
【千歳市 美々貝塚北遺跡　ステージⅡa】
□土器（前期尖底土器）
□�石器（石鏃、石槍、つまみ付きナイフ、石斧、

石錘、北海道式石冠）
【苫小牧市 静川22遺跡　ステージⅡa】
□�骨角器（銛頭、ヤス、刺突具、針、スプーン、

カットマーク付きの素材）
□装身具（笄、貝製垂飾）
□土器（土坑墓出土円筒土器）
□�石器（石鏃、石槍、つまみ付きナイフ、石錘、

北海道式石冠）
□動物遺存体（貝類、魚類、哺乳類）
【洞爺湖町 入江貝塚　ステージⅢa】
□�骨角器（銛頭、ヤス、釣針、針、針入れ、弭形

製品、刺突具）
□�装身具（笄、骨製管玉、骨角製垂飾、貝輪、貝

平玉、貝製垂飾）
□土器（貝塚出土入江式土器）
□石器（石鏃）
□動物遺存体（貝類、魚類、哺乳類、糞石）
【洞爺湖町 高砂貝塚　ステージⅢa・b】
□骨角器（銛頭、釣針　ステージⅢa）
□�装身具（土坑墓副葬石製小玉連珠 ステージⅢb）
□土器（土坑墓副葬大洞C式土器 ステージⅢb）
□土製品（墓域出土土偶 ステージⅢb）

　ウ．ジオラマ・模型展示
ジオラマは、縄文遺跡群に関する下記2点のほ

か、回転式銛頭を体験できるオットセイを新たに
作成した。縄文遺跡群のステージの変遷と内容、
自然環境と資源を伝えるジオラマを設置したこと
で、縄文文化を楽しく、分かりやすく伝えること
ができる。
□定住の6ステージの集落モデル

令和5年度の縄文遺跡群展2で作成した「定住

▲写真Ⅳ-8-2　
　5000年前の貝塚の貝をさわる展示

▲写真Ⅳ-8-3　入江貝塚出土糞石の展示
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の6ステージ」ジオラマを、今回の企画展でも活
用した。各ステージの集落モデルを、立体的に作
成したもので、本ジオラマは1万数千年間のなか
で集落施設が充実し精神文化と共に発展・成熟し
ていく様子を体感的に理解することができる。
□北海道・北東北の縄文遺跡群の世界

縄文遺跡群の、自然資源利用、土地利用、交流、
くらしの様子を体感的に理解してもらう目的で、
令和6年度の縄文遺跡群展3に作成したジオラマ
を活用した。大きさ125×70㎝の北海道南西部
から北東北地域の地形地図をベースに、森、動物、
植物、石材、海流などの自然要素と資源、構成資
産のミニジオラマ、自然を利用して暮らす縄文の
人びとや丸木舟を配置している。
□回転式銛頭を体験しよう！

今回多数を展示した銛頭がどのように機能した
ものか体験的に理解してもらうため、新たに作成
したオットセイと銛頭の模型である。オットセイ
の大きさは30㎝ほどで、腹部まで通じる銛頭の
刺し口を背中に設け、腹部はくり抜きの開放状態
で、体内で銛頭が回転する様子が見えるように工
夫した。

オットセイの製作方法はメラミンスポンジを必
要な大きさに貼り合せた後に削り出しで形状を整
え、その上にPVA素材の粘土（エンジェルクレイ）
を塗って滑らかな表面をつくり、さらに木工用ボ
ンドを水で希釈したものをコーティング剤として
塗布した。銛頭は合成樹脂粘土（バイサム）を用
いて大きさ4.5㎝の開窩式のものを製作した。

　エ．時代区分
令和5年度からの継続的な取り組みとして、日

本考古学で提唱された時代区分（縄文時代草創

期・早期・前期・後期・晩期までの土器型式を基
準とした6期区分）を用いず、世界遺産登録推薦
書で提示された「集落展開及び精神文化に関する
6つのステージ」（「定住の6ステージ」）で時期
を表した。「ステージ」の用語と、各ステージの
環境・生業・集落・精神文化を多くの方に理解し
てもらうことを目的としている。

　オ．配布物
ワークシートと解説冊子を配布した。

□ワークシート
ワークシートは「選べるAコース・Bコース」

の2種類を用意した。Aコースの「なぞときコー
ス」は、展示をめぐって解説パネルや展示遺物か
ら答えを導き出す内容で、道具の用途や縄文の食
べものへの興味を高めることをねらいとした。B
コースは「お絵かきコース」で、展示土器を参考
にシートの土器の輪郭の中に文様を描きこむ内容
である。じっくりとした資料の観察を促すことを
ねらいとした。両コースともクリアすることで、
「貝塚砂絵」などの埋蔵文化財センターオリジナ
ルのグッズを手に入れることができる。

ワークシートの導入は展示開始から10日間ほ
ど後にはじまる夏休み期間に合わせて行ったが、
児童たちの展示見学時間が飛躍的に増加する効果
が認められた。
□展示解説冊子

展示解説冊子は、展示した文字・図・写真パネ
ルの内容を取りまとめたもので、展示パネルでは
字数制限のために割愛した内容などを加えたほ
か、引用参考文献、展示資料一覧も掲載した。
A4判縦カラー37ページの体裁で作成した。

▲写真Ⅳ-8-4　回転式銛頭を体験しよう！

▲写真Ⅳ-8-5　選べるワークシート
　「縄文クエストチャレンジ！」
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⑶　展示内容の詳細
展示構成は上述のとおり前半が世界遺産と縄文

遺跡群のOUVを解説するコーナー、後半が「縄
文遺跡群と貝塚」のコーナーに分けられる。前半
については令和5・6年度の縄文遺跡群展で製作
したものを活用しており、内容については令和6
年度刊行『年報26』に詳述しているため本稿で
は割愛する。ここでは後半の「縄文遺跡群と貝塚」
の展示内容について記載する。

「縄文遺跡群と貝塚」の展示
　ア．貝塚とは
（ア）貝塚とは

先史・古代の人びとが食用などに利用した貝殻
が大量に堆積したものを「貝塚」と呼び（小宮孟
2015）、縄文時代では、魚類・哺乳類・鳥類の骨
や炭化した種子なども豊富に混じり、利用した食
料資源の多様さを知ることができる。また土器・
石器・骨角器などの生活用具のほか、装身具や祭
祀具がみつかること、動物儀礼が行われているこ
と、墓がつくられることも貝塚の特徴で、縄文の
貝塚は単なる「ゴミ捨て場」ではない、特別な性
格を持つことが考えられる。貝塚は環境の復元、
資源利用の様相、精神文化の様相などの研究に良
好な情報を与える遺構として古くから研究者の注
目を集めてきた。

北海道・北東北の縄文遺跡群にも5つの貝塚遺
跡が含まれており、貝塚が集落形態の発展、自然
資源利用、精緻で複雑な精神文化など、OUVを
証明する要素を多く含むことを示している。

（イ）日本の貝塚
日本全体でみつかった貝塚はおよそ3000か所

といわれ、北海道から沖縄までの全域に広がる。

太平洋側に多く分布し、内湾・遠浅で海底に砂泥
が発達した海の沿岸部、特に河川や湧水地点の付
近 に 作 ら れ る 特 徴 が 指 摘 さ れ て い る（ 鈴 木
1989）。北海道ではおよそ200か所の貝塚があ
り、津軽海峡、噴火湾、勇払湾、釧路・厚岸、サ
ロマ湖・網走湖の周辺に多く分布する。本展示で
は日本列島の貝塚集中地帯や、貝塚が形成される
特徴的な地形をモデル的に示した。

（ウ）貝塚のはじまり
貝塚が現れたのは、ステージⅠb（早期初頭・

約1万年前）の頃で、最も古い貝塚は関東地方と
瀬戸内海ではじまったようである。横須賀市の夏
島貝塚ではマグロやカツオなどの外洋の魚もみら
れ、貝塚形成の初期から海の資源を積極的に獲得
した様子が認められる。

氷河期である旧石器時代の貝塚は世界でもみつ
かっておらず、貝塚のはじまりは地球規模の温暖
化で起きた海水面上昇の時期と重なり、気候変動
がもたらした環境と生態系の変化が、活発な海の
資源の開発を促したと考えられる。これを肯定す

▲図Ⅳ-8-1　貝塚が形成される地形

▲図Ⅳ-8-2　北海道の主要な貝種

▲写真Ⅳ-8-6　
　展示した動物遺存体（ステージⅡa）
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る様に、北海道では縄文時代早期には海岸部への
遺跡の進出が活発になり、縄文前期にピークを迎
える様子が指摘されている（阿部2021）。

こうした日本列島と北海道の気候・環境の変化
には日本海への対馬海流の流入が大きく影響した
ことが考えられる。縄文遺跡群においても縄文海
進安定期のステージⅡaに３つの貝塚遺跡（北黄
金貝塚、田小屋野貝塚、二ツ森貝塚）が形成され
ている。

（エ）貝塚ができるためには
貝塚ができるためには、食料となる一定の種類

の貝が、安定して豊富に棲息する海の環境が必要
となる。多くの貝塚からは数十種類におよぶ多種
の貝がみつかるが、主体の貝はだいたい3～4種
類であることが一般的で、「貝類を安定して利用
するためには、多様性よりもむしろ他種の棲息を
阻害してでも群生するような種の存在が前提とな
るのだろう」との指摘もみられる（永谷2017）。 

本展示でも北海道貝塚の主要種であるカキ・ハ
マグリ・アサリ・シジミを主体的に展示し、特定
の有用種が豊富に採取できる環境に集落が形成さ
れたことを解説した。

また本テーマのなかのコラムとして、「貝がた
くさん採られたわけ」と「貝塚はなぜ日本海岸に
少ないのか？」を取り上げた。前者については、
貝は安全かつ容易に採取可能であるが、低カロ
リーのため多量の採取が必要だったと説明した。
後者については、日本海岸は太平洋側に比べ潮の
干満差が非常に少なく、貝の採取に適していない
ことが考えられ、貝塚集中地帯である東京湾は干
満差が大きい地域であることを国土交通省ホーム
ページ公開のグラフ『潮位差の大きい地域におけ
る参考事例』を参考資料に示した。

　イ．貝塚からわかること
貝塚では通常の土層では分解され残ることのな

い有機質の遺物（動物や魚の骨、骨角製の道具な
ど）が残るため、当時のくらしの様子を通常の遺
跡よりも詳しく知ることができる。本展示では貝
塚からわかることを下記（ア）～（カ）の6つに
まとめた。

（ア）食料事情、栄養事情、病気
何を食べていたか、栄養やカロリーをどの程度

摂取していたかが分かる。人骨がみつかれば、理
化学的な分析や病理学的な視点を通して病気やケ

ガについても知ることが可能。

（イ）自然環境
出土した貝・魚・動物などの種類から、当時の

気候や自然環境を復元することができる。同じ貝
塚の中で、暖海性の貝や魚がみつかる層は温暖な
時代に、寒海性の種類がみつかる層は寒冷な時代
に残されたと考えられる。また貝や魚は水域の塩
分濃度（鹹水・汽水・淡水）でも種類が変わるた
め、遺跡周辺の環境を知る手掛かりとなる。

本展示では、暖海性の代表的な貝の種類として
アカニシ・ハマグリ・ウネナシトマヤガイ、寒海
性の代表としてホタテ・ウバガイ・ビノスガイな
どを、展示動物遺存体と補足パネルを設置するな
どして積極的に示した。

（ウ）生業の内容・活動場所・技術
出土した貝・魚・動物の詳しい生態や大きさな

どを調べることで、生業（狩猟・漁労・採集）の
詳しい内容や活動範囲を考えることが可能であ
る。自然遺物と共に骨角器や石器がみつかれば、
具体的な狩猟・漁労の技術に迫ることができる。
本展示では、環境ごとの棲息種を大型イラストパ
ネルで示す展示（活動場所）、銛頭・釣針・石鏃
など生産具の展示（方法技術）、展示動物遺存体
の大きさや性別の表示（選択性）を積極的に行っ
た。
【活動場所】　魚や貝の生態から、どこで生業を
行ったかの推測が可能となる。淡水の魚や貝であ
れば川、汽水性であれば河口や潟湖などが考えら
れる。
【方法・技術】　魚や貝が棲息する水深・魚の大
きさ・群れをつくるかなどから、釣り、漁網、銛、
浜辺での採集、素潜り、などを考えることができ
る。
【選択性】　貝塚からみつかる貝や魚を調べる
と、一定以上の大きさや種類が主体的にみつかる
ケースがあり、乱獲を防ぎ資源を保護するために
捕獲物の年齢・大きさ・性別などを基準とする選
択性が働いていたと考えられる。

（エ）生業の季節
魚や動物の生態から捕獲した季節を推定するこ

とが可能であり、例えば多量にニシンの骨がみつ
かった場合は、春先に産卵のため岸辺に押し寄せ
た群れを網漁で捕獲したことが考えられる。サケ
であれば晩夏から晩秋までの漁が考えられる。捕
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獲する魚や動物の回遊、産卵の時期は、特に大き
なヒントとなる。貝塚から異なる季節性を持つ魚
や貝が、層ごとにまとまってみつかれば、生業の
年間スケジュールを考えることができる。

（オ）精神文化の様相
貝塚に遺された祭祀のようす、動物儀礼のよう

す、墓など葬送儀礼のようすから、縄文の精緻で
複雑な精神文化を知ることが可能である。特に有
機質資料を残す貝塚からは骨角製の装身具が豊富
にみつかり、現代人も驚くような高い技巧が認め
られる。本展示では動物儀礼を示す出土状況写真
や、貝塚につくられた墓、貝塚に埋葬されたイヌ
などの写真パネルを豊富に展示した。

（カ）有機質の道具
日本列島は酸性土壌のため、骨角器などの有機

質素材の道具は、通常は分解され消失してしまう
が、貝塚では貝のカルシウム分が土壌を中和し分
解されにくい環境をつくることで、骨角器などが
良好に遺存する。貝塚から出土する有機質の遺物
は生業を具体的に考える貴重な情報となる。

本展示では貝塚からみつかった豊富な骨角器、
骨角製装身具を実物と写真パネルで展示し、貝塚
遺跡の重要性を示した。

　ウ．縄文遺跡群と貝塚－北海道の特色－
（ア）縄文海進と貝塚

縄文海進はおよそ1万1千年前から始まった地
球規模の温暖化現象（工藤2012）に伴って起き
た海水面の上昇であり、海進ピークのおよそ
6000年前には現在よりも海水面が3ｍ以上高く
なったと試算されている（赤松2003）。沿岸部の
低地には海が侵入し各地では波の穏やかな遠浅の
入江（内湾）の出現につながった。この「縄文の
海」は貝類の棲息と丸木舟を使った漁に絶好の環
境で、海洋資源の利用が活発になったことが考え
られる。

さらにステージⅡa（前期・6000～5000年前
ごろ）までには川から運ばれた土砂により砂丘が
発達することで環境は内湾⇒潟湖へと変化し、砂
泥を好む二枚貝が増加したと考えられている（赤
松2003、一木2012）。北海道でも縄文海進期に
貝塚の増加と分布域の拡大がみられる（永谷ほか
2014）。縄文遺跡群においても縄文海進から海退
の環境変化の影響を受けた貝塚位置の変遷にみる
土地利用の様子が、ステージⅡaの北黄金貝塚で
重視されている。

（イ）貝塚から復元されたくらし　－北海道では
なにを食べた？－

北海道では、魚では寒海性と暖海性の両方の魚
種を利用し、貝では棲息環境に卓越する種類（淡
～汽水のヤマトシジミ、汽水のカキ、鹹水のハマ
グリなど）を採り、哺乳類ではシカと海獣を主に
利用した様子が貝塚資料から復元されている。特
にオットセイを主体とした海獣狩猟が北海道の特
色である。海産資源をうまく利用した様子が窺え

▲図Ⅳ-8-3　
　貝塚周辺の自然環境と生物（活動場所）

▲図Ⅳ-8-4　海進から海退に伴う内湾から潟湖・沖積地への変化
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る。
【北海道の貝塚でみつかる動物遺存体】
魚類：亜寒帯水域に多いニシン・マダラ・ウグイ・
カレイのほか、対馬海流の影響を受けてスズキ・
ボラ・マグロ・ブリも多くみられる。特にニシン
やサケなどの回遊魚の利用が盛んである。
貝類：アサリ・マガキ・イガイ・ヤマトシジミが
主体で、前期の温暖期にはハマグリ・ウネナシト
マヤガイ・アカニシなどの暖海性種も目立つ。古
勇払湾の汽水域付近の貝塚ではヤマトシジミが圧
倒的である。
哺乳類：陸獣ではシカ、海獣ではオットセイの利
用が圧倒的である。北海道は全国でも海獣の出土
が多く、越冬の為にオホーツク海北部から北海道
沿岸に回遊する幼・若獣のオットセイを主に狩猟
した様子が認められる。

（ウ）環境変化への適応のようす
①噴火湾沿岸貝塚の貝層の変化

ステージⅡaでは後半から緩やかな冷涼化と海
退がはじまり、海の環境に変化が起きた。噴火湾
の貝塚ではこの時期に水産資源が変化した様子が
指摘されている（峰山1972）。特に貝は環境変化
に敏感と言われ、貝塚の主体となる貝種が大きく
変化している。

噴火湾の早期から後期にかけての貝塚でみられ
る主体の貝は、ハマグリ⇒コタマガイ⇒マガキ⇒
アサリ⇒イガイと変化している。マガキは中期か
らの海退に伴って激減したようで、後期以降は現
在と同じ寒流域の海洋性貝種が増加したようであ
る（ビノスガイなど）。

縄文の人びとは気候と海の変化に柔軟に適応し
ながら「新たに採れるようになった貝」の採集を
行い、集落を維持した様子が窺える。

本展示でも動物遺存体をステージⅡaとステー
ジⅢaにケースを分けて展示し、環境変化の様子
を実物で比較できる構成とした。
②北黄金貝塚での変化

北黄金貝塚はステージⅡaの約1千年間に亘っ
て形成された貝塚であり、その中で起こった環境
変化のようすを貝層出土の動物遺存体や道具の変
化に認めることができる。本展示では環境変化に
伴う生業と道具の変化を動物遺存体の他、骨角
器・石器でも感じることができるよう、生産具の
資料を多く展示した。

③�入江貝塚での変化（道具量の変化からみる生業
の変化）
入江貝塚では、ステージⅡa～Ⅱb（前期後半

～中期前半）にかけて、堅果類など植物資源を加
工したと考えられるすり石・石皿が多く出土す
る。しかしステージⅢaにかけて減少し、代わっ
て銛頭などの狩猟具が増加した様子が認められ
る。このことから寒冷化が進むステージⅡbから
Ⅲaにかけて、植物食主体から動物食主体の生業
へシフトしたことが考えられている。ステージ
Ⅲaの貝塚からはエゾシカとイルカの骨が多量に
みつかっており、道具の変化と整合的である。

本展示でも動植物遺存体と共に変化する道具の
様子にあわせて、石鏃と銛頭を可能な限り多く展
示した。

▲図Ⅳ-8-5　噴火湾貝塚の貝の変化

▲表Ⅳ-8-1　
　噴火湾沿岸貝塚の貝種の変遷（峰山1972）
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（エ）北海道の貝塚の変遷　
①�ステージⅠb（早期）　縄文海進のピークと貝
塚のはじまり
温暖化が進み各地に内湾が形成された。北海道

では対馬海流の流入が本格化した、およそ7500
年前から道東地域を中心に小規模な貝塚がつくら
れはじめる。東釧路貝塚ではマガキやハマグリな
ど暖海性の貝がみつかっており、噴火湾では有珠
6遺跡で道内最古段階の貝塚がみられる。
〈代表的な遺跡〉東釧路3遺跡、北斗1遺跡、天
寧1遺跡、網走湖湖底遺跡など
②�ステージⅡa（前期）　縄文海進の安定期と貝
塚の増加
縄文海進の安定期を迎え、遠浅干潟の環境が形

成された。貝塚にも顕著な増加がみられ、分布域
も噴火湾、古勇払湾、古釧路湾などに広がる。こ
の段階から古釧路湾、古勇払湾、噴火湾などに数
百㎡におよぶ規模の大きな貝塚が出現する様にな
る。また海だけでなく、温暖な気候は陸上に落葉
広葉樹の豊かな森林環境を生み出した。
〈代表的な遺跡〉北黄金貝塚、若生貝塚、虎杖浜
2遺跡、美々貝塚、植苗貝塚、静川22遺跡、東
釧路貝塚など
③�ステージⅡb（中期）　緩やかな寒冷化と遠ざ
かる海
緩やかな寒冷化と共に海退が進行した。各地の

内湾地形で砂丘形成が顕著となる。貝塚の分布は
北海道南西部に偏りをみせ、津軽海峡沿岸部と日
本海岸南西部へ広がった。道央では古勇払湾の沖

積平野化に伴い貝塚が姿を消してしまう。
〈代表的な遺跡〉入江貝塚、茶津貝塚、コタン温
泉遺跡など
④�ステージⅢa（後期）　急激な寒冷化と貝塚分
布のひろがり
オホーツク沿岸の貝塚が姿を消し、道南西部の

噴火湾から津軽海峡沿岸地域に分布が偏る。後期
初頭の噴火湾北岸では大規模な貝塚の形成が顕著
となる（静狩貝塚、入江貝塚、高砂貝塚、絵鞆貝
塚）。道東では釧路・厚岸地域に、道北では礼文
島に貝塚形成がみられ、礼文島の船泊遺跡ではビ
ノスガイを使った装身具つくりが盛んに行われ
た。
〈代表的な遺跡〉入江貝塚、高砂貝塚、コタン温
泉遺跡、戸井貝塚、大谷地貝塚、茶津洞窟遺跡、
三ツ谷貝塚、天寧貝塚、船泊遺跡など
⑤�ステージⅢb（晩期）　貝塚が不明瞭となる時
代
貝塚が減少し、様相が不明瞭となる。分布は釧

路、噴火湾東岸、日本海岸南西部にみられる。高
砂遺跡ではこの時期の貝塚がつくられたほか、ス

▲図Ⅳ-8-6　北黄金貝塚の動物遺存体と
　道具変化から復元される生業の変化

▲図Ⅳ-8-7　ステージⅠb貝塚分布

▲図Ⅳ-8-8　ステージⅡa貝塚分布
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テージⅢaの貝塚にステージⅢbの墓域を形成し
ている。
〈代表的な遺跡〉高砂貝塚、有珠モシリ遺跡、幣
舞遺跡など

（オ）貝塚から分かる、生業活動の季節性
貝塚からみつかる貝・魚・動物の産卵や回遊な

どの生態をもとに、漁労や狩猟の生業がどの季節
を中心に行われたかを復元する研究が行われてい
る（三谷2010・2017）。北海道の魚ではニシン
やサケ・マスなどの回遊が知られるほか、マダラ
やヒラメなども産卵期に接岸する習性があり、縄
文の人びとにとって絶好の漁期となったと考えら
れる。
①北黄金貝塚のオットセイ猟

ステージⅡa（縄文時代前期後半）にのこされ
た、北黄金貝塚のA´貝塚はみつかった哺乳類の
8割がオットセイであり、オットセイ猟が盛んに
行われた様子がみられる（西本1984、金子・西
本1985）。さらにメスの成獣と幼獣・若獣が主体
を占める特徴が認められた。噴火湾は冬から春に

かけてメスが幼獣を連れて回遊する越冬地として
知られており、縄文時代にも越冬のためやってき
たオットセイを盛んに狩猟していたと考えられる
（伊達市噴火湾文化研究所2013）。
②高砂貝塚の漁労

高砂貝塚のC地点貝塚（ステージⅢa 後期初頭）
では、灰層、混土貝層、魚骨層、混貝土層、炭層、
ウニ層が、整然と互層の状態で確認され、周期的
に行われた季節ごとの生業単位を表すと考えられ
る。

魚はカレイ類を中心に、ニシン・フカカサゴ科・
マダラが多く、貝類はアサリが主体である。マダ
ラ以外の魚は春から夏の産卵期に群れで接岸する
ことから、この季節を中心とした漁労が想定され
ている。大量にみつかったウニは可食部の生殖器
が肥大する夏が漁期とみられ、アサリは年間を通
じて採取可能だが干満差の大きい春が主な漁期と
考えられる（三谷2017）。
③入江貝塚の狩猟と漁労　

入江貝塚のA地点貝塚にのこされたステージⅢ
a（縄文時代後期前葉）の層からは、エゾシカの
骨が多量に検出された。歯による死亡季節の推定
から、狩猟は夏から秋を中心に行われたことが明
らかとなった。秋はシカが大きな群れを作るほ
か、雄の角が袋角から枯角へと変化し骨角器の適
材となる時期でもあり、こうした狩りと資源獲得
に効率が良い時期を狙ってシカ猟を行った様子が
窺える。

同じ層からはイルカや魚骨も多くみつかってい
る。魚類は産卵で接岸する時期が漁期と考えられ
ることから、ニシンは春、ヒラメとカサゴ類は春
から夏、カジカは秋から冬と考えられる。またイ
ルカの猟期は夏から秋に噴火湾を回遊する時期と
みられる。

▲図Ⅳ-8-9　ステージⅡb貝塚分布

▲図Ⅳ-8-10　ステージⅢa貝塚分布

▲図Ⅳ-8-11　ステージⅢb貝塚分布
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入江貝塚では春から秋にかけて狩猟・漁労が集
中したようすが窺える（三谷2010）。

（カ）貝塚と精神文化
①葬送儀礼　-貝塚につくられた墓-

貝塚に墓をつくる風習はステージⅡaの後半
（縄文時代前期後葉）にはじまり、ステージⅡb
（縄文時代中期）に一度途絶えるものの、ステー
ジⅢa・Ⅲb（縄文時代後・晩期）で再び行われた。
【貝塚の形成と共に墓をつくる】

北黄金貝塚のA´貝塚（ステージⅡa）では貝
層下と貝層中から、貝塚と同時期の墓が13基み
つかっており、貝塚の形成と並行して墓域として
機能したことが分かっている。

入江貝塚のC地点貝塚（ステージⅡa～Ⅲa）で
も15基の墓がみつかっており、やはり貝塚の形
成と共に墓がつくられている。但し入江貝塚の墓
は掘り込みを持たず、遺体上に盛土し石を配置す
るなどの特殊な様子がみられる。
【祖先の貝塚を墓域とする】

高砂貝塚のA地点貝塚はステージⅢaにつくら
れた貝塚が、ステージⅢbに墓域として使われた
ことが明らかとなっている。先祖の残した貝塚を
墓域としたと考えられる。

高砂貝塚A地点貝塚の墓域からは墓前祭祀の遺
構群がセットでみつかっており、墓は28基で、
これに伴うものとして配石遺構（16基）、中央に
立石を伴う環状配石（4基）、環状配石（7基）、
積み石状配石（1基）、板状礫等の下部に玉砂利
を敷く配石（4基）と、多様な遺構が検出された。

葬送に関わる供献品では土偶・壺形土器・ベン
ガラ塊などが豊富である。

本展示では高砂貝塚A地点貝塚の墓域から出土

した供献品の壺形・鉢形の精製土器、土偶、装身
具などを展示した。
②動物儀礼のようす

貝塚には動物を使って儀礼を行ったようすがみ
られ、ステージⅠb～Ⅱa（縄文時代早期後葉～
前期）の早い時期にはじまっている。ステージⅡ
aの北黄金貝塚のC地点貝塚では6頭分のシカの
頭骨を並べた周囲に20数個の円礫を配置し、配
石内にベンガラを撒いた動物儀礼が確認されてい
る。

このほか著名な例では、ステージⅠbの東釧路
貝塚でのイルカの頭骨を使った儀礼があり、吻端
骨を中心に向けた放射状、外側に向けた放射状、
並列して板状に積み重ねるなどの多様な配列がみ
られた。またステージⅢa（縄文後期前葉）伊達
市ポンマ遺跡ではシカの切歯やホタテガイを使っ
た儀礼とみられる出土例が確認されている（青野
2008）。

本展示では動物儀礼に関わる特殊な検出状況の
写真を豊富にパネル展示した。
③道具儀礼のようす

ステージⅡaの北黄金貝塚のA´地点貝塚で
は、祭祀具と考えられる鯨骨製の骨刀が、貝塚の

▲�図Ⅳ-8-12　オットセイの集中分布域と回遊路の
推定（金子・西本1985から作成）

▲図Ⅳ-8-13　高砂貝塚A地点貝塚墓域
　（札幌医科大学解剖学第二講座1987から作成）
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灰層中から出土した。骨刀は被熱によって著しく
湾曲しており、火で焼き変形させることで、道具
としての役目を終わらせたことが推測されてい
る。
④モニュメントとしての貝塚

北黄金貝塚や若生貝塚など、台地上に長期に
亘って作られた大規模貝塚は、マウンド状の景観
を持つようになるが、こうした貝塚は、集落の祭
祀儀礼を行う神聖な空間を誇示する記念物（モ
ニュメント）としての性格があったと考えられて
いる（青野2008、永谷2017）。

　エ．�地域間で比べる－噴火湾と古勇払湾の貝�
塚－

ステージⅡaの縄文海進期には苫小牧周辺の低
地にも入海が侵入して「古勇払湾」が現れ、その
沿岸には多くの貝塚が形成された。今回の展示で
は古勇払湾の三つの貝塚、苫小牧市静川22遺跡
と千歳市美々貝塚・美々貝塚北遺跡を紹介し、噴
火湾の縄文遺跡群との比較を試みた。

両地域の貝塚を比べると、次の様な違いがみら
れる。

□�古勇払湾では内湾汽水域のヤマトシジミを主体
とするが、北黄金貝塚ではハマグリやカキ・イ
ガイなどの汽水性の貝のほか、外洋の魚や海獣
が豊富にみつかる違いがある。

□�北黄金貝塚が海進から海退以後まで継続するの
に対して、古勇払湾最奥部に位置する美々貝塚

と美々貝塚北遺跡の貝塚は海進最盛期の短い期
間に限定される。
ただし両地域とも、石鏃や石槍による狩猟、す

り石による採取植物資源の加工、石錘や銛頭によ
る漁労の様子がみられ、遺跡周辺の様々な資源を
獲得するために多様な生業を展開している点が共
通する。

本展示では、各遺跡の立地と周辺地形特徴、検
出遺構などからみる遺跡の特徴、貝塚組成遺存体
の特徴（主な種と生息域）、出土した生産用具に
ついてパネルに取りまとめて詳述し、その内容を
示す遺物の展示も行った。

［引用参考文献］
【論文等】
青野友哉
　2008　「北海道における貝塚文化の消長-縄文時代～近

代の生業と祭祀-」『地域と文化の考古学』II　株式会
社　六一書房

　2017　「北海道噴火湾沿岸における縄文貝塚の貝種組
成からみた環境変遷（予察）」『北海道考古学』第53
輯　北海道考古学会

赤松守雄
　1984　「北海道における完新世海進にともなう貝塚の

貝類群集と地形の変遷」『北海道の研究』第1巻　考
古篇I　清文堂出版株式会社

阿部芳郎
　1996　「縄文時代のなりわいと社会」『季刊　考古学』

第55号　雄山閣出版株式会社
　2007　「貝塚から縄文社会を読み解く」『月刊考古学

ジャーナル』No.563　株式会社ニュー・サイエンス
社

　2008a「縄文社会と貝塚」『季刊　考古学』第105号　
（株）雄山閣

　2008b「貝塚形成とムラの成り立ち」『季刊　考古学』
第105号　（株）雄山閣

一木絵理
　2012「日本における縄文海進の海域環境と人間活動」

東京大学大学院　新領域創成科学研究科　社会文化
環境学専攻　学位論文

植月　学
　2008「縄文海進と貝塚」『季刊　考古学』第105号　

（株）雄山閣
大島直行
　1998「北海道における生業研究の視点」『月刊考古学

ジャーナル』No.439　株式会社ニュー・サイエンス
社

　2001「縄文の家とムラそして貝塚」『新　北海道の古
代　1　旧石器・縄文文化』　北海道新聞社

岡村道雄
　1992「貝塚の重要性と分析の視点　-貝塚の特性を生

かした縄文文化の研究-」『季刊　考古学』第41号　
雄山閣出版株式会社

金子浩昌
　1986「北海道における縄文時代貝塚の形成と動物相　

-漁・猟関係骨角製品発達の背景-」『北海道考古学』
第22輯　北海道考古学会▲図Ⅳ-8-14　

　貝塚での葬送・祭祀のようす（イメージ）



106

金子浩昌・西本豊弘・永浜真理子
　1982「狩猟・漁撈対象動物の地域性」『季刊　考古学』

第1号　雄山閣出版株式会社
金子浩昌・西本豊弘
　1985「北海道・本州東北におけるオットセイ猟の系譜」

『季刊　考古学』第11号　雄山閣出版株式会社
河野廣道
　1935「貝塚人骨の謎とアイヌのイオマンテ」『人類学

雑誌』第五十巻　第4號　東京人類学舎
菅野修広
　2014「貝塚と埋葬人骨の同時代性の検討」『日本考古

学協会2014年度伊達大会研究発表資料集』日本考古
学協会2014年度伊達大会実行委員会

小林加奈
　2008「縄文時代丸木舟の復元製作実験」『月刊考古学

ジャーナル』No.574　株式会社ニュー・サイエンス
社

鈴木　信
　1994「狩猟のための道具」『季刊考古学』第47号　雄

山閣出版株式会社
鈴木保彦
　2020「縄文時代の気候変動及び海流と縄文文化」『縄

文時代』第31号　縄文時代文化研究会
芹沢長介
　1984「貝塚研究の進展」『月刊考古学ジャーナル』

No.231　株式会社ニュー・サイエンス社
高橋　健
　2007「北海道沿岸の海獣銛猟」『縄文時代の考古学5　

なりわい-食糧生産の技術-』（縄文時代の考古学5）　
（株）同成社

瀧川　渉
　1998「北海道における縄文時代銛頭の型式学的変遷と

その機能について」『北海道考古学』第34輯　北海
道考古学会

伊達市教育委員会
　1979「遺跡の概要」『伊達市の遺跡』　伊達市教育委

員会
千浦美智子
　1994「糞石　コプロライト」『縄文文化の研究2　生業』　

雄山閣出版株式会社
角田隆志
　2014「噴火湾沿岸の縄文貝塚と集落立地」『日本考古

学協会2014年度伊達大会研究発表資料集』　日本考
古学協会2014年度伊達大会実行委員会

樋泉岳二
　1992「貝塚出土の貝・骨が語るもの」『季刊　考古学』

第41号　雄山閣出版株式会社
永谷幸人・松田宏介・吉田力・福田裕二
　2014「北海道貝塚地名表」『日本考古学協会2014年度

伊達大会研究発表資料集』　日本考古学協会2014年
度伊達大会実行委員会

永谷幸人
　2017「北海道噴火湾沿岸の縄文貝塚と集落の動態」『北

海道考古学』第53輯　北海道考古学会
　2021「北海道内浦湾沿岸の意義と価値」『月刊考古学

ジャーナル』No.756　株式会社ニューサイエンス社
西本豊弘
　1984「北海道の縄文・続縄文文化の狩猟と漁撈　-動

物依存体の分析を中心として-」『国立歴史民俗博物
館研究報告』第4集　国立歴史民俗博物館

　2017「北海道の縄文時代の貝塚研究」『北海道考古学』
第53輯　北海道考古学会

福井淳一
　2017「北海道出土骨角器の変遷」『北海道考古学』第

53輯　北海道考古学会
福沢仁之・加藤めぐみ・山田和芳・藤原治・安田喜憲
　1998「湖沼年縞堆積物に記録された最終氷期以降の急

激な気候・海水準変動」『名古屋大学加速器質量分析
計業績報告書9』　名古屋大学年代測定資料研究セ
ンター 天然放射性元素測定小委員会

北海道埋蔵文化財センター
　2007『釧路町　天寧1遺跡』　（財）北海道埋蔵文化

財センター調査報告書　第254集
松井　章
　1994「貝塚の情報性」『縄文文化の研究2　生業』　

雄山閣出版株式会社
三谷智広
　2010「入江貝塚における狩猟・漁撈活動の季節性と遺

跡の利用形態」『北海道考古学』第46輯　北海道考
古学会

　2017「貝塚における狩猟・漁労活動の季節性復元-そ
の研究と北海道における現状-」『北海道考古学』第
53輯　北海道考古学会

三谷綾乃・青野友哉
　2014「縄文海進・海退期における環境変化と生業活動

の変遷」『日本考古学協会2014年度伊達大会研究発
表資料集』　日本考古学協会2014年度伊達大会実行
委員会

峰山　巌
　1967「高砂遺跡の配石遺構」『北海道の文化12』北海

道文化財保護協会
　1972「第7章　生活の舞台」『新稿　伊達町史』上巻　

株式会社三一書房
山田晃弘
　1992「近年の貝塚研究の進展」『季刊　考古学』第41

号　雄山閣出版株式会社
山田昌久
　2022「縄文時代の丸木舟」『季刊　考古学』第161号　

（株）雄山閣
吉田邦夫
　2008「縄文人の食性と生業」『季刊　考古学』第105

号　（株）雄山閣
吉田　力
　2014「津軽海峡周辺の縄文貝塚と集落立地」『日本考

古学協会2014年度伊達大会研究発表資料集』　日本
考古学協会2014年度伊達大会実行委員会

【一般書等】
青野友哉
　2014『北の自然を生きた縄文人・北黄金貝塚』（シリー

ズ「遺跡を学ぶ」097）　株式会社新泉社
青森県史編さん考古部会
　2017『青森県史』資料編　考古1　旧石器　縄文草創

期～中期　青森県
青森県史編さん通史部会
　2018『青森県史』通史編1　原始　古代　中世　青森

県
赤松守雄
　2003『北海道の自然史』（北方新書005）　北海道出

版企画センター
阿部永・石井信夫・金子之史・前田喜四雄・三浦慎悟・

米田政明　
　1994『日本の哺乳類』　東海大学出版会



107

阿部宗明
　1905『原色魚類検索図鑑I』　（株）北隆館
伊藤年一
　1983『学研生物図鑑　貝II〔二枚貝・陸貝・イカ・タ

コほか〕』　株式会社学習研究社
上田吉幸・前田圭司・嶋田宏・鷹見達也
　2003『漁業生物図鑑　新　北のさかなたち』　北海道

新聞社
江坂輝弥
　1983『化石の知識　貝塚の貝』（考古学シリーズ9）

東京美術
江坂輝彌・芹沢長介・坂詰秀一
　2005『新日本考古学小辞典』　株式会社ニュー・サイ

エンス社　上高津貝塚ふるさと歴史の広場
　2000『第5回特別展　内海の貝塚　縄文人と海とのか

かわり』　上高津貝塚ふるさと歴史の広場
釧路市立郷土博物館
　1980『東釧路の貝塚　-先史時代の釧路-』（釧路市立

郷土博物館開設シリーズ1）　釧路市立郷土博物館
工藤雄一郎
　2012『旧石器・縄文時代の環境文化史：高精度放射性

炭素年代測定と考古学』　株式会社新泉社
（公財）北海道埋蔵文化財センター
　2023『「すすめ！縄文ワールド」絵物語でたどる縄文

世界遺産-縄文のくらしとまつり-』
小宮　孟
　2015『貝塚調査と動物考古学』（考古学研究調査ハン

ドブック5）　（株）同成社
澤　四郎
　1987『釧路の先史』釧路叢書　第24巻　釧路市
鈴木公雄
　1989『貝塚の考古学』（UP考古学選書5）　東京大学

出版会
戸沢充則
　1989『縄文人と貝塚 1989』（考古学ゼミナール）　株

式会社六興出版
千歳市埋蔵文化財センター
　2023『市指定史跡　美々貝塚』　千歳市
日本国
　2019『Jomon Prehistoric Sites in Nothern Japan』登

録推薦書
八戸市埋蔵文化財センター是川縄文館
　2019『令和元年度　特別展図録　北の縄文世界　-北

海道・北東北の縄文遺跡群』　八戸市埋蔵文化財セ
ンター是川縄文館

稗田一俊、高橋誼
　1986『北海道　海辺の生きもの』　北海道新聞社
北海道開拓記念館
　1997『’97博物館移動展　自然の恵みをもとめた古代

人　-貝塚からみた北の文化-』　財団法人北海道職
員互助会

北海道開拓記念館
　2003『第56回特別展　北・貝・道　-海と陸と人びと-』　

北海道開拓記念館
北海道環境生活部
　2022『世界遺産「北海道・北東北の縄文遺跡群」北海

道のガイド教本』

【報告書等】
［北海道］
虻田町教育委員会
　1986『入江貝塚　北海道虻田町入江遺跡における詳細

分布調査の外洋報告』
　1994『入江貝塚出土の遺物』虻田町文化財調査報告第

４集
　1998『高砂貝塚』虻田町文化財調査報告第5集
虻田町教育委員会・苫小牧市埋蔵文化財センター
　1990『入江遺跡』
石狩市教育委員会
　2005『石狩紅葉山49号遺跡発掘調査報告書　第1分

冊　本文編』
札幌医科大学解剖学第二講座
　1987『高砂貝塚』噴火湾沿岸貝塚遺跡調査報告2
伊達市噴火湾文化研究所
　2013『KITAKOGANE』
戸井町教育委員会
　1994『戸井貝塚IV』
千歳市教育委員会
　1967『千歳遺跡』
　1976『美々貝塚』
　2005「美々貝塚北遺跡における考古学的調査」『千歳

市文化財調査報告書XXXII』　千歳市教育委員会
苫小牧市埋蔵文化財調査センター
　2002『苫小牧東部工業地帯の遺跡群IX』
洞爺湖町教育委員会
　2007『国指定史跡入江・高砂貝塚』洞爺湖町文化財調

査報告第2集
　2013『平成24年度国指定史跡入江・高砂貝塚』洞爺

湖町文化財調査報告第8集
名取武光・峰山巌
　1957「若生貝塚発掘報告」『北方文化研究報告』第12

輯　北海道大学北方文化研究室
（公財）北海道埋蔵文化財センター
　2007『釧路町　天寧1遺跡』　（財）北海道埋蔵文化

財センター調査報告書　第254集
　2023『調査研究報告書　北海道における世界文化遺産

のインタープリテーションに関する調査研究』　北
海道世界文化遺産活用推進実行委員会

　2024『調査研究報告書　北海道における世界文化遺産
のインタープリテーションに関する調査研究２』　
北海道世界文化遺産活用推進実行委員会

　2025『調査研究報告書　北海道における世界文化遺産
のインタープリテーションに関する調査研究3』　
北海道世界文化遺産活用推進実行委員会

［青森県］
つがる市教育委員会
　2016『田小屋野貝塚　総括報告書』（つがる市遺跡調

査報告書9）
青森県教育委員会
　1980『長七谷地貝塚遺跡発掘調査報告書』（青森県埋

蔵文化財調査報告書　第57集）
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